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イま じ め に

日々,新聞等を賑わす考古学の新発見にはあいもかわらずめざましいものがございます。中でも最

近では奈良県の吉備池廃寺,飛鳥池遺跡の発見などによって,飛鳥時代の仏教文化や律令国家の整備

に関する定説が次々に覆っておるやに聞いております。

さて,本書に名を冠する「弘福寺」も天智朝から奈良時代にかけて興隆をきわめた大和屈指の官大

寺でございます。「弘福寺領讃岐国山田郡田図」は,こ の弘福寺が讃岐の国に領有した荘園の様子を描

いた絵図で,わが国最古のものとして重要文化財の指定も受けている貴重なものでございます。そし

て,本事業はこの田図の故地が高松市木太町,林町付近に推定されていることから,この比定地の調

査を通して当時の都と讃岐の政治,経済,文化の交流を考えてまいろうとしたものでございます。

飛鳥白鳳時代の官寺の領地が高松のような地方に所在していたと聞かされますと,意外な感がござ

いますが,中国朝鮮半島はもとより,国内の津々浦々から有用な技術,習俗,物産を集めてそれらを

全て稼働することによって国家としての成長を遂げてきたというのがいわゆる大和朝廷と呼ばれる政

府の実際のところであったようでございます。また,こ のたびの一連の調査の中で確認されました古

代南海道にいたしましても,そ うした国家戦略を押し進める舞台装置のひとつになるもので,弘福寺

領調査事業の大きな成果の一つでございます。これまで,いわゆる教科書や小説の中のこととしての

み理解してきた飛鳥白鳳・奈良といった古代文化の空気は,私どもの郷上にも分け隔てなく流れ来て

いたわけで,高松もこうした大きな歴史の波の中で現在に至っていることが実感できた次第でござい

ます。

最後になりましたが,調査にあたりご指導ご助言をいただいた文化庁ならびに香川県教育委員会,弘

福寺領讃岐国山田郡田図調査委員会委員各位,発掘調査土地所有者ほか関係資料等をご提供いただい

た方々,発掘調査に従事いただいた作業員等多くの関係者に厚く感謝申しあげます。

平成 H年 3月

高松市教育委員会

教育長 山  口 寮  式



凡    例

1.本書は,高松市教育委員会が国庫補助事業 (県費補助を含む)と して平成 6年度から平成 10
年度で実施した「第 2次弘福寺復讃岐国山田郡田図調査事業」の調査報告である。

2.本事業に関しては,これまでに年度毎の概要報告として「弘福寺領讃岐国山田郡田区関係遺跡

発掘調査概報」 I～Ⅲを刊行している。本書ではこれらの内容を包括するとともに,高松市教育

委員会が『第 2次弘福寺領讃岐国山田郡田図調査事業」以前に国庫補助事業 (県費補助を含む)

として実施した,「太田地区周辺詳細遺跡分布調査事業」ならびに「弘福寺領山田郡田図関係調査

事業」の成果にも必要に応じて言及している。

3.本事業の計画および実施にあたっては,文化庁文化財保護部記念物課文化財調査官 服部英雄 ,

伊藤正義,井上和人,坂井秀弥,小林克各氏の御指導をいただいた。

4.本事業の実施にあたって「弘福寺領讃岐国山田郡田図調査委員会」を組織 した。委員会の構成

は,下記のとおりである。

弘福寺領讃岐国山田郡田図調査委員会委員等名簿 (平成 10年度)

氏  名 名職 選 攻 等

長

員

員

員

員

員

員委

委

委

委

委

委

員

員

員

員

員

員

員

員

委

委

委

委

委

委

委

委

木 原  薄 幸

石 上  英 一

稲 田  道 彦

内 田  忠 賢

金 田  章 裕

工 楽  善 通

権 藤  典 明

新 見   治

高 橋   学

田 中  健 二

棚 橋 久 美 子

外 山  秀 一

丹 羽  佑 一

山 中  敏 史

.香川大学教育学部教授

東京大学史料編さん所教授

香川大学経済学部教授

お茶の水女子大学文教育学部助教授

京都大学大学院文学研究科教授

奈良国立文化財研究所

埋蔵文化財センター長

高松工業高等専門学校教授

香川大学教育学部教授

立命館大学文学部教授

香川大学教育学部教授

鳴門教育大学学校教育学部助手

皇学館大学文学部助教授

香川大学経済学部教授

奈良国立文化財研究所集落遺跡研究室長

日本近世史

日本古代史

人文地理

地理・民俗

歴史地理

考古学

地理・水利

自然地理

地形変遷

日本中世史

日本近代史

地理・分析

考古学

考古学

調 査 員 山 本  英 之 高松市教育委員会文化財専門員

5。 調査にあたっては,香川県教育委員会の指導を得た。



6。 発掘調査を実施した土地と所有者は次のとおりである。

平成 6年度 高松市林町42番地5              植原 俊照

高松市林町42番地6              植原  弘

高松市林町42番地7・ 8             大熊 俊雄

高松市林町42番地9              喜岡 孝子,喜岡 義博

平成 7年度  高松市三谷町1060番地・1089番地        村上 辰雄

高松市多肥上町1374番地卜1375番地 1・ 1376番地1 島田 潤子

高松市多肥上町1385番地・1386番地卜1387番地1  穴吹アサ子

平成 8年度  高松市林町6番地34              野田 新一

高松市林町6番地35              渡辺 梁正

高松市林町30番地。31番地・32番地。33番地1   穴吹 幸男

高松市三谷町1071番地             松本 寿好

平成 9年度  高松市木太町188番地             高松市木太町新池土地改良区

高松市林町4番地 1・ 高松市多肥上町1391番地   穴吹 アサ子

高松市林町42番地7・ 8             大熊 俊雄

7。 事業は教育委員会文化部文化振興課が担当して実施した。

8。 本書の執筆は,第 1部第卜3章を山本調査員が担当した他は各調査担当者による。文責について

は文頭または文末に示した。

9。 本書の編集は,山本調査員が行った。

10。 本書第 1図「周辺遺跡分布地図」の作成にあたり,国土地理院発行1/50,000地形図「高松」「高松

南部」「玉野」「丸亀」を使用した。

H。 本事業の実施にあたり,地権者・委員各位に別して多くの地元関係者,関係機関にお世話にな

りました。記して謝意を表します。

山脇女子短期大学専任講師 漆原 徹,鎌田 照雄,古代交通研究会会長 木下 良,東京大学

史料編さん所写真室技術官 針生 邦男,静岡県史編さん室 佐藤 達雄,高松市木太町新池土

地改良区 中條 勝,馬場 直明,熊野神社氏子総代 早川 秀雄,福井県教育委員会文化課,

福井県立若狭歴史民俗資料館,福井県史編さん課, 松岡 弘泰,六車 恵―,森口 裕子,香川

用水記念館ため池史編さん室,香川県文書館,(財)香川県埋蔵文化財調査センター, 高松市都

市開発部太田第 2土地区画整理事務所,高松市市民部三谷出張所
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第 1章

第

調査に至る経緯

1節 調査の経緯

高松市教育委員会では,弘福寺領讃岐国山田郡田図に関してこれまでに,高松市太田地区周辺遺跡

詳細分布調査事業 (昭和 61年度)な らびに弘福寺領田図関係遺跡発掘調査事業 (昭和 62～平成 3年

度)を文化庁ならびに香川県教育委員会の理解と指導の下に実施 してきた。これは,高松市が昭和 63

年度から進めている太田第2土地区画整理事業地内の遺跡の分布状況を確認する中で,同 じく当該範

囲に存在が予想されていた弘福寺領讃岐国山田郡田図比定地の調査を深めてきたものである。

本事業の主題となった「弘福寺領讃岐国山田郡田図」は,天平 7(735)年の記年を有するわが国最

古の荘園絵図であり,当時弘福寺 (サ H原寺)が讃岐国山田郡に領有した荘園の領域と土地利用の様子

が条里地割の方格を基本として描かれている。現在,香川県大川郡志度町の多和文庫 (松岡弘泰氏)の

所蔵になる「弘福寺領讃岐国山田郡田図」は,鎌倉時代の写本で奈良時代から伝えられたものではな

いものの,原本の内容を忠実に模写して当時の荘園の様子をよく表し,資料的な価値は計 り知れない

として,本事業終了後の平成 3年 6月 に重要文化財の指定を受けている。

以上の調査事業 (以下,第 1次調査事業とする)で は,弘福寺領荘園に関係する具体的な遺構の確

認を見ることはできなかったものの,主に調査に際して組織 した「弘福寺領讃岐国山田郡田図調査委

員会」の方々のご苦労によって,弘福寺領田図の南北両地区比定地がそれぞれ木太町大池南半から南

側の一帯,旧高松空港滑走路の西半分からその北側一帯に存在する可能性が高いことが推測されるに

至った。そして,何 より大きな収穫はそれまで埋蔵文化財包蔵地としては殆ど空白地帯であつた高松

平野の全域にわたる条里地割,埋没微地形の分布状況が明らかにされたことである。これら第 1次調

査事業の成果は,ほぼ同時期に本格化 した高松東道路建設事業ぅ太田第 2土地区画整理事業等による

遺跡調査事例の増加と相倹つて,現在の埋蔵文化財調査を進めてゆくうえで不可欠な基本資料となっ

ている。

一方,弘福寺領田図南地区比定地では,平成 2年の新高松空港の開港に伴い跡地再開発事業が始ま

りぅ周辺部でも県立高校新設等による工事が計画されてこれらに先立つ埋蔵文化財調査が平成 3年か

ら財団法人香川県埋蔵文化財調査センターによつて実施されてきた。

高松市教育委員会及び旧「弘福寺領讃岐国山田郡田図調査委員会」委員の中では,こ れらの開発計

画によつて弘福寺領田図北地区比定地のみならず南地区周辺までもが歴史的景観の急激な消滅を余儀

なくされることに危機感が募 り,文化庁ならびに香川県教育委員会に南地区周辺の関連遺跡確認調査

の補助事業採択を強 く要望した結果,平成 6年度から第 2次弘福寺領田図調査事業として着手するこ

とが認められた。

第 2次弘福寺領田図調査事業の実施にあたってはぅ前回と同様に文献,地理,民俗 ,自然分析等学

識経験者等による調査委員会を中心とした総合調査を計画した。調査委員会には,第 1次調査事業に

参加いただいた委員 10名 に4名の委員を新たに加え,前回の調査で手薄であつたとされた民俗等聞き

取 り調査ぅ考古古代,文献中世の分野の補強を図つた。そして,事業開始に先立つ平成 5年度から準

備委員会として組織することで事業の計画的で円滑な遂行をめざした。
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平成8年度南海道推定地調査に伴う現地説明会風景 (その1)
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第 2節 調査の経過

1,平成 5年度準備委員会の記録

第2次弘福寺領田図調査事業の実質的な活動の始まりは平成5年 6月 24日 の弘福寺領讃岐国山田郡

田図調査委員会委員等の委嘱に続く同年7月 23日 の第1回調査委員会である。

第1回調査委員会では,前回調査事業の反省を踏まえつつ活発な議論の中から調査の目的,手法,項

目等にわたって多くの提言がなされた。

まず,第 1次調査事業の反省点として概ね以下の3点が指摘された。

① 比定地をとりまく地域で区画整理等の開発事業が急速に進行する中,発掘地点の選定や調査区,分

析試料採取地点等の設定に十全の考慮の余地がなかったこと。

② 広大な荘園という対象に見合う事業予算,調査面積,調査組織が十分に確保できなかったこと。

③ 調査上での制約があったにせよ,調査データを安易に現地比定に結びつける嫌いがあったこと。

④ 太田地区周辺の急激な開発事業に対応するあまり,地神,塚等のランドマークの分布調査に終始

した感があり,地元住民を対象とした聞き取り調査が手薄になったこと等である。

①は,高度成長期以降の大規模開発を被っていない地域であるといえども,近世の水田開発(地下げ)

や戦後の瓦粘土採取等によって予想外の削平が及んでいたという事例に対しての,②は,荘園遺跡を実

証する手段としてどのような遺構の存在が期待でき,それによってどのような成果が見込めるかという

見通しが計画段階で不十分であつたことに対する反省であったとはいえ,図 らずも大規模開発に追われ

た,荘園遺跡という広大な範囲を対象とする調査の困難さがうかがわれることとなった。

また,これらに加えて文化庁からは比定地周辺地域の古文書等関連資料の収集と聞き取り調査の充

実を図ること,香川県教育委員会からは発掘調査主導の調査運営をすること等の助言も得られた。

これらの反省と第 1次調査事業で得られた知見を踏まえて,第2次調査事業の調査方針が次のよう

に打ち出された。

(1)発掘調査によって弘福寺領田図そのものに関わる遺構の発見及び土地利用,歴史景観の復原をめ

ざし,弘福寺領山田郡田図 (南地区)の現地比定を確定する。

(2)弘福寺領山田郡田図の現地比定を考古学的に補強しうる資料として,高松平野全体に視野を広げ

て南海道,山田香川郡界線,条里遺構等に関する遺構の調査を加える。

(3)弘福寺領山田郡荘園成立の背景を考察しうる資料として高松平野一円の白鳳から奈良時代の遺跡

の資料調査と検討を行う。

14)土地利用と歴史環境の変遷を復原するという観点から,比定地周辺については古代から中近世を

経て現代に至るまでの時代を調査の対象とし,それぞれの時代についての考古データ,文献史料,地

方文書,民俗 (聞 き取り)資料等の収集を図る。

(5)田図関連史料および荘園経営等に関する文献史料の調査を行う。

(6)調査期間,費用の制約を補完して最大限の成果を得る手段として,周辺部の事前調査のデータを,

調査機関の垣根を取り払って相互自由に検討しうるような調査協力体制を模索する。

そして,これらの方向性を実現するために次のような調査項目が候補として挙げられたが,こ のうち

発掘調査,測量調査に関わるものでは,調査期間と費用の制約の中で補助事業の主題である弘福寺領讃

岐国山田郡田図との関連がより具体的で緊急的なもの(下記中太字)か ら順次進めてゆくこととし,そ

の他の調査についてはそれぞれの調査委員が専門のテーマを受け持つこととなった。
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・第2次弘福寺領田図調査事業で想足される調査項日

(1)田図比定地の確定のための考古学的調査

ア.比定地 (特 に南地区比定地)周辺の発掘調査

イ.発掘調査に付随する地形分析,花粉等分析

(2)古代南海道・郡界線,条里プランに関わる調査

ウ.南海道・山田香川郡界線推定地の関連遺構確認調査

(3)古代関係遺跡資料調査

工.三谷駅家,山田香川郡衡の探索

オ.古代寺院跡の測量調査 (下司廃寺,高野廃寺,拝師廃寺,宝寿寺跡)

力.古代寺院,出土瓦等の既往資料の整理分析

(4)比定地周辺の地域誌的調査

キ.上林城,吉国寺,岩田神社等の確認調査 注1

ク.飛行場接収前の耕地,水利等の復原調査

ケ.中世多肥郷文書等関連中世文書の分析調査 注2

コ.王子院,今吉土居,多肥城の確認調査 注3

サ.漆原文書等関連近世文書の分析調査 注4

シ.香東川右岸を対象とした水利調査

ス.太田地区南部以南を対象とした民俗地名,年中行事,習俗儀礼等の聞き取り調査

(5)田図および荘園経営資料等分析調査

セ.関連資料集成作業

ソ.荘園経営の比較調査 (東寺末寺化以前と以後)

2次弘福寺領田図調査事業で想定される調査項目

注 1 章末参考文献 6,第 4章第 2節 2「弘福寺領山田郡田図の史料学的分析」石上,345～ 354頁

注 2 章末参考文献 8,第 4章第 3節 「熊野神社所蔵大般若経紙背文書の多配郷関係文書について」 田中

注3 章末参考文献 6,第 4章第 2節 1「高松平野の条里と弘福寺領讃岐国山田郡田図」金田,249頁

章未参考文献 8,第 4章第 3節 「熊野神社所蔵大般若経紙背文書の多配郷関係文書についてJ  田中

注4 漆原家は,本家伝来の「系譜」及び「漆原氏由緒書」によると,藤原鎌足の流れを組む家系とされ,もとは生駒家に仕え

たが,松平氏になつてか らは牢人となって山田郡三谷村に移つた。

現在の通谷漆原家を総本家とし,18世紀木の宝暦年間に6代 目弥惣左衛門の次男弥義右衛門,三男勘太夫 (男木太)が

それぞれ西三谷,大満 (三谷村北部の子字で上林村に接する)に分家し,西三谷からは文化から文政年間にかけて勘太夫,

柳左衛門の二代にわたつて大政所を輩出している。西三谷漆原家は現在に至るが,大満漆原家は大正年間に大阪へ転出して

いる。

以上のようなことから,漆原家には近世文書,明治以降の大土地所有制に関する史料等が多く所蔵されており,これらの

うち総本家の史料については平成元年に瀬戸内海歴史民俗資料館に寄贈され,平成 2年に同資料館によつて文献目録が作成

されている。

一方,西三谷漆原家においても同様な史料が所蔵されており,その点数は約 7,000点 といわれている。その内容は現在の

段階ではまだ明らかでないが,弘福寺領田図比定地が所在した林村に関係するものも含まれていると予想され,南地区比定

地周辺の近世の様子を解明する重要な手がかりと考えられる。

これらのうち,平成6年度の発掘調査予定地としては,弘福寺領田図南地区に比定される高松空港

跡地の北西部付近のうち,山田香川郡界線と比定地西辺の条里界が重なる分ヶ池北側または下池南側

の付近,田図南地区東辺の坪界線で近世寺院である吉国寺の推定地にもあたる,現特養老人ホームさ

くら荘の北側付近が挙げられた。そして,さ らに詳細な絞り込みについては土地所有者の意向や遺構
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の遺存状況をさらに検討した上で次回の会合で決定することで了解を得た。

また,同年9月 24日 には,同委員会委員の中で民俗水利関係の担当者が改めて会合し,役割分担と

調査要領の再確認を行った。

2 平成 6年度以降の調査経過

第2次弘福寺領田図調査事業の公式の初年度となる平成6年度は,同年7月 15日 付けで国庫補助事

業申請を行い,続いて 8月 26日 に第 1回調査委員会を開催した。そして,教育委員会が主体となって

進める調査項目に関する議決事項として,

① 発掘調査地点として,南地区比定地の東境界付近にあたるとともに近世後期の耕地絵図等の存

在によって現代からの土地区画の変化が時代を追って古代近くまで遡及しうる可能性のある林町

42-9付近の水田を第1候補として調査準備を進めること。

② 発掘調査成果を検証するための検討会を1～ 2月 頃に設定し,調査概報の編集刊行は翌年度に

送ること。

③ 成果が見込めるだけの発掘面積を確保し (1000∬程度),検討会の予定等も考慮のうえ9～ 10

月頃の現場着手をめざすこと。

④ 関連資料収集の一環として,古代寺院遺跡推定地の2,3ヶ 所で測量調査 (500分 の 1平板測

量)を実施すること。

等が確認された。

しかし,事業費の点から調査面積等は現実的には制約をうけることとなった。この背景には,平成

7年 1月 の阪神大震災による罹災文化財修復の事情も存在するが,一方で田図位置比定のための調査手

段として,発掘調査に重きを置く意見と高松平野の古代史全般の中で弘福寺領田図を理解しようする

意見の間に格差を生じた面もあり,今後に向けて大きな反省点となった。発掘調査は平成 7年 1月 19

日に着手,同年 3月 8日 に調査検討会を開催した。

平成7年度の調査事業は,6月 15日 付けで補助事業申請を提出,7月 27日 に第 1回調査委員会を開

催し,発掘地点としては南海道と山田香川郡界線の遺構確認に主力を置くことが決定した。そして,こ

れにしたがって用地交渉を進めた結果,南海道推定地については三谷町1060番地他,郡界線について

は多肥上町1386番地 1他の水田を発掘調査地として借り上げ,H月 22日 付け提出の変更申請を待っ

て 12月 14日 から順次発掘調査を進めた。そして,平成8年 3月 1日 に調査検討会を開催。南海道推定

地については,調査終了の3月 31日 に市民を対象として現地説明会を開催した。

平成8年度調査事業は,6月 10日 付けで補助事業申請を提出。8月 9日 に第 1回調査委員会を開催し,

発掘調査地点として,前年度に引き続き南海道の延伸部分と南地区比定地他の3ヶ所を調査候補地点と

定めた。最終的には南海道地区では三谷町1071番地,南地区比定地では林町6番地34他の水田に決定

してH月 1日 から順次調査を進め,3月 H日 に調査検討委員会を開催。調査終了に先立つ 3月 30日

に市民を対象として現地説明会を開催した。

平成 9年度は,前年度と同様 6月 10日 付けで補助事業申請を提出。7月 2日 に調査地を決めるため

の検討会を開催した。そして発掘調査地点として,北地区比定地の大池底と郡界線推定地の「分ヶ池」

北側,さ らに南地区比定地内の数力所を候補とし,最終的には大池底 (木太町 188番地),山田香川郡

界線推定地 (多肥上町1391番地他),南地区比定地 (林町42番地7他)を決定した。発掘調査は 12月

8日 から順次実施し,平成 10年 3月 9日 に調査検討のため第 1回調査委員会を開催した。なお,こ の

年度をもって第2次弘福寺領田図調査事業にかかる発掘調査を完了した。
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平成10年度は,5月 7日 付けで補助事業申請を提出。7月 2日 に調査委員会を開催した。10年度の

調査事業の主体はこれまで継続してきた発掘調査の総まとめとしての調査報告書の刊行にあり,委員

会では調査報告書の内容構成と執筆分担について協議し,こ の後調査報告書原稿の執筆作業が本格化

することとなった。そして,平成H年 1月 6日 にそれぞれの執筆成果を持ち寄って内容調整の最終検

討会を開催し,3月 31日 付けの調査報告書の刊行をもって全ての事業が終了した。
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第 2章 高松平野の地理的歴史的環境

第 1節 地理的・歴史的環境

1 地理的環境

高松平野は,香川県のほぼ中央部で瀬戸内海沿岸に位置する沖積平野で,西 を五色台山塊,南 を日山,

上佐山,東を立石山,雲附山等に遮られており,南北約 20 km,東西約 16kmを測る。

平野の境界を画する低位山塊及び屋島,紫雲山等の島状の独立丘陵は,侵食の容易な花筒岩層 (三豊

層群)が風化侵食に抵抗の強い安山岩層に覆われたことによって侵食解析から取り残されて形成された,

ヌサ,またはビュー トと呼ばれるもので,讃岐ののどかな田園風景の象徴のひとつである。

高松平野には,西から本津川,香東川,春 日川,新川といつた河ナIIが北流しているが,なかでも香東

川が平野の形成に最も大きな影響を及ぼしており,現在の春日川以西の大部分は香東川によって形成さ

れた沖積平野といわれている。

現在石清尾山塊の西側を直線状に北流する香東川は,17世紀はじめの河川改修によって人工的に開削

されたもので,それ以前には現在の香川町大野付近から東へ分岐した後,石清尾山塊の南側を回り込ん

で平野中央部を東北流するもう一本の主流路が存在していた。この旧流路は,現在では水田地帯及び市

街地の地下に埋没してしまっている。一方,古い時代に埋没したものとして,空中写真等では,林から

木太地区にかけての分ヶ池,下池,長池,大池,ガ ラ池を結ぶ流路等数本の旧河道が見られ,発掘調査

でもその痕跡が確認されている。なお,17世紀の廃川直前の流路は,御坊川として今でもその名残をと

どめている。

これらのため池は,年間100011un前後と降水量に乏しい讃岐平野において農業用水確保のために不可欠

のものであるが,林 ,多肥地区周辺では扇状地末端部にあたることから,ため池に加えて出水と呼ばれ

る自噴地下水脈の利用が盛んで,両者を併用した特徴的な配水網と厳格な水利慣行を伝えてきた。しか

し,昭和50年の香川用水の通水によって,こ の一帯は二郎池の受益範囲に取り込まれ,農業用水確保の

不安が払拭された反面,大池,長池等のため池が三郎池の子池となり,地元水源を核とした水利慣行が

急速に消滅するとともに,ため池や出水の水源自体もその役割を失いつつある。

2 歴史的環境

現在のところ,高松平野で最古の遺跡は後期旧石器時代にまでさかのぼる。平野縁辺部または独立低

丘陵部の麓で久米池南遺跡,雨山南遺跡などが古くから知られていたが,近年中間西井坪遺跡から良好

なユニットの資料が得られている。

縄文時代になると,平野中央部では大池遺跡の有舌尖頭器の表採資料2点が最古の部類に属し(縄文

時代草創期),井手東 I遺跡,蛙股遺跡では遺物の確認はなかったものの赤ホヤ火山灰の降灰面を確認し

ている。その他縄文後期までの遺跡は佐料遺跡,下司遺跡など数力所が旧石器散布地と同様に平野縁辺

部の丘陵部に点在している。

縄文晩期から弥生時代にかけての遺跡は香東川の旧河道を軸として展開している。この中で仏生山付

近から林町域の分ヶ池,下池,長池,大池等をたどって木太町付近に流れ下る河脈は,高松平野の形成

にも大きく関与していると考えられ,さ こ・長池遺跡,林坊城遺跡,井手東Ⅱ遺跡等では旧河道の河床

部に縄文晩期の遺物を包含している。これらの多くは同一包含層中に弥生前期の土器をも混在しており,

縄文晩期から弥生前期への過渡期の様相を示すものと思われる。ただ,こ れらと旧河道の河脈を異にす

る居石遺跡のみは旧河道支流の埋土に晩期前半,突帯文出現直前期と見られる土器群を単独資料として
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包含しており,他の遺跡とは異なった様相を呈する。

旧河道の周辺部では,さ こ・長池遺跡,さ こ。長池Ⅱ遺跡,天満・宮西遺跡,空港跡地遺跡および周

辺部の遺跡などに前期の住居跡,周溝墓,土坑等が断片的に見られるが,集落としてまとまった在り方

は見られない。一方,こ の時期に導入されたと思われる水田耕作の痕跡は確認例が増加し,先述のさこ・

長池遺跡,さ こ。長池Ⅱ遺跡のほか弘福寺領田図北地区,上西原遺跡などで旧河道の自然堤防上から後

背湿地に至るまで多くの遺跡が確認されており,旧河道周辺の開発の早さが伺える。旧河道内部での水

田開発はやや時期が遅れて弥生時代後期から見られ始める。河川機能が衰えて次第に埋没を始める時期

に当たっているようで,さ こ。長池遺跡,さ こ。松ノ木遺跡では以降古代から中世前半を経て近世に至

る水田層が河道堆積層中に連綿と確認できる。ところがこれより西側の,居石遺跡を貫いて野田池,蓮

池に向かう河脈では古墳時代初頭の遺物を包含し,有機物の分解が充分に進行していない泥炭質のシル

ト層で一気に埋まっており,河川機能の衰退していく時期が周辺部の開発の早さに少なからぬ影響を及

ばしている。

古墳時代にはいると,平野中心部では鶴尾神社4号墳を晴矢とする石清尾山積石塚群が,平野周辺丘

陵部でも高松市茶臼山古墳をはじめ多くの古墳が築造される。しかし,こ れら古墳の造営主体となった

集落等の存在は未だ明確ではなく,太田下須川遺跡,六条上所遺跡:日暮。松林遺跡等で当該期の遺物

や若干の遺構を検出しているにすぎない。鶴尾神社4号墳など発生期の古墳に関して見れば,あ るいは

上天神遺跡等平野中央部の弥生時代終末期の集落が造営母胎の候補となってくることも考えられるが,今

後の課題である。

古代にはいると,高松平野の遺跡は条里遺構と集落遺跡,寺院跡に集約される感がある。

和名類茶抄によれば,讃岐の国は大内,寒川,三木,山田,香川,阿野,鵜足,那珂,多度,三野,刈

田のH郡で構成されており,これらの郡境は南海道と直交する直線によって計画的に分割されている。

このため讃岐国の郡域はいずれもが海岸線と平野と山岳部を等しく分有するという特徴的な郡構成をとっ

ている。現在の高松市にはこのうち山田,香川2郡が相当し,山田郡については高松,喜多,本山,田

中,宮処,拝師,三谷,坂本,蘇甲,池田,殖田のH郷に,香川郡には笑原,坂田,大田,飯田,成相 ,

多配,百相,井原,河辺,大野の10郷により構成されていたとされる。これら郡郷の中心となる郡衛お

よび官衛の遺跡はこれまでの調査では確認されていないが,古代の大型建物を含む集落を出土した遺跡

として前田東中村遺跡 (山 田郡宮処郷),松縄下所遺跡 (香川郡大田郷),正箱 。薬王寺遺跡 (香川郡中

間郷)が知られている。

古代寺院については後段で詳しく述べられているので個々の概要については割愛するが,古代寺院の

立地はその多くが後期群集墳に近接して所在するとともに,こ れまでに知られている古代寺院9遺跡は

1郷に1寺ずつがまんべんなく分布しており,早いものでは白鳳期の瓦を出土する宝寿寺跡,勝賀廃寺等

も見られる。また,日 本霊異記には讃岐を舞台にした仏教説話3編が収められており,う ち2編は「身寄

りのない老人に施すことを嫌いながら,一方で釣人に放生を勧めた男が地獄で飢渇の報を受けた後に救

われた話 (第 16話 ,讃岐国山田郡坂田郷)」「同姓同名の女子が代わって間羅王庁に召し出されたことか

ら生じた奇謂 (第 25話,讃岐国山田郡)」 と山田香川郡域に関わるものであることから,高松平野への

仏教文化の受容が在地の氏族を担い手として早い時期から行われていたことが伺える。仏教文化に関し

て続けると,8世紀末から10世紀にかけて真言宗の空海 (佐伯氏)が讃岐から輩出したことはよく知ら

れているが,以後西讃では実恵 (佐伯氏),円珍 (不日気氏)等高僧が続出し,東讃でも道昌 (秦氏),観

賢 (秦氏)等の名前を確認することができる。一方,明法道の方面でも讃岐永直・永成 (凡直氏),惟宗

直宗。直本兄弟 (秦氏)等が東讃から輩出しており,当時の讃岐は仏教文化と律令法制の一大先進地で
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あつたといえる。

高松平野の条里地割は,現在の土地境や用水,里道などに顕者にその痕跡をとどめており,市街地・埋

め立て地や現在の河川氾濫原を除く平野部に一様に分布している。讃岐の条里地割の特徴として讃岐平

野を東西に貫く南海道と,南海道に直交して極めて高い計画性でもって測設されたと考えられる郡界線

を縦横の基準として敷設されたことが知られている。この南海道は,高松市域では現三木町の自山南麓

と中間町の六つ目山北麓を結ぶ直線として想定されており,当該線上には道路敷きの余剰帯と見られる

東西に帯地となった地割りが断続的に認められる。この帯地の幅は10m内外の幅員を有し,余剰帯を持

たない部分に関しては南海道推定線に隣接する南北いずれかの坪の南北辺長が約10m分長くなっている

ことから,南海道の測設と同時またはそれ以降に条里方格の区画が設定されたものと考えられる。この

ことは,郡界線に関しても同様である。

郡界線や南海道とは直接には関係ないものの,直線道路敷きが余剰帯として隣接の条里坪と別個に敷

設されている可能性のある遺跡として松縄下所遺跡を挙げることができる。松縄下所遺跡では条界方向

の現況坪界線に平行して道路幅員2.8mの両側溝を延長200m余 りにわたって確認した。遺構の位置関係は

現況坪界線からは12mほ ど西へずれているものの,方位は平行関係にあり遺構を含む坪の東西辺長は約

H5mと通常の1町の109mよ りも長くなっている。また,出土遺物の時期が7世紀後半まで遡る可能性が

あることから,高松平野の条里地割の初源を示すものかまたは先駆的な位置づけになる遺跡の可能性が

ある。

これまでの知見から見る限り,高松平野の条里分布では他地域のような重層条里,違方向条里などの

確認は公式にはされておらず,旧河川氾濫原などで比較的開発の新しいと思われる地域で遺構の年代も

中近世に限られるような遺跡 (ナ ‖南西遺跡,木太中村遺跡など)であっても,条里区画の方位はN10° Eの

前後に統一されている。ただlヶ 所の例外的な地域として屋島南部の高松町。新田町の一部にはほぼ正方

位を基本とする異方向条里区画の存在が指摘されてはいるものの,それ以外では極めて高い統一性を示

している。古代の条里遺構が同位置で維持または再掘削されてきた結果として古代の遺物が残存する余

地がなかったとも考えられるが,新たな開発に際して隣接する既成の区画が徐々に延長されて現在のよ

うな条里分布が完成したとする見方も考慮の余地があろう。

こうした条里方格の土地区画は中世以降も連綿と踏襲されて現代にまで至っているが,その中で注目

されるのは13～ 16世紀頃にかけての城舘跡の方形区画である。キモンドー遺跡,空港跡地遺跡,西打遺

跡,香西南西打遺跡,西ハゼ土居遺跡でこうした方格状の溝 (堀)跡が確認されている。いずれも現況

条里地割にのっとって区画されているものの,方形区画の辺長が80m,30m,40mな ど必ずしも1町または

半町を単位としていないうえ,長方形に想定せざるを得ない平面プランも見られるなど,条里地割の規

制が薄れている一面も見られる。(山本)
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第 2節 比定地周辺部の遺跡調査

はじめに

弘福寺領讃岐国山田郡田図では,南北二地区に総面積二十町余の寺領荘園が条里地割を基準として表

現されている。この田図の記載内容から田図の位置を特定する際に得られる情報としては,位置関係を

示す東西南北の方位と「(山 )田郡○郷般椅里」。「山田香河二郡境」の書き込み,「倉」。「屋」。「井」。「人

夫家」等の存在位置,田畑等の耕作地日,「津田」。「佐布田」等の土地条件,「菫」等の自然地形などが

挙げられるが,これらのうち「倉」・「屋」。「井」。「人夫家」等の構築物の遺構が検出の状況によっては

比較的容易に田図との関係を想像できるのに対し,その他の要素が通常の発掘調査によって山田郡田図

に関係する遺構として認定できる可能性はきわめて少ないと考えられる。こうした中で,肝心の「倉」・

「屋」。「井」の比定地は大池 (木太新池)の水底にあたる蓋然性が高いから,発掘調査による田図関連遺

構の確認作業として当面可能な方法は,南海道,山 田香川郡界線を含む条里関連遺構の確認によって奈

良時代にできるだけ近接した時期の条里地割のアウトラインを確定することと,比定地内外の当時の地

形環境,土地利用状況をできるだけ広範に確認して田図の記載に該当するポイントを探し当てることの

2点が想定できる。しかし,二十町余の広大な対象地の内外で地形環境や土地利用を復原しうる資料 (土

層堆積資料,水田等の面的資料)を必要量収集するには膨大な作業量が必要となる。広大な対象地と関

連遺構の認定の困難さ。ある意味ではこの二点が 1,2次 を通じての本事業の発掘調査の最大の命題で

あった。

一方,高松市域の平野部では大規模開発事業に伴つて概ね昭和63年度以来平野部での発掘調査が本格

化し,以来日を追って遺跡数が増加の一途をたどる傾向が続いている。これらの調査の特徴は,単件の

調査面積が大きく,特に道路建設に伴う調査では長い距離にわたる地形の変化が容易に把握できるため,

これらの知見は承前の山田郡田図の位置比定作業を補足する資料としてたいへん有益と考えられる。こ

のため本節では,こ れらの遺跡から弘福寺領田図調査に関係するものとして,4つ の要素を基準に総数65

遺跡を抽出し,以下に遺跡ごとの概要を記した。

遺跡抽出の基準とした4要素とは次のとおりで,各遺跡の抽出基準については比定地周辺遺跡一覧表

の末尾に記号で示した。(山本)

A:弘福寺領比定地の周辺に所在する遺跡 (概ね室町新田線を北限,コ トデン琴平線を西限,春 日

川～古川を東限,多肥公民館から古川橋市道を南限とする範囲)

B:条里関係遺構を含む遺跡

C:古代 (奈良 。平安時代)の遺構を含む遺跡

D:その他の関連を有する遺跡
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建

設

香
川

県
埋
蔵

文
化
財

調
査

セ
ン
タ
ー

県
道

・
河

川
関
係

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
概

報
 

平
成

9年
AB

松
林

遺
跡

高
松

市
多

肥
上

町
百 ユ

県
立

高
等

学
校

周
辺

通
学

路
建

設

高
松

市
教

育
委

員
会

香
川

県
立
桜

井
高
校

周
辺
通
学
路

整
備

に
伴

う
埋

蔵
文
化
財

調
査

報
告
書

日
暮

。
松
林

遺
跡

19
96
.3
高

松
市
教

育
委

員

AB
C

6
日
暮

・
松

林
遺

跡
高

松
市

多
肥

上
町

多
肥

下
町

H5
-1
7

都
市

計
画

道
路

福
岡

多
肥

上
町
線

高
松

市
教

育
委

員
会

都
市
計
画
道
路
福

岡
多
肥

上
町
線

建
設

に
伴

う
埋

蔵
文
化
財

調
査

報
告
書

日
暮

。
松
林

遺
跡

19
97
.3
高

松
市
教

育
委

員

AB

7
宮

西
。
一

角
遺

跡
高
松

市
林

町
H6
～

H1
0

市
道

林
町

47
号

線
建

設
高

松
市

教
育

委
員

会
香

川
県
埋

蔵
文

化
財

調
査

年
報
 

平
成

6。
7年

度

19
95
。

3・
19
96
.3
 
香

川
県
教

育
委

員
会

弘
福

寺
領

讃
岐

国
山

田
郡

田
図

関
係

遺
跡

発
掘

調
査

概
報

I・
II
 H
8.
3・

H1
0。
3 

高
松

市
教

育
委

員
会

AB
C

8
―
角

遺
跡

高
松

市
林

町
H5

H1
0

特
別

養
護

老
人
施

設
建

設
高
松

市
教

育
委

員
会

弘
福

寺
領

讃
岐

国
山

田
郡

田
図

関
係

遺
跡

発
掘

調
査

概
報

I 
H8
.3
 
高
松

市
教

育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

年
報
 

平
成

5年
度

 1
99
4。

3

香
川

県
教

育
奉

目
会

AB

9
空

港
跡

地
遺

跡

(亀
の

町
I)

高
松

市
林

町
NT
T通

信
機

器
設

置
高
松

市
教

育
委

員
会

空
港
跡
地
遺
跡

(亀
の
町
地

区
I)
19
95
。

1

高
松

市
教

育
委

員
会

A



― ド ヽ ―

遺
 

跡
 

名
所

 
在

 
地

調
査

年
度

原
因

と
な

る
事

業
調

査
機

関
参

考
文

献
等

分
類

区
分

10
空

港
跡

地
遺

跡

(亀
の

町
H)

高
松

市
林

町
16

農
協

支
所

建
設

高
松

市
教

育
委

員
会

空
港

跡
地

遺
跡

(亀
の

町
地

区
H)
19
95
。

3

高
松

市
教

育
委

員
会

A 
B

木
太

本
村
H遺

跡
高

松
市

木
太

町
19

宮
川

河
川

改
修

香
川

県
教

育
委

員
会

埋
蔵

文
化

財
試

堀
調

査
報

告
X1
 1
99
8.
3

香
川

県
教

育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

年
報
 

平
成

9年
度
 1
99
2.
2

A 
C

12
上

天
神

遺
跡

高
松

市
上

天
神

町

三
条

町

S6
2・

63

H3
。
4

一
般

国
道

1
1号

高
松

東
道

路
建

設

香
川

県
教

育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文
化

財

調
査

セ
ン
タ
ー

高
松

東
道

路
建

設
に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

第
6

冊
 

上
天
神

遺
跡

 1
99
5。

12
 
香

川
県
教

育
委

員
会

他

四
国
横

断
自
動

車
道

建
設

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

概

報
平

成
9年

度
 

財
団
法

人
香

川
県
埋

蔵
文

化
財

調
査

セ
ン
タ

ー
ー
  
19
98
.3

A 
B 
C

太
田
下

・
須

川

遺
跡

高
松

市
三

条
町

太
田
下

町

H元
一

般
国
道
11
号

高
松

東
道

路
建

設

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

セ
ン

タ
ー

高
松

東
道

路
建

設
に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

第
4

冊
 

太
田
下

須
川

遺
跡

 1
99
5。

3 
香

川
県
教

育
委

員
会

他

A 
C

蛙
股

遺
跡

高
松

市
太

田
下

町

伏
石

町

H3
.4

一
般

国
道

11
号

高
松

東
道

路
建

設

高
松

市
教

育
委

員
会

一
般

国
道

■
号

高
松

東
道

路
建

設
に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発

掘
調

査
報

告
第

6冊
 

蛙
股

遺
跡

19
95
.1
0高

松
市

教
育

委

員
会

他

A 
B 
C

居
石

遺
跡

高
松

市
伏

石
町

H3
.4

一
般

国
道

11
号

高
松

東
道

路
建

設

高
松

市
教

育
委

員
会

一
般

国
道

11
号

高
松

東
道

路
建

設
に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発

掘
調

査
報

告
第

7冊
 

居
石

遺
跡

19
95
。
10
高

松
市

教
育

委

員
会

他

A 
C

16
井

手
東
H遺

跡
高

松
市

伏
石

町
H3

一
般

国
道
11
号

高
松

東
道

路
建

設

高
松

市
教

育
委

員
会

一
般

国
道

11
号

高
松

東
道

路
建

設
に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発

掘
調

査
報

告
第

5冊
 

井
手

東
H遺

跡
19
95
。
10
高

松
市

教

育
委

員
会

他

A

17
井

手
東

I遺
跡

高
松

市
伏

石
町

H3
一
般

国
道
11
号

高
松

東
道

路
建

設

高
絵

市
教

育
委

員
会

一
般

国
道

11
号

高
松

東
道

路
建

設
に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発

掘
調

査
報

告
第

4冊
 

井
手

東
I遺

跡
 1
99
5,
3高

松
市

教

育
委

員
会

他

A 
B 
C

18
さ

こ
。
長

池
H

遺
跡

高
松

市
林

町
百 “

一
般

国
道

11
号

高
松

東
道

路
建

設

高
松

市
教

育
委

員
会

一
般

国
道

11
号

高
松

東
道

路
建

設
に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発

掘
調

査
報

告
第

3冊
 

さ
こ
・

長
池
H遺

跡
 1
99
4。

3 
高

松

市
教

育
委

員
会

他

A 
B 
C



Ｉ

Ｓ

Ｉ

遺
 

跡
 

名
所

在
地

調
査

年
度

原
因

と
な

る
事

業
調

査
機

関
参

考
文

献
等

分
類

区
分

19
さ

こ
・

長
池

遺
跡

高
松

市
林

町
H元

一
般

国
道
11
号

高
松

東
道

路
建

設

高
松

市
教

育
委

員
会

一
般

国
道

11
号

高
松

東
道

路
建

設
に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発

掘
調

査
報

告
第

1冊
 

さ
こ

。
長

池
遺

跡
 1
99
3.
3 

高
松

市

教
育

委
員

会
他

AB
C

20
さ

こ
。
松

ノ
木

遺
跡

高
松

市
林

町
百 Π

一
般

国
道
11
号

高
松

東
道

路
建

設

香
川

県
教

育
委

員
会

一
般

国
道

11
号

高
松

東
道

路
建

設
に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発

掘
調

査
報

告
第

2冊
 

さ
こ
・

松
ノ
木

遺
跡
 1
99
4.
3高

松

市
教

育
委

員
会

他

AB

21
林

・
坊

城
遺

跡
高
松

市
林

町

六
条

町

S6
3,

H9
・

10

一
般

国
道

11
号

高
松

東
道

路
建

設

香
川

県
教

育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文
化

財

調
査

セ
ン
タ
ー

高
松

東
道

路
建

設
に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

第
2

冊
 

林
・

坊
城

遺
跡
 1
99
3.
■
 

香
川

県
教

育
委

員
会

他

四
国
横

断
自
動

車
道

建
設

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

概

報
平

成
9年

度
 

財
団
法

人
香

川
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
セ

ン
タ

ー
ー
  
19
98
.3

AB
C

22
六
条

上
所

遺
跡

高
松

市
六
条

町

元
山
町

S6
3・

H3
一
般

国
道

11
号

高
松

東
道
路

建
設

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

セ
ン
タ
ー

高
松

東
道
路

建
設

に
伴

う
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査

報
告
第

5

冊
 
六
条
・

上
所

遺
跡

 1
99
5。

10
 
香
川

県
教

育
委

員
会

A

23
東

山
崎

水
田
遺

跡
高
松

市
東

山
崎

町
一

般
国

道
11
号

高
松

東
道

路
建

設

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

セ
ン
タ
ー

高
松

東
道
路

建
設

に
伴

う
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査

報
告
第

1

冊
 
東

山
崎
・

水
田
遺
跡
 1
99
2.
11
 
香
川

県
教

育
委

員
会

D

24
前

田
東

中
村

遺
跡

高
桧

市
前

田
東

町
S6
3-
H3

・
H5

一
般

国
道
11
号

高
松

東
道

路
建

設

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

セ
ン

タ
ー

高
松

東
道

路
建

設
に
伴

う
埋

蔵
文
化

財
発

掘
調

査
報

告
第

3

冊
 

前
田
東

・
中
村

遺
跡

 1
99
5。

3 
香

川
県
教

育
委

員
会

四
国
横

断
自
動

車
道

建
設

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

概

報
平

成
9年

度
 

財
団
法

人
香

川
県
埋

蔵
文

化
財

調
査

セ
ン
タ

ー
ー
  
19
98
.3

C

25
天

満
宮

西
遺

跡
高
松

市
松

縄
町

H元
太

田
第

2土
地

区
画

整
理
事
業

高
松

市
教

育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文
化

財
調

査
年

報
 

平
成

元
年

度
 

香
川

県
教

育
委

員
会

 1
99
0。

3

讃
岐

国
弘

福
寺
領

の
調

査
～

弘
福

寺
領

讃
岐

国
山

田
郡

田
図

調
査

報
告

書
～
 

高
松

市
教

育
委

員
会
 1
99
2.
3

AB
C

26
松

縄
下
所

遺
跡

高
松

市
松

縄
町

H3
・
4

太
田
第

2土
地

区
画

整
理

事
業

高
松

市
教

育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

年
報
 

平
成

4年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会
 1
99
3.
3

讃
岐

国
弘

福
寺

領
の
調

査
～

弘
福

寺
領

讃
岐

国
山

田
郡

田
図

調
査

報
告

書
～
 

高
松

市
教

育
委

員
会
 1
99
2.
3

む
か

し
の

高
松
 

第
4号

 1
99
4.
3

AB
C



― ド ６ １

遺
 

跡
 

名
所

 
在

 
地

調
査

年
度

原
因

と
な

る
事

業
調

査
機

関
参

考
文

献
等

分
類

区
分

27
境

目
下

西
原

遺
跡

高
松

市
松

縄
町

木
太

町

H6
太

田
第

2土
地

区
画

整
理

事
業

高
松

市
教

育
委

員
会

太
田
第

2土
地

区
画

整
理

事
業

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調

査
報

告
書

第
1冊

 
境

目
・

下
西
原

遺
跡
 

高
松

市
教

育
委

員

会
 1
99
8。

3

AC

28
上

西
原

遺
跡

高
松

市
木

太
町

H7
太

田
第

2土
地

区
画

整
理

事
業

高
松

市
教

育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

年
報
 

平
成

7年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会
 1
99
6.
3

A

29
キ

モ
ン

ド
ー

遺
跡

高
松

市
伏

石
町

H5
・
7

太
田
第

2土
地

区
画

整
理

事
業

高
松

市
教

育
委

員
会

太
田
第

2土
地

区
画

整
理

事
業

に
伴

う
埋

蔵
文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

第
2冊

 
キ

モ
ン

ド
ー

遺
跡
 

高
松

市
教

育
委

員
会

19
99
。

3

AB

30
凹
原

遺
跡

高
松

市
多
肥

下
町

百 Π
太

田
第

2土
地

区
画

整
理
事
業

高
松

市
教

育
委

員
会

香
川

県
埋
蔵

文
化
財
調
査

年
報
 
平
成

2年
度
 
香
川

県
教

育
委

員
会
 1
99
1.
3

讃
岐

国
弘
福
寺
領

の
調
査

～
弘
福

寺
領
讃
岐

国
山
田
郡

田
図

調
査

報
告
書
～
 
高
仏

市
教

育
委

員
会
 1
99
2.
3

AB

汲
仏

遺
跡

高
松

市
多

肥
下

町
H9

太
田
第

2土
地

区
画

整
理

事
業

高
松

市
教

育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

年
報
 

平
成

9年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会
 1
99
9.
3

AC

32
中
間

西
井

坪
遺

跡
高
松

市
中
間

町
H元

～
3

四
国
横

断
自
動
車
道
建
設

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

セ
ン
タ
ー

財
団
法

人
香

川
県
埋

蔵
文

化
財

調
査

セ
ン
タ
ー

年
報
 

平
成

元
年

度
 

財
団
法

人
香

川
県
埋

蔵
文
化

財
調

査
セ

ン
タ
ー

19
90
.4

四
国
横

断
自
動

車
道

建
設

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

慨

報
 

平
成

2年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会

他
 1
99
1.
8

四
国
横

断
自
動

車
道

建
設

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

慨

報
 

平
成

3年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会

他
 1
99
2.
2

四
国
横

断
自
動

車
道

建
設

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報

告
第
25
冊

 
中
間

西
井

坪
遺

跡
1 

香
川

県
教

育
委

員
会

他

19
96
。

11

BC

33
正
箱

遺
跡

・

薬
王

寺
遺

跡

高
松

市
檀

紙
町

Ｕ 鳳
県
道

山
崎

御
厩

線
道

路

改
良

工
事

香
川

県
教

育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

セ
ン
タ
ー

県
道

山
崎

御
厩

線
道

路
改

良
工

事
に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告
 

正
箱

遺
跡

・
薬

王
寺

遺
跡
 

香
川

県
教

育
委

員
会

他
 1
99
4.
3

BC

34
死
塚

遺
跡

高
松

市
檀

紙
町

円
座

町

H7
・

8
県

道
三

木
国

分
寺

線
改

良
工

事

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調

査
セ

ン
タ
ー

県
道

関
係

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
慨

報
 

平
成

7年
度
 

香

川
県
教

育
委

員
会

他
 1
99
6.
3

県
道

関
係

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
慨

報
 

平
成

8年
度
 

香

川
県
教

育
委

員
会

他
19
97
.3

県
道
・

河
川

関
係

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
慨

報
 

平
成

9年

度
 

香
川

県
教

育
委

員
会

他
 1
99
8.
3

BC

35
鬼

無
藤

井
遺

跡
高

松
市

鬼
無

町
H8
-1
0

貨
物

ヤ
ー

ド
移

転
関

連

事
業

高
松

市
教

育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

年
報
 

平
成

8年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会

 1
99
7。

3

香
川

県
埋

蔵
文
化

財
調
査

年
報
 

平
成

9年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会

 1
99
9。

3

BC



― い 『 ―

遺
 

跡
 

名
所

 
在

 
地

調
査

年
度

原
因

と
な

る
事

業
調

査
機

関
参

考
文

献
等

分
類

区
分

36
西
打

遺
跡

高
松

市
香

西
南

町
H8
-9

貨
物

ヤ
ー

ド
移

転
関
連

事
業

香
川

県
埋
蔵

文
化
財

調
査

セ
ン
タ
ー

高
松

港
頭
土
地

区
画
整
理

事
業

平
成

8年
度
埋
蔵

文
化
財

発

掘
調
査
概
報
 
高
松
城

跡
(西

の
丸
町

)。
西
打
遺
跡
 
財

団

法
人
香
川

県
埋
蔵

文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
 1
99
7.
3

高
松

港
頭

土
地

区
画
整
理

事
業
平
成

9年
度
埋
蔵

文
化
財

発

掘
調
査
慨
報
 
西
打
遺
跡
・

高
松
城
跡

(西
の
丸
町
) 

財
団

法
人
香
川

県
埋
蔵

文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
 1
99
8.
3

BC

香
西

南
西

打
遺

跡
高

松
市

香
西

南
町

H8
-9

貨
物
ヤ

ー
ド
移
転

関
連

事
業

高
松

教
育

委
員
会

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

年
報
 

平
成

8年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会
 1
99
7.
3

香
川

県
埋

蔵
文
化

財
調
査

年
報
 

平
成

9年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会

 1
99
9。

3

C

38
筑

城
城

跡
高

松
市

鶴
市

町
H9

市
立

弦
打

公
民

館
建

設

事
業

高
松

市
教

育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

年
報
 

平
成

9年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会
 1
99
9.
3

中
世

の
城

館
跡

筑
城

城
を
探

る
 

発
掘

調
査

現
地

説
明

会
資

料
 

高
松

市
教

育
委

員
会
 1
99
7.
8

B

39
香

西
南

西
打

遺
跡

高
松

市
香

西
南

町
H9

地
域

老
人
福

祉
セ

ン
タ

ー
建

設
事

業

高
松

市
教

育
委

員
会

香
川

県
埋
蔵

文
化
財
調
査

年
報
 
平
成

9年
度
 
香

川
県
教

育
委
員
会

 1
99
9。

3

B

40
片

山
池

1号
窯

跡
高

松
市

西
春

日
町

H6
個

人
宅

地
造

成
高
松

市
教

育
委

員
会

「
香

川
郡

坂
田

の
廃

寺
址

」
史

蹟
名

勝
天

然
記

念
物

調
査

報

告
(下

巻
)香

川
県

文
化

財
保

護
協

会
19
75
。

2

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

年
報
 

平
成

6年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会

 1
99
5。

3

片
山
池

1号
窯

跡
現

地
説

明
会

資
料
 

高
松

市
教

育
委

員
会

19
96
.1
0

C

41
坂

田
廃

寺
高

松
市

西
春

日
町

「
香
川
郡
坂

田
の
廃

寺
址

」
史
蹟

名
勝

天
然
記
念
物
調
査

報

告
(下

巻
)香

川
県
文
化
財
保
護

協
会

19
75
。

2

C

42
松

並
中
所

遺
跡

高
松

市
松

並
町

19
。

10
都

市
計

画
道

路
錦

町
綾

南
国
分

寺
線

建
設

事
業

香
川

県
埋
蔵

文
化
財

調
査

セ
ン
タ
ー

都
市

計
画

道
路

建
設

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

慨
報

平

成
9年

度
 

松
並
・

中
所

遺
跡
 

財
団
法

人
香

川
県
埋

蔵
文

化

財
調

査
セ

ン
タ
ー
 1
99
8.
3

BC

43
西

ハ
ゼ

土
居

遺
跡

高
松

市
西
ハ

ゼ
町

H9
・

10
都

市
計

画
道

路
木

太
鬼

無
線

建
設

事
業

高
松

市
教
育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

年
報
 

平
成

9年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会
 1
99
9.
3

西
ハ

ゼ
土

居
遺

跡
現

地
説

明
会

資
料
 

高
松

市
教

育
委

員
会

19
98
.8

B

44
木

太
中
村

遺
跡

高
松

市
木

太
町

H1
0■

1
都

市
計

画
道

路
福

岡
三

谷
線

建
設

事
業

高
松

市
教

育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文
化

財
調

査
年

報
 

平
成

9年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会
 1
99
9.
3

B
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跡
 

名
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在
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調
査
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原
因

と
な

る
事
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調

査
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考
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献
等

分
類

区
分

45
林

。
さ

こ
遺

跡
高

松
市
林

町
H8

四
国
横

断
自
動

車
道

建

設

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

セ
ン
タ
ー

四
国
横

断
自
動
車
道
建
設

に
伴

う
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
慨

報
 
財

団
法

人
香
川

県
埋
蔵

文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
 1
99
7.
3

A

46
林

・
下

所
遺

跡
高

松
市
林

町
百 Ｈ

県
道

中
徳

三
谷

線
緊

急

整
備

事
業

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

セ
ン
タ
ー

香
川

県
埋
蔵

文
化
財
調
査

年
報
 
平
成

8年
度
 
香
川

県
教

育
委

員
会
 1
99
7.
3

A

47
林

。
さ

こ
遺

跡
高

松
市
林

町
H8

四
国
横

断
自
動

車
道

周

辺
整

備
事

業

高
松

市
教

育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文
化

財
調

査
年

報
 

平
成

8年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会
 1
99
7.
3

AB

48
林

・
下

所
遺

跡
高

松
市
林

町
H8
-9

四
国
横

断
自
動
車
道
周

辺
整
備

事
業

高
松

市
教

育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

年
報
 

平
成

8年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会

 1
99
7。

3

AB

49
川

南
・

西
遺

跡
高
松

市
春

日
町

百 Π
都

市
計
画
道
路

室
町
新

田
線
建
設
事
業

高
松

市
教

育
委

員
会

都
市
計

画
道
路

室
町
新

田
線
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査

報
告
書

第
1冊

 
川
南
・

西
遺
跡
 
高
松

市
教
育

委
員
会

19
99
.3

B

50
川

南
・

東
遺

跡
高
松

市
春

日
町

H8
都

市
計

画
道

路
室

町
新

田
線

建
設

事
業

高
松

市
教

育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

年
報
 

平
成

8年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会
 1
99
7.
3

D

新
田
本

村
遺

跡
高
松

市
新

田
町

H8
-9

都
市

計
画

道
路

室
町

新

田
線

建
設

事
業

高
松

市
教
育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

年
報
 

平
成

8年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会
 1
99
7.
3

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

年
報
 

平
成

9年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会

 1
99
。

3

B

52
小

山
南

谷
遺

跡
高
松

市
新

田
町

高
松

町

H5
～

7
県

道
高

松
志

度
線

改
良

工
事

香
川

県
埋

蔵
文
化

財

調
査

セ
ン
タ
ー

県
道

高
松

志
度

線
道

路
改

良
工

事
に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

慨
報
 

小
山
・

南
谷

遺
跡
 

平
成

5年
度
 

香
川

県
教

育

委
員

会
他
 1
99
4.
3

県
道

関
係

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
慨

報
平

成
6年

度
 

香
川

県
教

育
委

員
会

他
 1
99
5。

3

県
道

高
松

志
度

線
道

路
改

良
工

事
に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告
 

小
山

。
南

谷
遺

跡
I 

香
川

県
教

育
委

員
会

他

19
97
.8

「
高

松
市

新
田
町

小
山
・

南
谷

遺
跡

の
発

掘
調

査
」

条
里
制

研
究
 

第
12
号
 

条
里
制

研
究

会
 1
99
6

BC

53
奥

の
坊

遺
跡

群
高
松

市
高

松
町

H8
～

高
松

市
東

部
運

動
公

園

(仮
称

)建
設

事
業

高
松

市
教

育
委

員
会

香
川

県
埋

蔵
文
化

財
調

査
年

報
 

平
成

8年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会
 1
99
8.
3

香
川

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

年
報
 

平
成

9年
度
 

香
川

県
教

育
委

員
会

 1
99
9。

3

奥
の

坊
権

現
前

遺
跡
 

現
地

説
明
会

資
料
 

高
松

市
教

育
委

員
会

 1
99
8。

2

C
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遺
 

跡
 

名
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地

調
査

年
度

原
因

と
な

る
事

業
調

査
機

関
参

考
文

献
等

分
類

区
分

54
屋

島
城

跡
高
松

市
屋

島
中
町

屋
島
東

町

遺
跡

確
認

調
査

高
松

市
教

育
委

員
会

屋
島
城
跡
 
高
松

市
教
育
委

員
会
 1
98
1.
3

香
川

県
埋
蔵

文
化
財
調
査

年
報
 
平
成

8年
度
 
香
川

県
教

育
委

員
会
 1
99
8.
3

C

55
勝

賀
廃

寺
高
松

市
香

西
西
町

H4
堤

防
改
修
工
事

高
松

市
教

育
委
員
会

高
松

市
内
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
慨

報
(平

成
3年

度
。
4

年
度
)高

松
市
教

育
委

員
会
 1
99
3.
3

第
11
回

特
別
展
 
讃
岐
の
古
瓦
展
 
高
松

市
歴

史
資
料
館

19
96
。

1

C

56
多

肥
廃

寺
高
松

市
多
肥

上
町

多
肥

郷
土

史
 

多
肥

郷
上

史
編

集
委

員
会
 1
98
1.
8

C
57

拝
師

廃
寺

高
松

市
上

林
町

第
11
回

特
別

展
 

讃
岐

の
古

瓦
展
 

高
松

市
歴

史
資

料
館

19
96
.1

C

58
高

野
廃

寺
高
松

市
川

島
本

町
第

11
回

特
別

展
 

讃
岐

の
古

瓦
展
 

高
松

市
歴

史
資

料
館

19
96
.1

C

59
下

司
廃

寺
高
松

市
東
植

田
町

「
下

司
廃

寺
出

上
の
壽

仏
片

に
つ

い
て

」
瀬

戸
内

海
歴

史
民

俗
資

料
館

だ
よ

り
 

第
1号

 
瀬

戸
内

海
歴

史
民

俗
資

料
館

19
96
.1

C

60
山
下

廃
寺

高
松

市
新

田
町

古
高

松
郷

土
誌
 

古
高

松
郷

土
誌

編
集

委
員
会
 1
97
7.
2

第
11
回

特
別

展
 

讃
岐

の
古

瓦
展
 

高
松

市
歴

史
資

料
館

19
96
。

1

C

61
宝
寿
寺
跡

高
松

市
前

田
東

町
第

11
回

特
別
展
 
讃
岐

の
古
瓦
展
 
高
松

市
歴

史
資
料
館

19
96
。

1

C

62
大

池
遺

跡
高

松
市

木
太

町
香

川
県

史
1 

原
始

。
古

代
 

第
3節

 
香

川
県

 1
98
9。

3

弘
福

寺
領

讃
岐

国
山

田
郡

田
図

比
定

地
域

発
掘

調
査

慨
報

I

高
松

市
教

育
委

員
会
 1
98
8.
3

濱
田
重

人
「

高
松

市
木

太
町

大
池

遺
跡

表
採

の
有

舌
尖

頭
器

」

香
川

考
古

第
2号

 
香

川
考

古
刊

行
会
 1
99
3.
12

A

63
弘

福
寺
領

田
図

北
地

区
比

定
地

高
松

市
木

太
町

林
町

S6
2-
H3

遺
跡

確
認

調
査

高
松

市
教

育
委

員
会

讃
岐

国
弘

福
寺

領
の
調

査
～

弘
福

寺
領

讃
岐

国
山

田
郡

田
図

調
査

報
告

書
～
 

高
松

市
教

育
委

員
会
 1
99
2.
3

弘
福

寺
領

讃
岐

国
山

田
部

田
図

比
定

地
域

発
掘

調
査

慨
報

Ⅳ

高
松

市
教

育
委

員
会
 1
99
3.
1

AB



遺
 

跡
 

名
所

 
在

 
地

調
査

年
度

原
因

と
な

る
事
業

調
査

機
関

参
考

文
献

等
分

類
区
分

64
白
山
神

社
古

墳
高

松
市

木
太

町
社
殿

改
修

工
事

高
松

市
教
育
委

員
会

香
川
考

古
第

3号
 
特

集
:香

川
の

中
期

古
墳
 
香
川
考

古

刊
行
会

 1
99
4。

12

A

65
西

尾
遺

跡
高

松
市

十
川

西
町

H4
県
道

高
松

長
尾

大
内
線

建
設

香
川

県
教
育
委

員
会

香
川

県
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
報

告
 
平
成

5年
度
 
香

川

県
教
育
委

員
会
 1
99
4.
3

BC

分
類

区
分

凡
例
 A
 

弘
福

寺
領

比
定

地
の

周
辺

に
所

在
す

る
遺

跡

(概
ね

室
町

新
田
線

を
北

限
,コ

ト
デ

ン
琴

平
線

を
西

限
,春

日
川

～
古

川
を
東

限
,多

肥
公

民
館

～
古

川
橋

市
道

を
南

限
と
す

る
範

囲
)

B 
条

里
関
係

遺
構

を
含

む
遺

跡

C 
古

代
(奈

良
・

平
安

時
代
)の

遺
構

を
含

む
遺

跡

D 
そ

の
他

関
係

が
認

め
ら
れ

る
遺

跡

― 遇 ―



1 空港跡地遺跡 (林町 )

高松平野中央部南方に位置し,香東川によって形成された扇状地に立地する。高松空港移転に伴う

跡地利用による諸施設の建設に先立つ発掘調査が実施され,弥生時代前期から江戸時代に至る大規模

遺跡が埋没していたことがわかつた。

調査は空港跡地全域に及ぶため調査区は広大である。そのため,例えば弥生時代中期後半から古墳

時代後期の遺構では,複数の集落および墓域を確認しており,原始古代の高松平野の景観を復元する

うえで恰好の材料となっている。さらに,弥生時代末から古墳時代初頭にかけての墳墓群は,円形・方

形。前方後円形・前方後方形の周溝墓が見られ,古墳出現期における墓制を考えるうえで貴重な資料

となった。また,弥生時代後期に属する出水状遺構を確認しており,高松平野の用水確保が古くから

行われていたことが明らかになっている。

古代においても,掘立柱建物跡・溝などを検出しており,複数の集落が存在したことが明らかにな

つている。また,生産域である水田も確認されている。

中世の集落も検出しており,溝で区画された掘立柱建物群や墓が確認され,中世集落の構造変遷を

知る資料となっている。また,備前焼壺・土師器皿。古銭を一緒に埋納した珍しい土坑も見つかって

いる。

出土遺物のうち珍しいものでは,鹿の線刻がある弥生土器,銅剣から転用された青銅器,弥生時代

後期から古墳時代前期と推定される人形土製品,古代の彩釉陶器などがあげられる。(チ

「
1畑 )

2 多肥松林遺跡 (多肥上町・多肥下町 )

高松平野中央部南方に位置し,香東川によって形成された扇状地に立地する。県立高松桜井高校建

設に伴う発掘調査によって,初めて確認された遺跡である。

発掘調査では,南北に蛇行して流れていた旧河道と,その東岸から弥生時代中期の建物跡を10数棟

確認している。川の中からは多量の弥生土器や木器が出土した。出土した木器の中には,剣形木製品

など祭祀道具も見ることができる。911畑 )

5 松林遺跡 (多肥上町 )

香川県立桜井高校の周辺通学路整備に伴って調査を実施した。調査面積は約1,000∬で,幅 1～ 5

m,長さ250mと細長い トレンチ調査であった。扇状地形の末端部に位置し,東側には多肥松林遺跡

が隣接する。

遺構はほぼ全域で検出しており,縄文時代晩期～近世にかけて断続的ではあるが長期間にわたって

土地利用がなされている。縄文晩期では自然河道,弥生前期では集石遺構等が見られる。中心となる

時期は弥生時代中期中葉である。竪穴住居 4棟をはじめ,溝,土坑等の遺構を検出した。特筆すべき

ものとしては地震の痕跡である噴礫があげられる。この噴礫上には弥生中期中葉の土器が供献されて

いることから,この時期のものと考えられ,時期的に南海地震による液状化であつた可能性が高い。地

震に対する祭祀行為としても注目される。弥生後期になると,幅 3.8mの大溝等が見られる。以後,遺

跡は断絶し,中世から近世にかけての条里遺構が見られる。

条里遺結としてはSD-101～ SD-105の 5条の溝がある。このうちSD-102は幅 lm,深 さ30

cHlを 測り,香川郡の一条と二条の条界にあたると考えられる。溝底では足跡も検出した。これに直交

する溝 SD-10と は坪界溝と考えられ,東の多肥松林,日 暮。松林遺跡にまで続くものである。この

他,SD-101に 平行し,半町東側に所在するSD-103,SD-102に平行するように約 3m南側で
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検出したSD-104がある。これらの溝の時期としては,埋土下層では9世紀の遺物が見られるが,14

世紀に最終埋没したと考えられる。これらの溝の埋没後,SD-102に平行するように約 3m南側で

SD-105が掘削されている。SD-105は ,幅 1.6m,深 さ50 cmを 測り,溝の両肩には径 10～ 20cm

のピットが並んでおり,護岸施設と考えられる。18世紀の遺物が出土している。現代の水路も条里遺

構に近接して掘削されている。伏鳴)

6 日暮・松林遺跡 (多肥上町 。多肥下町 )

本遺跡は都市計画道福岡多】巴上線の建設に伴って調査された。遺跡は旧高松空港の北西方向に位置

し,条里地割の遺存する水田地域に立地する。多肥松林遺跡が西側に隣接する。調査区は現有水路や

農道によって 5工区に区分され,平成 5年～ 7年にかけて数次の調査が実施された。

検出された遺構は弥生時代中期～近世に至る長期間にわたるが,中心的な存在をなすのは弥生時代

である。遺構の分布は,北。南端部分ではやや希薄であるが,全体としては遺結の検出密度は高い。特

に,弥生時代の遺構は中央から北側に集中している。

弥生時代の遺結は,時期的に大きく2期に分けられる。中期の遺構としては,18棟の掘立柱建物跡

と溝等である。掘立柱建物跡は長軸が東西方向を示し,その位置関係より規画性が考えられる。柱穴

の規模は深さ70c mを測るものもあり,埋土中に土器が多量に検出されたものもある。後期の遺構と

しては,堅穴住居跡10棟・方形周溝墓 1基・井戸 1基・溝・土坑・ピット等がある。竪穴住居跡は円

形と方形の平面形を呈し,最大規模のSH02は直径10mを測る円形の住居であり,多量の上器が出土し

た。方形周溝墓は7× 5mの長方形を呈し,周溝内より土器が出土した。井戸は検出面で直径 6m,深

さ1.2mを測る。住居跡群の北側では中期～後期の土器を河床直上より出土する旧河道が流れている。

13世紀初め頃の遺構には溝,旧河道がある。溝は調査区南側を不規則に走っており,上面及び埋土

中より完形の瓦器椀が数点出土した。旧河道は,調査区南側を北東方向に蛇行しており,幅約 8m,深

さ1.2mを測る。上層から13世紀初の土器,下層からは古墳時代後期の須恵器が出土した。

近世の遺構は,掘立柱建物。溝 。本樋がある。溝は約HOm間隔で東西方向に延びる 3本が検出さ

れ,条里制の坪境と考えられる。木樋は「口」宇状に板材を組んでいる。(中西)

12 上天神遺跡 (上天神町・三条町)

昭和62,63,平成 3,4年度の足掛け4年 にわたり発掘調査を行った縄文時代から中世にかけての

遺跡である。東道路建設に伴い発掘調査を行った遺跡の西端にあたる。

弥生時代後期初頭の遺構は調査区全体で確認されており,遺構のまとまりから調査区内で4つの単

位が認められている。遺跡は調査区中央部の 3～ 5区で微高地が広がり,弥生時代後期初頭の掘立柱

建物跡,竪穴住居跡などの集落域を確認しているが,確認した集落は堅穴住居跡に比べて掘立柱建物

跡の数が多い集落構成をする。溝,土坑等から同時期の土器が多量に出土しているが,こ のうち大形

鉢,把手付広片口皿には内面に赤色顔料(水銀朱を主成分)が付着しているものが多量に確認された。

これらの土器は,付着状況から液状化した赤色顔料の使用に関わる用具と考えられており,特に把手

付広片口皿は赤色顔料専用具であるとする。顔料の製造工程の初めには石杵,石皿が必要であるが,上

天神遺跡例には全く伴わないことから,上天神遺跡では製造過程の最終段階もしくは,利用形態に合

わせた調合工程,それ以降の顔料使用 (消費)過程を想定している。

古代に関する遺構は調査区中央部の4区で確認した南北溝 S D02,東西溝04,掘立柱建物跡SB
06な どがある。出土遺物からS D02は奈良時代,S D04は 12世紀頃の埋没と考えられる。S D02は
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香川郡条里 4条 16里 14坪 と15坪の界線上にほぼ位置し,S D 04は香川郡条里 4条 16里 H坪 14坪

界に相当する。(山元)

13 大田下・須川遺跡 (太 田下町・三条町)

平成元年度,2年度に調査を行った弥生時代中期後半から鎌倉時代にかけての遺跡である。

弥生時代中期後半から後期にかけての遺構は調査区西部のC区に竪穴住居,掘立柱建物が集中する。

C区の西側に所在するS R02か らは同時期の土器が多量に出上している。このうちの一点には胴部に

鹿の線刻を施した壺が確認されている。

古墳時代中期から後期の遺構は調査区中央部のE～ Gで竪穴住居跡や掘立柱建物跡が集中している。

堅穴住居跡は出上した須恵器から5世紀後半の時期と考えられる。集落が存在する東側で確認された

溝からも多量の須恵器が出土しているが,中でも樽形はそうは県下でも出土の少ないものとして注目

される。

奈良から平安時代にかけての遺構は調査区西部及び中央部で認められるが遺構密度は希薄である。調

査区西部で確認されたSR05か らは同時期の土器と共に祭祀具と考えられる斎串をはじめとして木

製品が出土している。同時期の集落は調査区内に認められないことから,近 くに同時期の集落 (公的

機関 ?)の祓所から流れてきたものと想定できる。

調査区中央部のE区からG区にかけて確認した溝は,現在の条里地割に合うもので,南から一旦,北

に流れ調査区中央部付近で東側へ約 1町 (104m)流れた後,北に屈曲し調査区外に逃げる溝である。

出土遺物から10世紀頃に埋没したと考えられるものである。クランク状を呈する特異な溝である。

(山元)

14 蛙股遺跡 (伏石町・太田下町)

平成 3,4年度に調査を行った弥生時代後期から近世にかけての遺構である。県道中徳。三谷・高

松線 (県道 158号線)を挟み西側に1,2区 ,東側に3,4区を設定し調査を行つた。

1区では旧河道の堆積層から弥生時代後期初頭と後期末の二時期の土器群が出土している。また旧

河道の西岸には 3基の土器棺が確認された。土地条件からすれば軟弱な地盤につくられており,当遺

跡出土の土器棺の特徴として土器棺の周辺に河原石を配置している。

2区では2期の水田遺構と,それに関連する現在の高松平野の条里方向に合う溝,大畦畔 (道)が

確認された。

第Ⅱ期水田では畝状遺構が確認された。畝の幅は一律に30calを測り,わずかに湾曲しながら東西に

並列する。

第 I期水田では大畦畔と4.5m西側を平行して延びる小畦畔,小畦畔から直行して大畦畔に延びる

小畦畔で構成される。耕作痕である畝状遺構の確認状況から4面の水田が区画されていたことがわかっ

た。また大畦畔の西側に平行するS D01も確認している。出土遺物からH世紀の半ば頃には埋没して

いるものと考えられる。このことから確認した2期の水田の時期はS D01と ほぼ同時期の遺構と考え

られる

3区では弥生時代の溝,中世と考えられる水田土壌層を確認したが遺構密度は極めて希薄である。今

回調査で確認した遺構に直接関係ないが,縄文時代以降の遺構面となる層より30cnl下で鬼界。アカホ

ヤ火山灰の純層を1 0cnlの厚さで確認した。

4区でも3区同様遺構密度は希薄である。調査区束端で弥生時代後期末以降と考えられる溝を確認
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した他は近世の土坑,塚を確認したにとどまる。(山元)

15 居石遺跡 (伏石町)

平成 3年度に調査を行つた縄文時代晩期から近世の遺跡である。調査区の西端,中央部,東端の 3

箇所で旧河道を確認した。東端で確認したS R03か らは縄文時代晩期前半の体部外面に爪形文を施す

深鉢,日縁部内面に玉縁状の肥厚をみる浅鉢などが多量に出土した。上器とともに打製石斧 (石鍬),

石斧柄未製品を含む一定の大きさにカットされた加工木なども出土していることから,加工木を一時

貯蔵していた施設の可能性も考えられる。

調査区西端のS R01で は分岐する水路(S D01)の取水日から古墳時代前期の小型/製鏡 3面が出

土している。小型/製鏡の形式は珠文鏡,重圏文鏡,素文鏡である。鏡が出土した位置から,水の安

定供給を願い置かれたものと考えられる。S R01では堆積が進んだ3,4層で斎串の他,椅子,舟材

などが出土している。同時に出土した土器から古代から中世の時期が考えられる。

一方,微高地上では旧河道と同時期の遺構は確認されているものの,溝,土坑などであり集落など

の遺構は確認できなかつた。居石遺跡の微高地はS R01と 02の分岐部分のすぐ南側であることから集

落を営むには土地条件が悪かつたものと考えられる。(山元)

17 井手東 I遺跡 (伏石町)

平成 3年度に調査を行つた弥生時代中期から近世にかけての遺構である。S D10,Hと呼称してい

る弥生時代中期中葉の溝からは多量の土器とともに,鉄斧柄,農具 (広鍬,狭鍬,平鍬,又鍬),日 ,

竪杵,弓 ,容器,祭祀具 (琴,鳥形,陽物形,舟形),箱材,編物等の木製品が多量に出土した。

古代から中世にかけての遺構として調査区西端で確認した南北溝 S D01がある。坪界水路より西5.6

mの位置で確認した。溝の中には2本の流路が存在し東側の流路が西側に比べ10cnl高い。出土遺物か

ら12世紀後半の時期が考えられる。

近世の遺構は調査区中央部に集中し,東西溝,南北溝の他,溝に接するように土坑を多く確認した。

確認した土坑の内,寛永通宝が出土したものや人骨,たが状の竹が出土したものなどがあり,墓であ

る可能性がある。(山元)

18 さこ 。長池 ‖遺跡 (林町)

平成 2,3年度に調査を行つた弥生時代前期から近世にかけての遺跡である。調査区束半部は微凹

地,西半部は微高地である。東半部の微凹地には弥生時代前期末と考えられる不定形小区画水田を約

2,000∬確認した。水田が決水砂で埋没した微高地に竪穴住居跡,掘立柱建物跡を確認している。出土

遺物から弥生時代中期のものと考えられる。西半部では,近世頃と考えられる掘立柱建物跡 5棟を確

認した。位置関係からS D03,04は この建物群に伴うものであると考えられる。調査区西端では,旧

郡界線に重複する形の南北溝 (S D01)と それから東へ 7m離れ平行に走る南北溝 (S D02)を 確認

した。両溝とも出土遺物はないが,S D02に 隣接するSPHか ら須恵器の甕が出土しており,SPH

の埋土とS D01,02の埋土が同様であることから同じ時期であると考えられる。(山元)

19 さこ・長池遺跡 (林町)

平成元年に調査を行つた縄文時代晩期から中世にかけての遺跡である。

調査区の東半部は旧河道,西半部は微高地(弥生前期以前は旧河道)と いう地形環境になっている。
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東半部はさこ。松ノ木遺跡西半部の遺構状況と同じであり,旧河道は弥生時代前期には埋没が始ま

り古代末の段階では川としての機能を失っている。旧河道が堆積していく段階で西側微高地から投棄

された弥生時代から古代にかけての遺物が多く出土している。堆積がほぼ終了した段階で古代～中世

の水田が造られており,いずれの水田も不定形小区画水田である。

西側微高地では,弥生時代中期と考えられる堅穴住居跡,掘立柱建物跡,周溝墓等が確認されてい

る。旧河道のすぐ西狽1の微凹地には弥生時代前期末頃と考えられる不定形小区画水田が確認された。

古代～中世に関する遺構は,前述の水田遺構の他,S D01,02,03な どがあり,条里関係の遺構と

考えられる。S D01,02は 6mの間隔をおく平行溝である。坪界線からの距離は,SD01が 6m,S

D02が約12mで ある。時期は上部の包含層から9世紀以前の時期が想定できる。S D03は坪界から

26.5m離れた南北溝で出土遺物はないが,古代から中世の時期を考えている。(山元)

20 さこ・松ノ木遺跡 (林町)

平成 2年度に調査を行つた弥生時代から中性にかけての遺構である。

調査区の大半が旧河道で,東端に微高地が存在する。旧河道は先述したさこ・長池遺跡で確認して

いる旧河道と同一のものである。旧河道の堆積層からは弥生前期以降の遺物を確認しているが,第 1

層と呼んでいる砂層以下では多量の植物遺体,弥生土器とともに櫂状木製品が出土している。最も遺

物が多く包含されていたのは,古代末と考えられる不定形小区画水田の土壌層からである。水田遺構

を平面で確認したのは,古代末以降の水田2面の他,古墳時代 (5世紀末～ 6世紀初頭)の水田 1面

である。古墳時代の水田遺構では調査区の北側で河原石を積み上げた畦畔を確認し,南側では小区画

に区切られた畦畔を確認した。同時期と考えられるSDHか らは廃棄された木樋を確認した。

微高地においては,潅漑用と考えられる水路 S D02がある。土層堆積,出土遺物から弥生時代後期

から古墳時代にかけての遺物が出土していることから,こ の水路は旧河道から微高地上に水を潅漑す

るための水路と考えられる。同様の水路は調査区東端でも確認しているが (S D06,07),これらは弥

生時代後期の遺物しか含まないことから短期間に廃絶したものと考えられる。

微高地での古代から中世の遺構は,S D 01,03,05を確認しているが,奈良時代の溝 S D03は高

松平野の条里方向に合い坪界に相当する。S D01は条里方向に合うが,坪界から15mほ ど束にずれる

うえに出土遺物がなく時期が不明であるが,埋土の状況から中世以降であると考えられる。(山元)

21 林・坊城遺跡 (林町・六条町)

昭和63年度国道H号高松東道路建設に伴う調査で,縄文時代晩期から中世にかけての遺構。遺物

を確認している。縄文時代晩期の遺構は調査区中央部で検出したS R01流路Aの川底から縄文時代晩

期後半の突帯文を施した多量の上器とともに鍬,鋤状木製品などの木製農耕具が出土した。このうち

ほぼ完形の諸手鍬は,出土した当時,水田耕作を示す最古級の農耕具出土として注目された。

弥生時代後期後半の遺構として,旧河道 S R01流路Aが埋没した段階で旧河道の西岸に円形周溝墓

が確認された。この円形周溝墓は平成 9,10年度の四国横断自動車道建設に伴う同遺跡の発掘調査で

国道の南北の調査それぞれで 1基ずつ確認されている。円形周溝墓の確認位置は旧河道の西岸に約20

mの間隔をもち,規則的な配置が認められる。

古代の遺構は少ないが,条里関係の遺構として平成10年度調査地で現在の地害Jに合う南北方向の坪

界線が 3本確認されている。このうち2本の溝は出土遺物から8世紀の時代が考えられている。また

束西方向の坪界線と想定されるものも確認されており,こ ちらは中世頃の時期としている。なお,確
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認した束西方向の坪界線は現在の地害Jも周辺に比べやや乱れており,確認した坪界線も乱れているこ

とから,こ の乱れは中世頃まで遡ると考えられている。(山元)

24 前田東・中村遺跡 (前 田東町 )

前田東・中村追跡では縄文時代後期前半から近世にわたる各時代の遺構・遺物が確認されている。こ

のうち最も注目される時期は,古代 (7～ 12世紀)の遺結・遺物である。

縄文時代のものとしては遺跡中央部の旧河道から出土した縄文時代後期前半の多量の土器,遺跡東

部では晩期の土坑,ピ ットなどを確認しており,後期前半の土器群は高松平野の上器編年の基準資料

となり,晩期の遺構は高松平野での確認例が少ないだけに当時の生活を考える上での資料となろう。

弥生時代では中期に遺跡の東部で竪穴住居,土坑などが確認され,後期では遺跡の中央部から東部

にかけて竪穴住居や掘立柱建物が確認されている。また,旧河道からは多量の土器が確認されている

ことから周囲に大規模な集落が存在している可育Z陛がある。

古墳時代では旧河道から古墳時代中期の土器とともに木樋や櫂などの大型品や農具,工具の柄など

の本製品が出土している。

古代前半では遺跡の西部と中央部に掘立柱建物が集中している。遺跡の西側の掘立柱建物群は出土

遺物から8世紀中葉～ 9世紀初頭の時期のもので計画的な建物配置が見られる。一方,遺跡の中央部

では8世紀頃の大型の建物が多く認められ,作業小屋と考えられる同時期の竪穴住居も確認されてい

る。包含層の出土ではあるが,同時期の瓦も多く出上している。遺跡の東部では,落ち込み状遺構 S

X02か ら7世紀後半の軒丸瓦と土器が出土している。遺跡の東端部の旧河道からは斎串。人形・刀形

などの木製模造品が出土している。これらの遺構・遺物に加え,帯金具や塁書土器の出土もあり,古

代前半に該当するこれらの遺構・遺物から,報告者は古代前半の時期に前田東。中村遺跡を含む付近

に公的施設が存在していた可能性と,それに伴う遺跡束端部の旧河道を祓所と想定している。

古代後半では遺跡中央部の2箇所を中心に掘立柱建物群が存在し,こ のうち東側のE区では,建物

群の中央部に存在する10世紀後半代の南北溝を境にして掘立柱建物が建てられている。建物群は2次

期に分かれ建物群の西側には建物群に対応するように,地鎮遺構と考えられる土坑がそれぞれともな

つ。

以上のとおり前田東。中村遺跡では各時代のものが確認されているが,7世紀から8世紀の瓦につ

いてはその出土状態から,前田東・中村遺跡の北200mに存在する宝寿寺との関係が指摘されており,

遺跡自体が寺域に取り込まれる可能性があり,遺跡内で確認された同時期の建物群はそれに付随する

ものとしている。

また,古代後半の10世紀の建物群についても公的な建物の可能性が考えられる。(山元)

25 天満・宮西遺跡 (松縄町)

都市計画道路福岡多肥上町線の建設に先立ち,南北200m幅平均20mの 長さにわたって発掘調査を

行った。当遺跡は南北600m東西200mの規模で,南々東一北々西に走る微高地にのっており,標高は5

～6mである。調査区は,こ の微高地を斜めに横断する形で設定されたことになるが,調査区北側では

微高地北側の谷とともに,さ らに当微高地の北東にある別の微高地の縁辺も確認した。調査区におい

て検出された遺構は,大きく弥生時代前期中頃,弥生時代後期,8世紀,中近世の4時期に分かれる。

弥生時代前期中頃の遺構としては,微高地上から直径約65mの環濠に復元可能な溝と,土坑を検出
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した。溝が囲む範囲内に土坑が集中することから,その範囲内に集落があつたと想定されるが,後世

の削平が著しく,竪穴住居址は確認されなかった。溝内からは多くの土器が出土したが,上層と下層

の2時期に分かれる。土器には木葉文をあしらったものがあり,土器以外に磨製石庖丁,上製紡錘車

が出土している。

弥生時代後期の遺構は,微高地上から竪穴住居址16棟以上,井戸 2基,多数の溝,柱穴,土坑を

検出した。竪穴住居址の平面形態には,円形13棟以上と方形 3基の2つがあり,円形のものにはその

外狽1に溝を巡らすものもある。現在整理中であるので,遺構の細かい時期差は述べることはできない

が,集落構造の変遷を知る資料になると考えられる。遺物としては土坑から土器が一括で出土してお

り,鉄斧柄等の本製品,管玉。ガラス玉の装飾品が出上している。

微高地北側の谷には,弥生時代前期から後期にかけての遺物を大量に包含した自然流路がある。流

路内からは弥生時代中期の土器も出土しているが,同時期の遺構が微高地上に存在しないことから,上

流にその時期の集落が存在する可能性がある。また流路からは木製の舟形模造品,線刻のある板石も

出土している。

7～ 8世紀の遺構は,微高地上で柱穴,溝があり,5棟以上の掘立柱建物が復元できる。またこの時

期,微高地北側の谷では不定形な水田が営まれており,谷を東西に横断する畦畔の一つには石が大量

に埋め込まれたものがあり,谷を横断する際の道として機能していたと考えられる。

中近世の遺構は,集落に伴うと考えられるものは確認されておらず,水田に伴うと考えられる溝や

牛の足跡,鋤跡を検出しており,こ の時期には調査区付近は全面水田化されたと推定される。溝には

条里の坪界線と一致するものもある。(ナ II畑 )

26 松縄下所遺跡 (松縄町)

太田第 2土地区画整理事業の都市計画道路,福岡多肥下町線の建設に伴って平成 3年 9月 から12月

にかけて調査を実施したものである。

位置は,弘福寺領田図北地区比定地から北西に約lkmの地点で,野田池の東側堤防裾部に当たる。野

田池は,周辺に存在する大池・長池等旧河道を利用した溜池と異なり,条里地割のFT隔 に堤防の西と

南を規制された皿池で,微高地上に構築されているものである。従って松縄下所遺跡も同一の微高地

の縁辺部を占めており,調査区の東と南で,現地表からも明確な高低差をもって旧河道に移行する。調

査は,道路の予定線内を東西約16m,南北約210mに わたって実施した。遺構面は現水田耕作土直下の

ごく浅い部分に存在する黄褐色シル ト質紅細砂～細砂層で標高8,5m前後を測る。

遺構は,調査区のほぼ中央部を南北に貫流する2本の直線平行溝 (SD01～ 03・ 08)と ,これに一定

の間隔をもって,同様に2本一組となって直交する直線溝をはじめとする多くの溝状遺構や南北直線

溝に沿う掘立柱建物跡,またこれらの遺構にともなって 8世紀前半を中心とする多量の須恵器片等が

出土した。

南北の平行溝は,灰褐色シル ト質極細砂埋土の上層溝 (SDO卜 02)と黒褐色シルト質極細砂埋土の

下層溝 (SD03・ 08)がほぼ重層しており,下層溝の埋没後に上層溝が改めて掘削されたものと見られ

る。SD01・ 02は ともに幅70cm～ lm,深さは最も残りがよい場所でも1 0 cal足 らずで,遺構面はかなり

後世の削平が及んでいると考えられる。一方,SD03・ 081こ は,同様に2本が平行して東西方向に直交

する交差点状の部分が 2箇所にみられ,これらの中心間距離は約52mである。SD03・ 08も含めて溝底

の高低差にはかなりの凹凸があり,SD03・ 081ま北側の交差点でそのまま北へ延びずに東,西へと屈曲

させている。方格の土地区画に主目的をおきながら雨水等の雑排水を集積して河道に流すような施設
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であったと考えられる。

SD03・ 08に沿って6棟の掘立柱建物跡が確認された。このうちSB041ま柱間約 1.5m,3間 ×4間以

上で1辺約80cmの隅丸方形の柱穴が並ぶ総柱のもので,南側は柵列状のピット列を挟んで東西溝に面

している。時期を明確に示す遺物は出土していない。そのほかの 5棟についてもSD03・ 08に 梁間を面

した配置になっているが,柱穴に切り合いが認められ,厳密に眺めると微妙に溝と斜行しているもの

もあるため溝の築造時期も含めていくらかの時期差が考えられる。

出土遺物は,須恵器を中心に7世紀中頃から8世紀後半にさしかかる頃までのものが大部分を占め,中

でも高台を付し,器壁が直線状に立ち上がる杯身や短脚で裾部がラッパ状に開き脚端部をつまみ上げる

高杯の脚部片が目を引く。これらの遺物は時期的なまとまりをもたず,時期幅をもった遺物が雑然と遺

構に包含されているため,遺構相互の時期差を示すというよりはむしろ遺構存続の期間を示すものと把

えた方が妥当と考えられる。最終的な判断は今後の整理作業の結果を待ちたい。

この調査で検出された平行溝は,①幅 2m前後の間隔で200m以上にも及んでいる点,②沿線に掘立柱

建物跡が規則的に配置されており,その内の 1棟は柱穴・建物ともに現時点では市下有数の規模を持つ

こと,③遺物の年代観から7世紀半ばから8世紀後半までの時期が考えられること等の理由により,足

跡・轍等の決定的な根拠には欠けるものの,計画的な幹線道路状の遺構と考えられる。SD03・ 08の東約

12mに溝と平行して延びる里道 (福岡多肥下町線建設により消滅)は復原条里坪界線に比定されており,

東西2箇所の平行溝も52m前後の間隔で,概ね東西の坪界線に重複している。またこの調査区を含む坪

並の南北列が南北幅約H5mを測り,条里プランの標準的な1町 =109mよ りも長いことも指摘されてい

る。現地調査終了直後で,全般にわたって細部までの検討に至っていない段階ではあるが,高松平野の

条里施行に何らかの形で関わつている遺跡であると考えられる。(山本)

29 キモンドー遺跡 (伏石町)

遺跡は都市計画道路朝日町仏生山線の建設に伴つて調査が実施された。調査は平成 5年 と8年の2

次に分かれて実施された。調査区は現有の水路・道路によって 4工区に分けられている。遺構は全域

に検出され弥生時代。中世。近世の 3時期に比定される。

北側の 1工区では,弥生時代の溝・井戸・十日河道と近世の土坑,近代の井戸が検出された。旧河道

は西岸付近のみ検出され,規模・方向は不明である。埋土中より中期～後期の土器を出土した。4本

の溝は,旧河道の埋没後に掘削されたもので,井戸状の落ち込みを持つ。近代の井戸は3× 2mの長方

形を呈し,四方は石組みであり,下方は立板と横木によって補強されていた。

中央の 2・ 4正区では,16世紀末頃の堀跡,土坑と近世の溝,土坑が検出された。中世の堀跡は南

側の 3工区で検出された堀跡と同一であり,工区の南端と北端では石垣を検出し,全域にわたって裏

込めの礫群が見られた。

南側の 3工区では,弥生時代 。中世 (16世紀末)。 近世の遺構が検出された。弥生時代は堅穴住居

跡。溝がある。中世の遺構は逆L宇形を呈する堀跡と溝・集石遺構がある。堀跡は南東コーナーを境

に東西方向と南北方向に直角に曲がつている。検出面で幅は約4m,底部約1.7m,深さは 1～ 1.8m

を測る。東西方向の堀跡は,両側に一段ないし二段の石垣が残存し,間仕切りの石垣が 2ヶ 所ある。南

北方向の堀跡にも一段の石垣があり,4工区に延びている。堀の中から16世紀末～18世紀の遺物が出

土した。堀跡の内側は大規模な埋め立てが行われており,漆塗り椀や下駄が出土した。この堀跡は佐

藤城に関連していると考えられる。江戸時代になると,堀跡は完全に埋め立てられ,掘立柱建物跡や

蔵跡・石塁が築かれていた。(中西)
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30 凹原遺跡 (多肥下町)

都市計画道路福岡多肥上町線の建設に先立ち,南北約200m幅平均15mの長さにわたって,発掘調査

を行った結果,旧 地形は北と南に微高地があり,その間には幅10mほ どの南西―北東方向の谷が存在

することが明らかになった。また南の微高地の南側には,さ こ。長池及びさこ・松ノ木遺跡において

確認された旧河道の続きが存在する。

微高地及び谷において確認された遺構は,弥生時代前期末から近世に及ぶ。弥生時代前期末の遺構

は,微高地で土坑1基,谷では幅4m深さ70cmの溝を確認したが,こ の遺跡の主体をなすものではない。

溝は粗砂により埋まっており,洪水により機能が停止した可能性が考えられる。

次の時期の弥生時代中期中頃には,直径6～ 7皿の不整円形の竪穴住居址が1棟ある。炭化材並びに

炭化物が散乱していることから,いわゆる焼失家屋と考えられる。またこの堅穴住居址の特徴として

は,中央ピット付近の床面及び中央ピット埋土からサヌカイトのチップが大量に出土したことである。

このことは,この住居址が石器製作の場として利用されたことを示すものである。

当遺跡の主体を成すのは,弥生時代後期後半から古墳時代初頭であり,調査区全体にわたって当該

期の遺構が検出された。微高地上では,堅穴住居址14棟,井戸 1基の他,溝,土坑,壺棺墓を確認し

ている。また谷底を掘削し,そのまま溝として利用しており,谷埋土中には微高地上の集落から廃棄

された土器片を大量に包含していた。

竪穴住居址の平面形態は,円形 2棟,方形10棟 ,不明2棟であり,方形のものにはベッド状遺構を

付設するものや,間仕切板をもつものがある。この遺跡の竪穴住居址の一つの特徴として,中央ピッ

トの掘方の形態があげられ,掘方上面は方形だが,途中に段をもち,下段は円形である。また焼失家

屋も見られ,柱材・屋板材の炭化材等が良好に残存しているものがある。この弥生時代後期後半から

古墳時代初頭にかけての集落址は,周辺の地形分析,遺物の散布状況等から考えて,今回の調査区を

東限として西に広がることが想定される。弥生時代に比べ,古墳時代以降の遺構の数は少なくなる。谷

には,埋没する途中で,古墳時代後期の溝状遺構が存在する。また微高地上には,時期不明の条里坪

界線にのった東西の溝や近世に属すると推定される土坑が存在する。他には,噴砂も確認しており,遺

構との切合関係から古墳時代から中世後半にかけての時期を想定している。(チ

「
1畑 )

32 中間西井坪遺跡 (中 間町)

高松平野西縁にそびえる六ツロ山北東裾に位置する。遺跡は,東側の扇状地扇端部と西側の丘陵部

の2つに分かれる。

東側では,弥生時代後期の集落と中近世の集落が見つかっている。とくに弥生時代では,旧河道底

から鍬などの木製品を貯蔵したと思われる円形土坑が確認されている。

一方西側では,旧石器が大量に出土するとともに,その下位よりAT火山灰が見つかっている。旧石

器とAT火山灰との層序が確認されたことは評価できるとともに,高松平野では初の旧石器大量出土と

なった。

さらに,古墳時代の重要な遺構も見つかっている。埴輪焼成土坑とこれに関連する竪穴住居,さ ら

に前方後円墳を含む3基の前期古墳である。埴輪焼成土坑は,いびつな五角形をした浅い掘り込みで,

おそらく天丼をもたない野焼き方式の施設と推測されている。この上坑前面の谷からは,焼成に失敗

した埴輪や日常雑器の土器類が大量に出土している。竪穴住居は,一辺 8mを越える大型のもので,埴

輪などの破片が出土し,埴輪焼成土坑に伴う工房と推測されている。出土遺物より,両方とも古墳時

代前期後半のものである。さらに,土製の棺桶である陶棺がそれぞれより出土しており,類似した陶

-29-



棺を出土した市内鬼無町の今岡古墳との関係が注目される。

前期の古墳群は,埴輪焼成土坑などよりやや古いもので,周溝からは円筒埴輪や舟などの形象埴輪

が出土している。0千 1畑 )

43 西ハゼ土居遺跡 (西ハゼ町)

都市計画道路木太鬼無線の整備に伴い調査を実施した。遺跡の東側は香東川の氾濫原であり,遺跡

内にも流路が認められる。約5,800�の調査地の西半は弥生～中世前半,東半は中世後半～近世の遺

構・遺物を検出した。

弥生時代前期～後期にかけて自然河道を検出しており,その埋没過程の後期前半頃に小区画水田が

営まれていたことがうかがえた。後期では自然河道の中洲上で若干の上坑,柱穴等を検出した。また ,

地震による液状化現象である噴砂が認められ,弥生前期以前のものと推定できる。

中世末では堀で周囲を区画された屋敷跡を3棟検出した。いずれも一部しか検出していないため,正

確な規模は不明であるが,一番大きいもので約44m四方,次に大きいもので約33m四方,一番小さい

もので約22m四方の規模と考えられる。屋敷の規模は一町の十分の一 (約 10.9m)を 基準としている

ことがうかがえる。堀の埋土中からは16世紀の遺物が出土しており,一番最後に埋没したと思われる

33mの屋敷の最終埋没が肥前系の胎土目積み段階である。屋敷を囲む堀を取り込んだ形で側溝が掘削さ

れた東西に伸びる道路状の遺構を基準とし,その両側に建物が配置されている。井戸もこの道路の両

側に限られて検出されている。出土遺物中に瓦や鉄滓を含むこと,堀や塀を巡らし防御的機能を備え

ていること,「土居」の地名が残っていることから武士の居館あるいはそれに付随する施設であつた可

能性が高い。1854年梶原景昭著の「讃岐國名勝図会」によると16世紀後半の坂田郷には太田兼久・兼

氏を城主とする坂田城が存在していたとされており,その候補地として考えられる。さらに遺跡北方の

室山には室山城が所在しており,平時の居館と山城との関係も想定できる。

条里遺構としては,遺跡中に香川郡の十七里と十八里の里界が位置しているが,養魚池が所在し,削

平を受け検出できなかった。中世末の屋敷は条里地割の一坪内に全て所在し,坪内の土地利用を考え

る上で参考になる。(大嶋)

49 川南西遺跡 (春 日町)

本遺跡は,高松平野北東隅の三角洲帯沖積面に形成された中～近世にわたる集落及びこれに接した

農耕地から成っている。この地域は,西嶋八兵衛による17世紀前半代の千拓事業が行われたとされて ,

『南海通記』では,16世紀中頃に「水滴テ…其潮先山田郡小山 卜云フ所迄サシ込」等と伝えられる。

東西に細長く伸びた道路予定地であったが,曳用道路等未調査部分を挟んで西から①噴砂検出区,②

WI拡張区,③ W工・Ⅱ区,④ E工・Ⅱ区の4調査区を設定して,幅約20m,延長約200m,面積2540だ

を発掘し,土師質土器・陶磁器を中心とする遺物や下記の遺構を確認した。

出土遺物からみれば集落の存続期間は概ね15世紀中葉～17世紀中葉ではないかと考えられる。

①は,人為的な遺結は皆無であるが,旧河道の汀線付近とみられる位置で17世紀頃の地震に伴う噴

砂跡を検出している。「ヒゲ」状に蛇行して南から北西方向に断続する噴砂 (液状化)痕跡である。

②は,③と同じく集落域であるが③よりもやや早く廃絶し農耕域に変わつたとみられる。ここでは

当該集落の開発地主としての可能性も考えられる火葬人骨を遺存した土墳墓を検出している。

③は,本遺跡の中核をなすと考えられる集落。居住域であり,旧山田郡条里に則った可能性も皆無

とはいえないらしい南北。東西方向の直線の溝遺溝が開削・改削されている(同条里を地図上で延長
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して仮に推定した坪付は 5条 15里 29坪である)。 また,径 3.4mの信鉢状の素掘自噴井戸を持ち,方

形の乗壕状溝で組まれた住居域もみられた。数世代の間の居住域であろう。ここでは八方木瓜形の鑢

目・無文,鉄地銅張の鍔が出土しており「一領具足」程度のやや富裕な農民層の存在も考えられる。

④は,③と同時に併存した農耕域であると考えて特段矛盾はないが,③区とは,その東端寄り南北

溝・道路遺結を境界に明確に区分され,建物遺構は一切検出されず農耕関連とみられる「溝状遺構」の

みが錯雑に設けられた区域である。③,④の機能分担を前提とした占地が行われたものであろう。

(末光)

51 新田本村遺跡 (新 田町)

本遺跡は都市計画道路室町新田線の建設に伴って調査された。調査区の面積は約4900∬を測り,現

有の水路・道路によって 6区画に区割りされる。遺跡の西側は新川の氾濫地域であり,西から東へゆ

るやかな傾斜で高くなっている。

遺構の検出密度は西端部を除いて非常に密であり,その時期は弥生時代終末～近世までの長期間に

わたっているが,その中心となるのは9～ 13世紀である。

弥生時代の遺構は,非常に少なく,東側付近で検出された溝・土坑のみである。溝は南北。東西方

向に延び,底面直上より完形に近い壺・甕が出土した。

9～ 13世紀の遺構は非常に多く,掘立柱建物跡25棟以上,井戸 2基,多数の溝,土坑,ピ ット等が

調査区全域で検出された。掘立柱建物は2× 3間ないし2× 2間の規模を測るものが大部分であり,総

柱建物のものもある。東端で検出されたSB3001は 5× 2間の総柱建物であり,主軸を東西方向に持つ。

柱坑は方形を呈し,柱痕が明瞭に残存する。柱穴内には柱材や根石を残存するものもある。溝は多数

検出されるが,西端近くにあるSD106と 東端のSD3002は規模が大きく,東西方向に直線的に延びてお

り,条里地割と何らかの関係があると考えられる。SD106は幅 5m,深さ lmを測り,須恵器,瓦器 ,

土師器,青磁,瓦等が出土した。SD3002は幅 5m,深さ1.6mを測る。調査区西端にもやや不整形で

あるが南北方向に平行して走る2本の溝がある。

近世の遺構は掘立柱建物跡・土坑・溝。水田3面がある。掘立柱建物跡の柱穴は小規模で灰白色土

を充填する。3面の水田は調査区西側にのみ検出され,条里地割に基づく南北。東西方向の溝を伴っ

ており,水田上には多数の黎跡が見られる。(中西)

53 奥の坊遺跡群 (高松町)

高松市東部運動公園 (仮称)整備に伴い平成 7年度から順次調査を実施している遺跡群で,奥の坊

遺跡,奥の坊権現前遺跡,奥の坊奥池西遺跡,大空北遺跡の4集落遺跡と,大空古墳,金川渕古墳,奥

ノ坊 2号墳の3基の後期古墳から構成され,全体面積は計30,000�にのぼる。平成10年度までに遺跡

群全体の約40%の調査が完了している。試掘調査において縄文後期から近世にいたる遺構・遺物を検

出した。

奥の坊権現前遺跡では弥生時代後期としては県内最大級の掘立柱建物が検出され,またその南側に

は製塩土器を多量に出土した土坑が見られた。これらを囲うように方形区画と考えられる溝が検出さ

れており,さ らにそのまわりに竪穴住居が円形に巡るような配置が見られた。集落の内部構造がよく

分かる例と言える。また,遺跡の南束約400mの位置には後期初頭の標識土器を出土した遺跡として知

られる大空遺跡が所在することから関係が注目される。

奥の坊遺跡では弥生時代中期前半の集落を検出している。遺構としては堅穴住居,溝 ,土坑等を検
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出しており,遺物では石器およびサヌカイ トの剥片が非常に目立つ。

条里関係遺構としては奥の坊遺跡から奥の坊権現前遺跡にかけて直線的に検出した検出長約200mの

溝があげられる。溝はほぼ東西方向で,一部N-5° 一Eに傾く。大局的に見れば約 2 km離れた新田

本村遺跡で確認された条里地割 (N-5° 一E)と一致する。山田郡に広く分布する条里地割と方位

が異なり,先行するものと考えられている。また,こ の溝に平行する掘立柱建物を数棟検出している。

これらの遺構からの遺物は紅めて少量であるため,整理作業を待たなければ詳細な時期は不明である

が,包含層の遺物から7世紀末～ 8世紀前半の年代観が考えられる。(大嶋)
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第 3節 高松市内の古代寺院

高松市内の古代寺院

(1)はじめに

讃岐平野のほぼ中央を北流する香東川 (上流部でコトガワ,下流部でゴウトウガワと呼ばれる。)

を,主たる営力として形成された平野を高松平野と呼ぶ。この高松平野においては,条里制が平野

のほぼ全域に見られる。古墳時代においては,石清尾山古墳群等の著名な古墳群が存在し,ま た,弥

生時代の遺跡についても,近年市内の各所で新たに発見されている。以上から,高松平野において

はかなり早い時期から開発が進んだことが考えられる。

今回テーマとする古代寺院についても,高松平野の各所に確認されており,仏教文化が早い時期

から取り入れられていることが知られる。その事例として,よ くとりあげられるのが,久本古墳 (新

田町所在)出土の承台付銅銃である。久本古墳は市内屈指の横穴式石室墳であり,玄室奥に石棚を

持つことでも知られている。この銅銃は追葬者に伴うものとされているが,仏教用具としての銅銃

が副葬されていることは,古墳時代末期の高松平野に仏教文化が存在したことの傍証といえるので

はないか。

さて,本稿では,久本古墳以降の高松平野 (正確には,現在の高松市域)における仏教文化の展

開について,古代寺院に焦点をあて,少 しばかりの調査を試みてみたい。なお,こ こでいう古代と

は単純に,奈良時代および平安時代を指すものとする。

(2)高松平野における古代寺院の概要

高松平野は古代においては,山田郡と香川郡に分割される。和名抄によれば,こ のうち,山田郡

H郷 (殖田・池田・坂本 。蘇甲 。三谷・拝師 。田井 。本山・高松・宮処・喜多/山田郡海郷の記載

のある木簡の出土も知られている。)があげられている。また,香川郡は12郷 (大野。井原 。多配・

太田・笑原 。坂田・成相・河辺・中間 。飯田・百相 。笠居/原里・尺田郷の記載のある木簡等が確

認されている。)があげられている。

さて,高松平野において,古代寺院として,その存在が知られている遺跡は,次の通りである。

東側から列挙すると,前田廃寺,前田平尾庵,滝本神社周辺 (以上,宮処郷),山下廃寺,屋島寺

(以上,高松郷),下司廃寺,松尾廃寺 (以上,植田郷),高野廃寺 (池田郷),拝師廃寺 (林郷),百

相廃寺 (百相郷),多肥廃寺 (多肥郷),坂田廃寺 (牧田郷),勝賀廃寺,中山廃寺,根香寺 (以上,

笠居郷)があげられる。これらのうちほとんどが廃絶している寺院であるが,わずかに屋島寺と根

香寺が,現在までその宝燈を伝えている。

前記した遺跡のうち,奈良時代にまで遡る瓦を出上しているのが,前田廃寺,山下廃寺,下司廃

寺,高野廃寺,百相廃寺,坂田廃寺,勝賀廃寺の7寺院である。なお,参考までに,市城の東隣で

は,日本霊異記に三木寺の名前で知られている始覚寺 (三木町)が,西隣には,国分尼寺,国分寺

(以上,国分寺町)が所在する。

続いて,こ れらの寺院のうち,礎石もしくは基壇等の存在が確認されるのが,前田廃寺,下司廃

寺,百相廃寺,坂田廃寺である。前田廃寺では,堂床と呼ばれる基壇が存在し,また,坂田廃寺で

も同様に堂床と呼ばれる基壇が存在した。下司廃寺では,塔跡とされる基壇が市指定史跡となって

いる。百相廃寺では,鐘撞堂の礎石と称されている礎石群が民家の脇にみられる。一方,拝師廃寺
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a 香西寺
b 正花寺
c 蔵六寺
d 西方寺
e 克軍寺
f 弘憲寺
g 吉祥寺
h 観興寺
i 長福寺
j 円成庵
k 延命寺

1 中山廃寺
2 根香寺
3 勝賀廃寺
4 坂田廃寺
5 多肥廃寺
6 百相廃寺
7 拝師廃寺
8 高野廃寺
9 松尾廃寺
10下司廃寺
11前田廃寺
12前田平尾庵
13瀧本神社
14山下廃寺
15屋島寺

第3図 古代寺院関係文化財分布図
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第2表 高松市内所在寺院の寺伝等一覧

寺 院 名 所 在 地 年 代 開 基 者 名 中 興 者 名 備 考

南泉寺 屋島西町 810～ 824/弘仁年間 空海 廃寺、屋島寺塔願

地蔵寺 屋島西町
1592/文録元年

基

印

行

良
空海

段

段

上

下

讃岐國名勝図会

全讃史より

薬師寺 鬼無町 832/天長9年 円珍

吉国寺 林 町
729～ 749/天平時代頃
697/文武天皇元年

行基

行基

寺

段

廃

下

上段全讚史

讃岐図名勝図会、西植田より移転

自性院 上田井町
1574/天正2年

808/大 同3年
植田美濃守

伊予親王勅願
上段全讃史、下段讃岐國名勝図会

真福寺 木太町 道昌法弟円阿
目代国宗
上総介修補

修補は天仁年中(1108～ 1110)

久米寺 春日町 739/天平 11年 行基

観音寺
石清尾八

幡馬場筋
観賢 廃寺、某所より移転

円満寺
石清尾八

幡馬場筋
行基 廃寺

長久庵 上之町 1040～ 1044/長久時代

光明寺 松縄町 848～ 851/嘉祥年中 円珍 廃寺

西蓮寺 上多肥町 885～889/仁和年中
桜井権督資連

建立

覚光院 川辺地区 1128/大治3年

長福寺 円座町 1177～ 1181/治承年中
梶尾仁明右馬

充

徳栄寺 飯田町 811(弘仁 2年 ) 実意

―宮寺 一宮町 701～ 703/太宝年間 義淵 行基・空海

観興寺 室町 899/昌泰 2年 観賢
観賢は坂田郷出身東寺長者

木造阿弥陀仏立像等所蔵

専興寺 三条町 観賢 廃寺、観賢は坂田郷出身東寺長者

克軍寺 宮脇町 882/天長 9年 円珍

香西寺 香西本町 729～ 749/天平時代 行基 空 海
勝賀廃寺と関係

木造毘 文天立像所蔵

正花寺/

松慶寺
西山崎町 729～ 749/天平時代 行基 木造菩薩立像所蔵

正大寺 林 町 812/弘仁 3年 空海

神宮寺 香西本町 810～824/弘仁年間 空海 廃寺

随願寺 御坊町 奈良時代 行基 空海 坂田廃寺と関係、坂田郷より移転

根香寺 中山町 円珍

宝寿寺

押光寺
前日地区

824～ 834/天長年中
986/承平6年

空海 上段・下段両説有 り、前田廃寺と関係

三渓寺 三谷町 947～ 957/天暦年間
空性

(宇多天皇弟 )

廃寺

屋島寺 屋島西町 754/天平勝宝 6年 鑑真 空海
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では「ヒチクドー」と呼ばれた地点が存在していたと伝えられ,拝師廃寺に関する何らかの基壇で

はなかったかとする提案がある。また,多肥廃寺では,「 ドウ」と呼ばれる基壇が存在したことを伝

える江戸時代の文書が存在する。

礎石については,拝師廃寺,多肥廃寺は別として,前田廃寺以下では礎石の存在が確認されてい

る。なかでも,坂田廃寺では円形柱座をつくりだした礎石が知られている。また,勝賀廃寺では周

辺に礎石らしき石材が埋没しているとの証言があり,高野廃寺では石燈等の基壇に,礎石材として

適当な石材が使用されている。

なお,国分寺では,金堂,塔跡,講堂跡,僧坊,鐘楼跡が確認されており,国分尼寺では金堂の

礎石が,また,始覚寺では,心礎が確認されている。

この他に,古代寺院に関連した遺跡として,瓦窯跡が,坂田廃寺周辺で2ケ所確認されている。南

山浦 1号窯は,坂田廃寺の南方において確認された登り窯である。出土遺物は,ほとんどが平瓦で,

平安時代を中心とするものと推察されている。坂田廃寺の西方向に位置するのが,片山池 1号窯跡

で,ロス トルを持つ平窯である。出土遺物の大部分は,平瓦であるが,窯壁に鴎尾片が混入してお

り,注目される。なお,本瓦窯跡の繰業は,H世紀ころと想定されている。

(3)有形文化財 (仏像を中心に)

次に古代における讃岐の文化的。宗教的側面を知るために,有形文化財,特に仏像に注目したい。

市内に所在する仏像の中で,古代に属するとして知られている例は,東から,屋島寺 (高松郷)木

造千手観音坐像「国指定重要文化財」。木造薬師如来坐像,延命寺 (高松郷)木造薬師如来立像,長福

寺 (喜田郷)木造愛染明王坐像,円成庵 (多配郷)六字明王立像「市指定有形文化財」,観輿寺 (牧田

郷)木造阿弥陀如来立像,坂田廃寺周辺出土 (牧田郷)銅造釈迦誕生仏「県指定有形文化財」,弘憲寺

(野原郷)不動明王立像「国指定重要文化財」。木造地蔵菩薩立像「県指定有形文化財」,吉祥寺 (野原

郷)木造十一面観音立像 。木造阿弥陀如来立像,克軍寺 (野原郷)木造薬師如来立像,西方寺 (野原

郷)銅造釈迎誕生仏「市指定有形文化財,蔵六寺 (成合郷)木造阿弥陀如来坐像,正花寺 (中間郷)

木造菩薩立像「国指定重要文化財」,香西寺 (笠居郷)木造毘沙門天立像「国指定重要文化財,根香寺

(笠居郷)木造千手観音立像「国指定重要文化財」が,各々あげられる。

これらのうち,最古の事例が,坂田廃寺周辺出土の銅造釈迦誕生仏で,7世紀末の製作とされてい

る。西方寺事例の銅造釈迦誕生仏も,8世紀初頭頃のいずれも,仏教美術史でいう白鳳時代に造られ

たものと考えられている。

次いで,製作年代がさかのばれるものとして,正花寺の木造菩薩立像があげられる。中央の作風

を感じるもので,唐招提寺の獅子吼菩薩や衆宝王菩薩等と酷似する。奈良時代末から平安時代初頭

の8～ 9世紀の年代観が与えられている。なお,天平勝宝4年 10月 25日 の造東大寺司牒によれば,

宮処郷とともに,中間郷にも,東大寺の封戸50戸が設置されたとみえ,本像の存在の理由を,そ こ

にもとめる考え方もある。

10世紀に下れば,屋島寺の木造千観音坐像や,香西寺の毘沙門天立像が知られ,H世紀には,弘

憲寺の木造不動明王立像,延命寺の木造薬師如来立像,克軍寺の木造薬師如来立像,十一面観音立

像と順次,その遺品の数が増え,12世紀になるとその数はきわめて多く,かつ,多様化する。

なお,弘憲寺や西方寺は,藩主生駒氏や松平氏に縁の寺で,江戸時代の造営であり,所蔵の仏像

も移動して,現在地に安置されたと考えるのが,妥当であろう。また,円成庵の六字明王立像と,克

軍寺の薬師如来立像は,他からの移動を伝えている。これらのことからも,仏像は移動するという
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問題点があることを,指摘しておきたい。

(4)市内寺院寺伝から

現在,高松市内には,多くの寺院が所在し,様々な宗教活動を行っているがこれらの寺院の大部

分が,各々,寺の開基から現在にいたるまでの歴史を持っている。そのうち,記録が残されている

ものは,新 しい寺院は別として,さ ほど多くはない。大部分は,寺伝という伝承の世界にあるが,何

らかの事実の反映である可能性も捨てきれない。そのような観点に立って,現在の寺院の中(すで

に,廃寺となっている事例も含めた。)か ら,建立の起源を古代にまでさかのぼる伝承を持つ事例を・

別表のとおり収集した。なお,基本とした資料は「全讃史」,「讃岐名勝図会」,「新修高松市史」で ,

各町史を補完資料とした。

それによると,市内の寺院のうちで,古代にまでさかのぼる寺伝を持つ事例は,意外と少ない。あ

えていうならば,江戸時代から政治の中心地となった野原郷等は例外で,郷単位で見れば―ヵ寺～

数ヵ寺しかない。田井郷のように,存在しない例もある。さらに解釈を進めるならば,古代からの

寺伝を持てるような寺は,地域において,特別な地位を占める,あ るいは,占めた寺とは考えられ

ないだろうか。寺の歴史の古さを語れる資格がある。ゆえに,周囲からも暗黙の了解が与えられて

いたとも推定される。

さて,寺伝の内容についてであるが,寺伝の中枢であるところの開基伝説に注目してみたい こ

れについて分類すると。行基 (668～ 749)が 開基とされる事例が最も多く,次いで空海 (774～ 835),

円珍 (814～ 891)の名が並ぶ。さらに,観賢 (853～ 925)の 名も決して少なくない。実慧 (786～

847)も含めて,空海,円珍,観賢は,いずれも讃岐出身の高僧で高松における開基伝説の特徴の一

とすべきかもしれない。また,鑑真 (688～ 763)開基を伝えるのが,屋島寺であり,きわめて特色

のある事例である。

なお,観賢は坂田郷の秦氏の出身とされており,坂田郷付近に観賢を開基とする寺が集中して存

在することは,決 して違和感のあるものではない。

また,空海が,屋島寺をはじめ,中興の祖として,多 くあげられている。空海伝説を考えるとき,

当然との感もあるが,あわせて,特徴の一として指摘しておきたい。

寺伝の中で注目されるのが,香西寺が勝賀廃寺を,随願寺が坂田廃寺をそれぞれ前身と伝えてい

ることである。これに,すでに廃寺となった宝寿寺。押光寺の前身と伝えられる前田廃寺を考慮す

ればこれらの勝賀廃寺をはじめとした寺院遺跡が早くから人々に認識されていたことが判明する。例

えば,前述したように,坂田廃寺,前田廃寺の両遺跡では,堂床と呼ばれる箇所が存在していた。そ

して,勝賀廃寺では,奥ノ堂と呼ばれる地名が今に残っており,江戸時代の絵図にも奥ノ堂の記載

はあることから,そ こが香西寺のかって所在していた場所として,はやくから認識されていたこと

がわかる。

続いて,時代別におって考察してみよう。平安時代の9世紀創立の寺伝を持つ事例が圧倒的に多

い。空海,円珍。実慧,観賢等,讃岐の高僧の活躍した時代と重複し,当然の結果と考えられる。10

世紀～12世紀にかけては事例が少なく,1～ 2例にすぎない。ただし,こ の時代にいたって,はじ

めて空白地帯が埋められ,高松平野全体に寺院が登場したこととなる。

(5)ま とめ

高松平野の古代における仏教文化の状況を知るために、三つの方法で資料を収集し、その時代の

概略を措いてみた。いずれも,十分とはいえないものの,当 時の状況を部分的に反映しているもの
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と考えておきたい。ただし,遺跡の分布状況と,寺伝のように,その反映度には大きな違いがある

ことは明らかである。

ところで,いわゆる奈良時代に開基されたとの伝承を持つ寺は,行基開基。鑑真開基と伝える一

群の寺である。これらの寺と,祭良時代の寺院遺跡について,考察を加えてみたい。前者に属する

グループは,一官寺,香西寺,松慶寺,随願寺,地蔵寺,吉国寺,久米寺,円満寺,屋島寺の8ヵ 寺

があげられる。後者に属するグループは,前田廃寺,山下溌寺,下司廃寺,高野廃寺,百相廃寺,坂

田廃寺,勝賀廃寺の7ヵ 寺があげられる。この双方のグループ間において「同一郷にあるか否か,も

しくは,あ ったか否か」という関係を設定することができる場合が存在する。香西寺と勝賀廃寺,随

願寺と坂田廃寺,吉国寺と下司廃寺,久米寺と山下廃寺の関係がそれで,さ らに,周辺の郷を含め

て考慮すると,一宮寺と百相廃寺の対比も可能である。

一方,県内屈指の古仏菩薩立像を所蔵する正花寺は,松慶寺とも関係が深ぐ注目に値する。とこ

ろで,遺跡のグループからは,前田廃寺は,空海開基としてやや新しい伝承を持つ。ただし,東大

寺の封戸が中間郷にも設けられたように,こ こ,宮処郷にも設けられていることは,注目に値しよ

う。なお,高野廃寺はペアを設定できないが,所在する土地の字名が「高野 (koya)」 で,神社が「丹

生」であることは注目に値する。

また,寺伝から見れば,地蔵寺,円満院は,遺跡あるいは文化財側からのアプローチができない

こととなるが,円満院は廃寺となっており,城下町に所在する寺から,当初から野原郷にあったと

は考えがたい。また,屋島寺は寺伝によれば,鑑真開基の寺を千間堂といい,屋島北嶺にあったと

されている。その存在は明らかでなく,現在のところ,天智朝における屋島城築域とは無関係であ

るが,付近に古代の重要な遺跡が存在することは事実である。一方,地蔵寺は屋島寺の直下に位置

し,屋島寺の末寺ともされる。

以上の結果から,すなわち,奈良時代に属する寺院遺跡。および文化財と,行基開基の寺の一対

―の相関を想定できる事例が四例 (範囲を拡大したとすれば六例)あ り,想定できない事例が2例

ある。また,行基開基の寺と,寺院遺跡。文化財との相関は四例もしくは六例と考えられるが,想

定できない例は,二例もしくは一例と考えられる。

こうした場合,両グループは,強い相関にあるとはいえないまでも,ある程度の相関を想定して

よいであろう。

次に,9世紀以降においては,拝師廃寺は,空海開基の正大寺との相関を指摘でき,また,屋島寺

(南嶺の現在屋島寺)の中興は空海であり,根香寺の開基は円珍であるように,海岸線に近い地域の

寺が,これらの人々によって造られたとされる事例が多いようである。わずかに,正大寺や宝寿寺

が内陸域に所在する。いずれにしても,平安時代の初期 。9世紀において,空海に代表される讃岐

出身の高僧達によって,盛んに造寺が行われたとされるのである。その後,10世紀には一カ寺,H

世紀には一方寺,12世紀には三ヵ寺と,造寺活動はあまり盛んではない様子が,指摘できる。

ところが,仏像を省みれば,正花寺の地蔵菩薩に引き続く事例は,10世紀頃の作といわれる屋島

寺所蔵の木造千手観音坐像をあげるしかない。その後,H世紀,12世紀作の仏像が急増してくるの

である。もちろん,当時の仏像がすべて遺存しているわけでなく,古い時代ほど,遺存が難しいの

が当然であるので,簡単に結論つけることはできないものの,寺伝から導き出した年代と,今なお

残された文化財の示す年代観に若千のずれが生じていることは,注 目されることである。醸井)

讃岐の仏像 (上)武田和昭著 株式会社美巧社刊 1983

讃岐の仏像 (下)武田和昭著 株式会社美巧社刊 1986
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2 古代寺院と出土瓦について

市内に所在し,奈良時代までに創建された寺院は 7遺跡ある。しかしながら,発掘調査のメスが入

れられた遺跡は数力所しかない。このため,過去に表採された軒瓦を含め,概観したい。

市内最古の古代寺院といえるのは,前田西町に所在する前田廃寺 (宝寿寺跡)である。高松平野東縁

の丘陵上に立地する。現在は,土壇と花闘岩の礎石を残すのみで,堂床と呼ばれる地名が残る。寺跡

そのものは未調査だが,丘陵南側の谷部が昭和63年～平成 5年に国道建設に伴い発掘された。前田東。

中村遺跡と呼ばれるこの遺跡では,7～ 8世紀の遺構。遺物とともに,前田廃寺から表採される軒瓦

と同絶のものが出土し,前田廃寺に関連する遺跡と想定できる。ここから出上している六葉素弁蓮華

文軒丸瓦は,いわゆる古新羅系の系譜を引くもので,供伴遺物から7世紀後半の年代観が与えられて

おり,市内でもっとも古い瓦の一つといえる。以後,製作時期が奈良時代と推定される軒丸瓦まで確

認でき,自鳳期から奈良時代まで存続していたと推定できる。また,白鳳期末から奈良時代初頭の製

作時期が推定される軒丸瓦には,隣の三木郡にある始覚寺と同施で,同 じ製作技法をもつものがあり,

両寺に密接な関係があったと推定されている。

山下廃寺 (新田町所在)は,前田廃寺と同じ高松平野東縁に立地する。現地は,西 に面した緩斜面で

あり,こ こから瓦が表採されることから寺跡といわれているが,それを立証する遺構はなく,未調査

でもある。藤原宮式の軒平瓦や,讃岐国分尼寺創建期の軒丸瓦と同文のものが出上しており,自鳳期

末から奈良時代に寺が存在した可能性が指摘できる。

下司廃寺 (東植田町所在)は ,高松平野奥座敷とも呼ぶべき,春日川上流域の小盆地に所在する。春

日川の支流である朝倉川の北岸に位置し,吉光神社から清光神社一帯にかけて瓦が表採されている。現

在,吉光神社が鎮座する 8× Hmの方形土壇と礎石が残されている。発tR調査は行われていないが,

讃岐で唯―の三尊仏のせん仏が表採されている点は注目できる。表採されている瓦は,製作時期が白

鳳期と平安時代中～後期のものだけで,時間的隙間を埋める資料がなく,自鳳期に創建された後,平

安時代に再建された可能性がある。白鳳期の瓦は,川原寺式に分類できる八葉複弁蓮華文軒丸瓦と重

弧文軒平瓦である。この軒丸瓦は,中房蓮子に周環をまわし,周縁に面違鋸歯文をもつなど,川原寺

式の原型式に近い様相をもっている。一方,軒平瓦は線引きの二重弧文と型挽きの四重弧文の2種が

ある。このように,せん仏が表採され,川原寺式の原型式に比較的近い軒丸瓦や線引き二重弧文軒平

瓦が存在するなど,畿内文化が色濃く見られることは,下司廃寺を建立した氏族が畿内と強い繋がり

をもっていたことを連想させる。

高松平野南部においては,平野中央部では埋没している起伏がそのまま見られるが,高野廃寺 υII島

本町所在)もそういった小高い丘陵の一つに立地する。春日川中流域の西岸に位置する。現在,丘陵上

には丹生明神が祭られており,瓦や土器が明神周辺で表採されている。また,丘陵の東と南側斜面が

方形に整形されたようになっており,丘陵に対する人為的造作を想定させる。一方,高野廃寺が所在

する地域は,「和名類茶抄」でいう山田郡三谷郷に属するが,こ の地は主要官道である南海道が通り,

「延喜式」に示された「三鉛」の駅家が置かれた推定地である。出土する軒瓦のうち創建期と考えられ

るものは,十一葉素弁蓮華文軒丸瓦と四重弧文軒平瓦で,白鳳期末から奈良時代前半の製作時期が推

定されている。十一葉素弁蓮華文は,細く先の尖った素弁に同形態の間弁をもつ文様で,県内では他

に類例がない。四重弧文は,型挽き重弧文で深い段顎をもつなど,古い様相を残している。ほかに奈

良時代から平安時代後期に至るまでの軒瓦が多種類表採されており,少なくとも平安時代後期頃まで

寺院が存続していたようである。さらに,平安時代中期と推定される九葉単弁蓮華文軒丸瓦は,淡路

国分寺出土のものと同文であり,南海道に近接し付近に駅家が置かれたことを考えると,高野廃寺と
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官が深く関わつていた可能性も指摘できる。

以上4ヶ 寺は,山 田郡に属する寺院であったが,次に香川郡に所在する古代寺院を紹介したい。

坂田廃寺 (西春日町所在)は,高松平野北部中央に独立丘陵としてそびえる石清尾山塊のうち,南側

の浄願寺山東麓の谷部出日に立地する。昭和39年に奈良時代の金銅製釈迦誕生仏立像が表採され一躍

注目をあび,昭和42年には開発に伴う事前の発掘調査が実施された。この時に,寺院遺構として基壇

が検出されるとともに,円形柱座を造り出した礎石や瓦片が出土している。未報告であるため詳細不

明であり,伽藍配置の復元は行われていない。平成 6年には,坂田廃寺裏側つまり西側斜面に立地す

る片山池瓦窯跡群のうち,1号窯跡が発掘調査され,平安時代中期のロストル式瓦窯であることが判

明するとともに,平安時代の瓦に混じつて,白鳳期の鴎尾片も出上している。出土・表採されている

軒瓦を概観すると,白鳳期後半から室町時代のものまで多種類あり,しかも各時代のものが揃ってい

ることから,長期間寺院が存続していたと推定できる。出土した瓦のうち,創建期のものである八葉

複弁蓮華文軒丸瓦と四重弧文軒平瓦は,川原寺式に属し,しかも原型式にかなり近い特徴を有する。そ

れは,周環をもつ中房蓮子が①+⑤十③個あり,蓮弁が強く反転して彫りが深く,三角縁の周縁をも

つからである。しかしながら,周縁文様は面違鋸歯文ではなく*印をめぐらしている。この軒丸瓦と

同文のものが,隣の阿野郡に所在する開法寺跡および鴨廃寺から出土・表採されている。この両寺は,

古代讃岐の豪族である綾氏の本拠地に位置することから,造営したのは綾氏と考えられている。一方 ,

坂田廃寺が所在する香川郡坂田郷は,「 日本霊異記」に綾氏と名のる裕福な人物が住んでいたと書かれ

ており,坂田廃寺造営の氏族として綾氏を候補にあげることができる。

勝賀廃寺 (香西西町所在)は,高松平野北西部にある勝賀山から北に派生する尾根の終端近くの谷間

に位置する。北東700mには現在の海岸線があり,瀬戸内海を一望することができる。奥ノ堂池 。新

池と呼ばれる溜池周辺から瓦が表採されることから寺跡と推定されており,さ らに奥ノ堂の地名から

近くにある香西寺に関係する堂宇があったとも伝えている。平成 3年度に高松市教育委員会によって,

奥ノ堂池堤防改修工事に伴う試掘調査が実施されたが,寺院に関わる遺構は確認されておらず,伽藍

配置は不明である。表採されている軒瓦は,白鳳期から平安時代後期のものまで見られ,長期間寺院

が存続していたようである。もっとも古い軒瓦は,八葉複弁蓮華文軒丸瓦と五重弧文軒平瓦の組み合

わせである。八葉複弁蓮華文軒丸瓦は,やや反転して彫りの深い八葉複弁に,三角縁の周縁には線鋸

歯文を施しており,川原寺式の影響を受けたものである。ただし,中房径は小さく,蓮子は周環をま

わすものの数が①+⑧個に減少しているなど退化が認められる。

百相廃寺 (仏生山町所在)は,香東川中流域の東側に位置する。独立丘陵である船岡山北東にある船

山神社境内より瓦が表採されることから寺跡と推定されているが,未調査であり伽藍配置は不明であ

る。表採されている軒瓦は,奈良時代から平安時代に製作時期が推定できる。このうち,奈良時代に

属する変形扁行唐草文軒平瓦は,上段に線鋸歯文,中段に珠文,下段に変形扁行唐草文をおくという

特異なもので,勝賀廃寺から同文違絶のものが表採されている。また,高野廃寺からも,こ の変形扁

行唐車文軒平瓦の影響を受けた軒平瓦が表採されている。

以上,奈良時代までに創建された古代寺院を概観してきた。高松平野では,ほかに平安時代に創建

されたと推定されている寺跡が存在する。ここでは,弘福寺領周辺の 2寺跡を紹介する。

拝師廃寺 (林町所在)は,弘福寺領南地区比定地に近接する場所にある。拝師神社周辺から瓦が表採

されることから寺跡と推定されている。また,神社東 100mには,戦前まで相撲場として用いられて

いた一辺20mでほぼ円形状に削られたヒクチドーと呼ばれる土壇があり,「ひくち堂」と解すること

ができることから寺院の基壇とも推定できる。平安時代中期と推定される軒丸瓦が表採されている。こ
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のうち,七葉複弁蓮華文軒丸瓦は,同文のものが讃岐国分寺 (綾歌郡国分寺町),府中山内瓦窯 (坂出

市),長尾寺 (大川郡長尾町)か ら出土または表採されている。

多肥廃寺 (多肥下町所在)は,弘福寺領南地区比定地より西へ約1.3K皿離れた地に所在する。小さな

林から瓦が出土しており,この林が見性寺林と呼ばれていること,文政10年 (1827)の 古文書に3～ 4

間の土壇があったと記されていることから,多肥廃寺と呼ばれている。出土している瓦は,十葉複弁

蓮華文軒丸瓦と均整唐草文軒平瓦で,平安時代中～後期と推定される。百相廃寺から出土するものと

同文である。現在確認されている軒瓦はこれのみで,寺の存続期間は短かったものと推定できる。

υ
「
1畑 )
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第 3章 発掘調査の成果

第 1節 田図南地区の調査

1 調査区の位置

弘福寺領讃岐国山田郡田図南地区として発掘調査を進めてきた,林町の高松空港跡地西詰め北側の

付近は,推定条里地割の呼称にしたがうと山田郡8条 10里 ,同郡9条 5里に含まれる。このうち,田

図比定地に該当するのは山田郡 8条 10里 6～ 9坪,16～ 20坪,9条 5里 1坪 。12坪の計 H坪である。

田図南地区は,弘福寺領南地区比定地に含まれるとともに空港跡地再開発を核とする一連の開発の中

心的な区域であることに加えて,調査地点を設定するのに好都合な諸条件を備えていた。

①旧空港用地を含む周辺一帯が昭和19年に陸軍飛行場用地として接収された後,戦後に一部が区画整

理されて払い下げられているため,現用の道路,水路,畦畔等が条里推定線と重複していない。し

たがつて現用の構造物を切断することなしに条里遺構の検出が可能である。

②陸軍飛行場用地接収前の一帯の地割を示す更正図 (明治21～ 24年頃),文化年間の耕地絵図 (順道

絵図/1818年 )が存在しており,近世遺構に関していえば検出遺構の位置関係や土地利用の時期が

容易に特定できる。

③南地区比定地の東辺にあたる旧山田香川郡界線 (現在の林町。多肥上町境)を取り込むことが可能

な位置関係にあり,条里施工に関する調査が同時に実施できる。

等々である。

以上のことから,当該地区では平成6～9年度の調査年次全般にわたって計6ヶ 所の調査区を設定し

た。これらは大きく分類すると I:南地区比定地内部または周辺で関係遺跡及び土地利用状況を確認

しようとしたもの,Ⅱ :山田香川郡界線を初めとして比定地の範囲確認を目的としたものの2つ に分

けられる。Iと しては平成6年度調査区 (A調査区),平成8年度第 1調査区 (B調査区),平成9年度

第 2調査区 (C調査区)が ,Ⅱ には平成7年度調査区 (D調査区),平成8年度第2調査区 (E調査区),

平成9年度第 1調査区 (F調査区)がそれぞれ該当する。

各調査区の弘福寺領讃岐国山田郡田図南地区における位置関係を概観すると,A,F調査区は山田

郡8条 10里 15。 16坪に当たる。15坪は田図比定地に含まれ,16坪は15坪の東側に隣接はするものの

比定地外である。当該地点は平成6年当時,南側と東側の50m内外に開発に伴う調査の知見が得られて

おり,も っとも考古学的手がかりが濃密な地点であるとともに,順導絵図の記載によると岩田神社,吉

国寺の所在から条里遺構の位置関係の判別も容易と考えられたうえ,田図の記載でも「今墾」,「菫」な

ど多様な土地利用が集中した箇所でもあった。このためA地点を初年次の調査地点として,東西方向

道路に沿って5本の トレンチを縦一列に配置し,西から順に1～ 5ト レンチとした。そして後年,平成

9年度になって,遺構の広がりを確認する目的でA地点第3ト レンチ西端から北方向にC地点のトレン

チ調査を実施したものである。

B調査区は,山田郡8条 10里 8・ 9・ 16・ 17坪にまたがる位置にあり,田図の記載上では剥落の激し

い部分にかろうじて「津田」,「今 (墾 )」 などが読みとれる程度で田図から得られる情報はさほど多い

とはいえない。しかし,平成7年度に当該地に隣接する北側で市道拡幅工事に伴う事前調査を実施し

たところ古墳時代後期から奈良時代の遺物を含む谷状の凹地 (当初は旧河道と予想していた)がみら

れたため,こ の遺構の性格と広がりを確認するために平成8年度調査地点として設定したものである。

調査区は,ほぼ20m四方の調査範囲 (水田 1筆単位)を束西に2筆並べた設定としそれぞれ西区画,東

区各と称した。
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続くD～ F調査区は山田香川郡界線の確認を主たる目的として設定したものである。

弘福寺領讃岐国山田郡田図比定地は南北地区ともに田図西側の境界線を山田香川郡界線に一致させ

ているため,田図の位置比定の際の東西の振れは郡界線の位置確定によって固定することができる。し

かし,現時点で山田香川郡界線と認められる林,多肥上町境線は記録的には近世まで遡れるにすぎず ,

古代の郡界線の確定までには至っていない。一方,南地区比定地付近に認められる現在の表層条里か

ら見た郡界線の状況は,郡界線東側に隣接する山田郡最西端の坪並が北から南へ向かって僅かずつ東

西幅を減じており,条里呼称の上でもこの南北列のみが山田郡9条として半端になっているほか,里

数の呼称は8条以東の山田郡とも西接する香川郡とも異なっている。しかもこのような複雑さに加え

て,旧河道やその名残として現存しているため池などによる条里方格の乱れが条里分布を一層読み取

りにくくしている。このため一見迂遠とも考えられたが,郡界線の位置確定が田図比定地確定の絶対

条件と考えて3ヶ所の確認 トレンチを設定したものである。

このうちD調査区は,当初は下池取水口附近の西隣の水田に予定していたが,調査着手の早い段階

で瓦粘土の採掘によって地下遺構の堆積層が失われていることが判明したため,急速調査地を変更し

て下池取水日の南側としたものである。

この地点は,分が池の西側から下池,長池と続いて行く旧香東川が埋没して形成された浅い谷地形の

中に位置しており,第1次の調査の際にも遺構確認の小規模のグリッドで水田畦畔の一部を確認してい

る。しかし,水田という遺構の性格と狭除な調査面積の故をもって遺構の時期を示す遺物や遺構の広が

り(延伸方向)を十分に確認するに至らなかったため,それらの再確認をという思惑もあった。

調査範囲は,水田南辺の境界に沿って北に開く台形状に設定した。調査区南辺長25皿 ,同】ヒ辺長32.3m,

南北幅約7mである。また,調査の後段で遺構の延長確認のために北側に別途 トレンチを設けた。

E調査区も,当初は西方の下池東堤まで延伸して郡界線も併せて裁断する予定であったが,地権者

の意向や植付作物等の関係で果たせず,結果的には条里坪の外郭線または内分線となる溝状遺構等の

確認にとどまらぎるを得なくなった。E調査区の調査 トレンチは水田地境に沿つて北側と西側に鍵形

に設定し,北辺を第 1ト レンチ,西辺の4本を北から2～ 5ト レンチとした。E調査区の条里区画上の

位置は山田郡8条 10里19坪に相当し,田図上では墨線による方格中に「□□□時除百五十/□□□未

給」,「□□□□五十束代」の記載が見られ,おそらくは水田であつたと考えられる。

F地点も郡界線の載断を予定しての設定であつたが,これまでより位置を南にとって,田図比定地

の境界をも取り込める分が池北側の水田に設定した。現在の林,多肥上町境に直交する東西方向に総

延長42.5m,幅 3m,都合 4本のトレンチを縦一列に設定した。但し,第 1ト レンチと第 2ト レンチの間

約7m分は現在の町境となる用水路や植え付け作物の関係で未調査となっている。調査区の条里区画上

の位置は山田郡9条5里 1坪の西坪界線付近に相当し,当該界線は山田香川郡界線としても認識されて

いる。田図上では「直米」「□□束代」といつた収穫高に関すると思われるものとともに「津田」の記

載が見られるが,紙面の剥落が著しく不明瞭な部分である。

以上調査区の地図上での位置決めは,A,D調査区については発掘調査にともなう測量委託によっ

て4級国土座標点基準点を打設した。すなわち,A地点では調査地周辺に国土座標第Ⅳ座標系上で基

準点 1(X:143283.760,Y:52199.311)お よび基準点 2(X:143305.469,Y:52293.711)を ,D
地点でも同座標系上で基準点 1(X:143378.065,Y:51852.222)お よび基準点2(X:143406.Hl,

Y:51904.196)を設定した。

また,B,F調査区ではそれぞれ過年次に打設したA,D調査区の座標点を基準点に引照し,C,F

調査区については基準杭の打設はせずに周辺の地界構造物を位置および仮標高の基準とした。
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2 基本土層

II田図南地区比定地関係の調査として,A調査区トレンチ南壁,B調査区北壁を,I:山田香川郡界

線関係調査としてD調査区南壁,E調査区トレンチ西および北壁,F調査区トレンチ南壁を基本土

層として図示した。

(1)A調査区

第 1～第5ト レンチの南壁土層,総延長約105mを基本土層として掲げた。

全てのトレンチに共通に見られる第1,2層は黄灰色シル ト質極細砂の耕土層である。前者は現在の,

後者は戦後に旧陸軍飛行場用地から民間に払い下げられた際の水田復旧によるものと考えられる。

第 1ト レンチ西半では,第 3層黄褐色粗砂礫層以下,第4,5ト レンチでは第29層灰黄色砂礫層以下

の砂礫堆積層が地表から30cm近 くの浅い部分まで上がっており,微高地の様相を呈する。いずれのト

レンチも礫層上面から第1,2層間の20cm程度は近世から第二次大戦前後までの整地層と考えられ,昭

和19年の旧陸軍飛行場接収から戦後の民間払い下げによる耕地整理に伴うものであろう。

第1ト レンチ東半から第3ト レンチにかけては層厚10cm未満の薄いシルト層を中心とした布状の堆

積がみられ,旧河道にあたると思われる。第1か ら第2ト レンチに移る付近が最深部で,深さ1.5m,お

よそ10層の河川性の堆積が確認できた。

以下,ト レンチごとに土層の堆積状況を概観すると,第 1ト レンチでは,第 3層は黄褐色粗砂礫層

である。19世紀頃の宅地造成等に関わる整地層と考えられる。第4～ 6層 ,第 8層は灰黄色,または

オリーブ褐色の砂礫層である。微高地を構成する自然堆積層である。第7層は灰黄色砂礫層である。第

3層 と同時期または後世の人為的な整地層である。第7'層 も第7層 と同様に灰黄色砂礫層であるが,時

期的には第7'層 の方が古いと考えられる。第5層と第15層の微高地砂礫層の凹地を充填するように堆

積しているため,客土層とも考えられるが,最終的な判断材料に欠ける。

第9～ 13層 ,第 10'層 は,暗灰色または褐色系のシジレト質極細砂層である。遺物は確認されていな

いが,近世以降の水田耕作層と考えられる。15,16層は,黄褐色,暗灰黄色の砂礫層である。20,21

層は,黒褐色細砂質シル ト層である。旧河道のほぼ最下層の埋土である。

第2ト レンチでは,第22層,第23層は第2次大戦以降の客土層および耕作層,第18,18',19,24層 は,灰黄

褐色または暗オリーブの色調のシルト質極細砂層である。18層には,第2ト レンチから第3ト レンチにか

けて水田畦畔が明瞭に確認でき水田層と認められるが,遺物がないため時期は不確定である。

第3ト レンチから第5ト レンチは,第 2ト レンチの旧河道東岸にあたり,地形的なまとまりをもって

いる。第26,26'層は黒褐色の砂礫層である。旧河道東岸の微高地上面を被覆する客土層となってお

り,順道図絵等で岩田神社少道・吉国寺境内の地表層にほぼ相当すると考えられる。27は ,暗褐色の

シル ト質極細砂層,28～ 30は,微高地を形成する灰黄色砂礫層である。

第3ト レンチ中央部東寄りで第26層黒褐色砂礫層他を充填する溝状の落ち込みはSD05で あり,第26

層によって当初の幅員の半分ほどに東半を埋め立てられていることがわかる。第47～49層 によって

SD05が完全に消滅してしまうのはさらに後世のことで,おそらくは昭和19年のことであろう。また,

SD05は ,文化15(1818)年の順道図絵との対照によると岩田神社の参道松並木西側の溝に相当すると

考えられる。SD05埋土の東側に低い土手状に盛り上がる第27層暗褐色シルト質極細砂層には松根株の

痕跡が見られ,これが松並木に相当する部分と考えられる。

なお,旧河道の東肩は第 3ト レンチの溝状遺構 (SD04)に よって明瞭になっており,西の肩につい

ても第1ト レンチ東端付近で微高地砂礫層との切り合い関係が若干不整合になっているものの第20層 ,

第16層 の境日付近に求められる。
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(2)B調査区

東西両区画の調査区】ヒ辺側溝ならびに西区画の調査区南辺根J溝を基本土層として図示した。

西区画の北辺側溝では,現耕作土層から地山砂礫層までの計8層が確認できた。最深部は区画東半

のSX01の断面にかかる部分で,現地表下1,2mま でを側溝掘削により確認し,それ以下についてはボー

リングステッキによって,現地表下1.8mで砂礫層を確認した。

層序は上位から,第 1層現耕作土,第 2,3層現代 (第 2次大戦後)の堆積層,第 4層近現代溝状遺構 ,

第 5,6層須恵器 (6世紀後半)包含層,第 7層洪水砂礫層,第 8層弥生後期包含層となっている。

第4層は遺物の出土は希薄であるが,南北に延びる溝状遺構 (SD01,SD02)の埋土で,こ れらが現

在のコンクリー ト畦畔に沿つて南北流の平面プランを示すことから,SD01,SD02自 体が第2次大戦後

の所産と考えられる。したがって,第 4層以上は現代のものと判断される。

第 5・ 6層 は,SX01の上半層を形成する砂質シル ト質の埋土で,須恵器,弥生土器を包含する。平成

7年度の宮西。一角遺跡でも土質・埋土ともに同様に確認されており,一連のものと判断できるが,こ

のすぐ上位にあったとされる8世紀の包含層については今回の調査では確認できなかった。第7層 は西

区画のほぼ北西半を被覆する砂礫層で,北東流した洪水による堆積と考えられる。セクション部分で

約 20cmの 層厚を測り,遺物の包含は見られなかったが,第 6層 (古墳時代後期)と第8層 (弥生時代

後期)の包含層に挟まれており,SE01(14世紀頃)が 7層以上から掘り込まれていることもあわせる

と,弥生時代末から古墳時代後期の間の堆積と考えられる。第 8層は,弥生時代後期の土器を包含す

る暗オリーブ褐色砂質シルト層で,セクション部分で40～ 50cmの層厚を測る。SX01の下半層を形成

するとともに,さ らに南へ延びてSX04に連続して浅い谷状の地形を形成するものと思われるが,全掘

には至らなかった。第9層は地山遺構面を形成する褐色細砂層である。

西区画南側では,土層観察と排水を目的とした側溝を利用して土層確認を行った。側溝は調査区南

辺のほぼ全域にわたって平均50cmの深度で掘り下げ,現耕作土以下7層の堆積を確認した。

層序は上位から,第 1層現耕作土,第 2,3層現代 (第 2次大戦後)の堆積層,第 4層遺構掘り込み

面形成層,第 5層洪水砂礫層,第 6層地山層,第 7層近現代溝状遺構 (SD04)埋土となっている。

このうち第 1,3,5層は,若干の色調の相違はあるものの,それぞれ北側溝の第 1,2,7層 と対応

するものと思われる。また,第 4層上面から第6層を裁断して黄褐色系の砂脈が3ヶ所見られる。砂脈

の基根部を確認していないが,地震の液状化現象による噴砂の可能性もある。

東区画北側溝では,主に東半部の竪穴住居跡を断裁する部分の上層を図示した。

層序は,上位から第 1層現耕作土,第 2,3層現代耕土層,第 4層竪穴住居 (SH01)埋土,第 5層竪

穴住居 (SH03)埋土,第 6,7層遺構面形成層など8層である。

第 1～ 3層は,西区画北側溝土層と同一のもので,第 2次大戦後の堆積になるものである。第4,5

層は側溝付近で切りあう2棟の竪穴住居埋土層で,第 5層 を埋土とするSH03の埋没後に改めてS■01が

掘り込まれ,これら廃絶後の堆積が第4層 と考えられる。第5層はSH03の 中央ピットをも断裁してお

り,ビ ットの底付近には焦土層も確認されている。本遺跡の北約lmの宮西。一角遺跡の調査において

も土層堆積に若干の相違が見られるものの,一連の状況が確認されている。

(3)D調査区

基本土層として調査区南側溝の南壁の上層図を示した。第 1層現耕作土に続く第2～第8層はいずれ

も灰黄色から黄灰色を呈するシルト質極細砂で,遺物の出土が希薄なため時期が明確でないものの,概

ね中世から近世以降の耕土層と考えられる。このうち,第 7層の上面では水田畦畔が確認できた。
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第 10～第 16層 は弥生時代後期の自然流路の埋土で,黒色シルト系と灰色粗砂系の埋上がほぼ交互

に堆積している。位置的には調査区東端の段丘直下 (SD01・ 02)と 調査区中程やや西寄 り(SD03)の 2ヶ

所に3本の流れとして見られる。SD01・ 02が谷地形の東斜面中位から下端付近に沿って伸びるのに対し

SD03は谷部中央部を脊梁状に延びると考えられ,位置関係に若千の相違があるものの,いずれも地形

に沿つて北東に延びていることなどから人為的な遺構というよりはむしろ旧河道内の自然流路的な溝

であると考えられる。一方,中近世耕土層第 2～第 8層中第 7層水田層を含む第5～第 8層 は,谷地形

内部ではSD03埋上の上層に堆積しているが,東肩付近ではSD02の掘り方の一部を削平して堆積してい

る。このことから,当該水田層の形成時期に谷内部で相当規模の土地造成が行われており,以降,度

重なる決水と相前後しながら水田耕作が営まれてきたことが想像される。

水田畦畔と自然流路の方向を確認するために,調査区から北へ約20mの地点に東西約7mのサブトレン

チを設定して土層観察を行った。ほとんどの層が調査区南側溝の土層と対応関係を示し,7層に分層され

たうちの最下層のみが弥生後対の自然流路の埋土と対応したほかは,いずれも中近世以降のものと考え

られた。また,すべての層が比較的に起伏のない平坦な堆積をしており,畦畔の隆起や流路の切り込み

が明瞭に見られなかったこともあって地形の細かい変化までは十分に把握できなかった。

(4)E調査区

第 1ト レンチにあっては側溝北壁,第2か ら第4ト レンチでは狽1溝西壁の土層断面図を基本土層とし

て図示した。基本土層から見た土地条件は,E調査区全体が安定した微高地の上に立地しているが,第

1～第 3ト レンチでは最終遺構面としてオリーブ褐色細砂層 (第 16層 )が広く見られるのに対し,南

側の第4,第5ト レンチでは南に向かうに従って同層が次第に浅い位置で薄くなってゆくものと思われ,

第5ト レンチ中程で途切れて下層の黄灰色砂礫層が露出してくる。このため,水田開発前の原地形と

しては南側が相対的に高まっていたと予想することができる。なお,E調査区の上層注記は第7層 に

ぶい黄褐色シル ト質極細砂層など一部共通するものもあるが,基本的には第 1～第3層 と第4,第 5層

で別途に付した。これは,最終遺構面までの堆積の深度や (あ る意味ではこれに起因してくるが)第

1か ら第3ト レンチの周囲が水田であるのに対し,第 4,第 5層が一部畑として利用されているという

土地利用の相違等で土層の状況に若子の変化が見られることによる。

以下,第 1～ 3ト レンチから土層の堆積状況を見ると,第 1層オリーブ褐色シルト質極細砂層から第

7層にぶい黄褐色シルト質極細砂層は,部分的に断絶も見られるものの,調査トレンチ全体にわたってま

んべんなく分布している。このうち,第 1層は現耕作土層,第 2～第6層はおおむね近世以降の耕土層と

考えられる。第 1ト レンチ東端付近の第3層 ,第 8層掘削中に近世染付細片等が出土しており,年代の指

標となる。第7層 にぶい黄褐色シルト質極細砂層は,部分的に堆積の厚薄はあるものの,第 1～第5ト レ

ンチまでE調査区の全域にわたって見られる。総体に遺物の包含が希薄であるが,須恵器杯蓋片,土師

器細片,弥生土器細片など若千が出土しており,8世紀にもっとも近い層準と考えられるが,遺物の摩耗

が激しく限定には至らなかった。第1ト レンチ中程で本層を埋土にもつ南北方向の溝状遺構を分断して

いるが,第 1ト レンチ西端から約H.5mの距離にあたり,E調査区西界の坪界線からの距離としても適

当ではない。なお,第 7層上面には水田畦畔等の痕跡も確認できなかった。

第9層暗褐色砂質シルトは,第 16層オリーブ褐色細砂層を掘り込み面として部分的に旧河道埋土状

に厚く堆積をしており,深い部分では層厚は40cm近 くにおよんでいる。トレンチ調査のため全体的な

状況は不明であるが,おおむね南北方向または南西から北東方向の溝または旧河道状の遺構になるも

のと考えられる。内部から弥生土器片を出上しているが,細片で表面の摩耗も著しいため限定的な時

期決定には至らなかった。
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第 17図 E調査区第1トレンチ基本土層図
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第18図 E調査区第2第 3トレンチ基本土層図
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Hue2.5Y4/3

Hue2.5Y5/2

Hue2.5Y5/2

Hue2.5Y5/2
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N

囲「一

第4トレンチ

第5トレンチ

N

囲『一

1 オリープ褐色シル ト質極細砂

2 黄灰色シル ト質極細砂

3 暗灰黄色細砂

4 黄褐色シル ト質極細砂

Hue2.5Y4/3(現耕作土)

Hue2.5Y5/1

Hue2.5Y5/2

Hue2.5Y5/4

9 黒褐色砂質シル ト

10褐灰色細砂

11黄灰色砂礫

12黄灰色砂礫

Hue10YR3/1

Hue10YR4/1

Hue2.5Y4/1(小礫)

Hue2.5Y4/1(中 ～大礫)

5 にぶい黄色細砂       Hue2.5Y6/3
6 暗灰黄色細砂        Hue2.5Y5/2
7 にぶい黄褐色シルト質極細砂 HueloYR5/3

8 褐灰色砂質シルト      Hue10YR4/1

第 19図 E調査区第4・ 第5トレンチ基本土層図
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第 10層オリーブ褐色シル ト質極細砂は,第 1ト レンチ中程から第 7層の直上に出現し,第 2ト レン

チから南へ移るにつれて次第に第7層 と入れ替わってゆく。第7層 と共に8世紀にもっとも近い層序と

考えられるが,遺物の確認がなく時代は未定で,水田畦畔等も確認できなかった。

第8層 ,第 H層～第 15層 ,第 17～第 25層 ,第 30層は,第 6層以上の堆積に関係する間層または

ピットおよび土坑の埋土層である。第26層 も第25層上面から掘り込む土坑状の埋土で,用途や性格は

不明であるが近世以降の所産であろう。

第 27層～第 29層 ,第 31層～第33層は,第 3ト レンチの南端付近の土層で,いずれも暗灰黄色系の

シルト質極細砂の上質である。これらは,第 1ト レンチから第3ト レンチの直前までの層位が基本的に

水平堆積層であったのに比べて,そ うした意味での規則性が失われているように見受けられる。時期

的には近世以降の堆積と思われるが,水田耕作と畑作等の土地利用の違いを反映しているのかもしれ

ない。

E調査区の南半となる第4,第 5地点も第 1層～第6層は近世から現代の耕土層と考えられるが,畑

作と水田耕作の違いによるものか,第 1か ら第3ト レンチよりも全体的に土色が黄褐色がかっており,

各層上面の乱れも日立っている。

第7層は第1か ら第3ト レンチと同様でにぶい黄褐色シル ト質極細砂層である。第7層上面のレベル

を第 1ト レンチと比較すると,第 1ト レンチでは仮ベンチマークとほぼ同レベルにあるのに対し,第 5

トレンチでは仮ベンチマークー10cm付近に層上面が位置し,南側の方が低くなっている。層上面の状

況をみると第5ト レンチの方が起伏が多く,上層からの掘削等により乱されたような状況にあるため,

当時の高低差の比較をする場合には後世の削平も考慮に入れる必要があるかもしれない。なお,現地

表面の高低差では第5ト レンチの方が第1ト レンチよりも5cmほ ど高くなっており,本段冒頭の原地形

の推定とも沿つたかたちとなっている。

第8～第 10層 は,第 7層上面を掘り込み面とする土坑の埋土である。出土遺物がないため時期等は

明らかでない。

第 H層 ,第 12層の黄灰色砂礫層は,第 1～第 3ト レンチで第 16層 とした最終遺構面オリーブ褐色

細砂質層の基盤層となるものと考えられる。

(5)F調査区

現林・多肥上町境 (推定旧山田香川郡界線)に跨って4本のトレンチを東西縦列方向に設定した。東

端に位置する第 1ト レンチが林町域 (1日 山田郡域)に ,以下,西へ順に第2,3,4ト レンチが多肥上町

域 (十日香川郡域)に位置する。

いずれも現耕作土下20～40cmで 最終遺構面に到達し,土地条件としては安定的な微高地の様相を

呈するが,調査区南側に10m程隔てた分ヶ池が旧河道の谷地形を利用した溜池で,北側120m付近にも

桜木出水付近から下池に続く旧河道 (谷地形)が存在することを考えると,当時は不安定な小河川に

囲まれた孤島のような存在であったかとも想像される。

調査区南辺を基本土層として掲げた。

第 1ト レンチでは,ほぼトレンチ全面を占めて西流の後第2ト レンチの南東端をかすめて北西流す

るSD01(弥生時代中後期),ト レンチ西辺に沿って北流し調査区外で西に向かうSD03(近世)の存在

によって土層に若子の変化が見られるが,第 2ト レンチ以西では近世以降の浅い溝跡や地下げの痕跡

のみで目立った堆積はなかった。

以下各 トレンチの土層について概観すると,第 1ト レンチでは現耕作土である第 1層灰黄褐色シル
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卜質極細砂を最上位として,第3層暗オリーブ褐色シル ト質極細砂,第4層灰黄褐色シル ト質極細砂の

近現代耕土層が続く。調査区西端で錯綜する第5層～第14層は南北流する近世溝状遺構の堆積である。

第8層灰黄褐色細砂はSD02の 埋土である。第 12層褐灰色シル ト質極細砂,第 13灰黄褐色シル ト質極

細砂,第 14層灰黄褐色細砂はSD03の埋土と考えられる。第 16層灰黄褐色細砂は井戸の控え部分の埋

め戻し土,第 17層暗灰黄色砂礫は同井戸廃棄の際の埋め土である。出土遺物がなかったが,周 囲の状

況や地権者からの聞き取りによって近代頃の廃絶になるものと考えられる。第18層灰黄褐色シル ト質

極細砂は弥生中期から後期の上器を包含するSD01の埋土である。第19層灰黄褐色シルト質極細砂も同

様な埋土であるが,遺構完掘後に南北のセクションで溝断面状の落ち込みを確認したものである。そ

して最下層 (最終遺構面)が第 7層 にぶい黄褐色細砂であつた。

第2～第4ト レンチは近世以降の浅い掘り込み意外で日立った遺構は見られない。第1層黒褐色シル

ト質極細砂は現耕作土層で第2～第4ト レンチに共通に見られる。色調に若干の相違があるものの第 1

トレンチと同質のものであろう。第2層黄褐色細砂は第2ト レンチのみに第 1層 の下位層として認めら

れる。現耕作上の床土である。第3層,第 3'層 ,第 4層の黄灰色シル ト質極細砂,第 4'層暗灰黄色シ

ル ト質極細砂,第 5層黒褐色細砂はいずれも近世の遺構である。ピット状,溝状,土坑状,地下げ状

と多様な平面形態をとり,性格的にも不明瞭な遺構である。遺構の切り合いから第4層→第3層→第5

層の掘削順が復元できるがいずれ近接した時期の産物であろう。
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第1トレンチ南

3 暗オリーブ褐色シルト質極細砂 Hue2.5Y3/3

第 1トレンチ土層注記

1 灰黄褐色シル ト質極細砂

2 褐色花筒土砂礫

Hue10YR 4/2(現 耕作土)

Hue10YR 4/4(用 水路工事控埋土)

Hue10YR 3/2
Hue10YR 4/4
Hue7.5YR3/2
Hue10YR 4/3(地 山)

HueYR   4/2
〃

Hue10YR 4/3
Hue10YR 4/4
Hue10YR 4/1
lue10YR 4/2
Hue10YR 5/2
Hue10YR 4/2
lue10YR 5/2(SE01控 掘)

Hue2.5Y 4/2(SE01埋 土)

Hue10YR 4/2(SE01埋 土)

〃

Hue2.5Y 4/1

4 灰黄褐色シル ト質極細砂

5 にぶい黄褐色細砂
6 黒褐色細砂
7 にぶい黄褐色細砂
8 灰黄褐色細砂
9          〃

10 にぶい黄褐色細砂
H 褐色細砂
12 褐灰色シル ト質極細砂

13 灰黄褐色シル ト質極細砂

14 灰黄褐色細砂

15 灰黄褐色細砂

16 灰黄褐色細砂
17 暗灰黄色砂礫
18 灰黄褐色シル ト質極細砂

19        〃

20 黄灰色細砂

L=207m

L=20.7m

第1トレンチ東

L=207m

L=20.7m

L=20。 7m

0            1m

第3トレンチ

第4トレンチ
第2～ 4トレンチ土層注記
1 黒褐色シル ト質極細砂
2 黄灰色細砂
3 黄灰色シル ト質極細砂
3'     〃

4 黄灰色シル ト質極細砂
4'暗灰黄色シル ト質極細砂
5 黒褐色細砂
6 暗灰黄色細砂
7    〃

Hue2.5YR 3/1(現 耕作土)

〃  5/1(床土)

〃  4/1
〃  〃(褐鉄鉱やや多い)

〃  5/1
〃    4/2
〃   3/2
〃  5/2(床土)

〃  4/2(地山)

第 20図 F調査区基本土層図
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3 遺構と遺物

(1)A・ C調査区

A調査では,遺構として4本の溝状遺構 (う ち2本は断面確認のみ)と松並木の根株跡,褐色砂礫

の客土整地層の段差,および旧河道埋土中の水田層 (断面観察のみ)を検出した。溝状遺構の遺構番

号については,第 1ト レンチから東へ順にSD01～ SD05と した。また,A調査区第3ト レンチの東端か

ら北方向に拡張したC調査区でも3本の溝状遺構と井戸跡1基が認められたが,こ のうち2本の清状遺

構はA調査区第3ト レンチのSD05の北方延伸部分と西への直曲部分であることを確認した。

SD01
SD01は,第 1ト レンチ西端から東へ約10mで確認された。検出面は第2層現代耕作土層の直下で,ほ

ぼ南北流し,検出幅1.2m,深 さ30cmを測る。埋土は,草木灰様の黒色シルト(上層)と暗灰黄色シル

ト質楓細砂 (下層)の 2層に分けることができる。

第 1ト レンチ出土遺物はすべてSD01よ り出土している。とは軒平瓦である。唐草文の変形と考えて

おり,米印の中心から波形の枝をつけている。2は陶器底部である。内面及び外面下部にナデを施す。

器種は不明である。3は玉縁式丸瓦である。玉縁の付け根付近に穿孔を有する。また,凹面には布目圧

痕がみられる。

SD02
SD02は,SD01の直下に重なって検出され,SD01同様ほぼ南北流する。第3,第 7層を掘込面とし,検

出幅約 2m,深さ約50cmを測る。埋土は,細礫を含むオリーブ褐色シル ト質極細砂 (上層),暗オリー

ブ褐色シル ト質極細砂 (下層)の 2層 に分かれる。

SDO卜 02の位置は,順道図絵および明治期の地籍図でも水路として表現され,方向も条里地割にほ

ぼ沿つているため,条里に規制された古くからの地割であると考えられる。

SD03
SD01・ SD02か ら東へ約5m隔てた地点でSD03を確認した。土層断面による観察に限られたため流れ

の方向は確定的ではないが,SD01・ 02同様南北流するものと思われる。第7層灰黄色砂礫層から掘込

み,幅 3m,深さ約50cmを測る。埋土はSD02と ほぼ同様で,中位に細礫を含むオリーブ褐色シル ト質

極細砂,最下層に暗オリーブ褐色シルト質極細砂を充填するが,埋没の最終段階,最上層に黄褐色シ

ル ト質極細砂,にぶい黄褐色細砂の2層がかぶつている。掘込面,埋土から見てSD02と 同時期のもの

と考えられる。

SD04
SD04は ,第 2ト レンチ西端から5m東寄りの地点で確認された。第 22層上面 (現耕水田層)よ り掘

込み,検出幅 2m,深さ20cmで北流する。埋土は,暗灰黄色砂岩大礫の単一層である。

順道図絵上では,該当する位置は水田として表現されていて溝など土地を区画する遺構は確認でき

ず,ま た明治期の地籍図でもほぼ同位置に水路はあるものの方位が違っている。このため,方位とし

ては条里方向にほぼ従うものの,明治中頃以降に新しく設定されたものと推定できる。

第2ト レンチ出土の主な遺物を一括して掲げた。4は軒平瓦である。右半及び左端部を欠損している。

中央に囲み線で表現された現存4弁の花文を配し,その下から2本の枝を出している。枝は内側のもの

が右,外側のものが左にそれぞれ2回ずつ巻いている。5は軒丸瓦である。下半部を欠損するため現存

9葉であるが,推定16葉の花弁をもつ菊文であつたと思われる。6は上半部を欠損しているが,石灯篭

の一部であると考えている。花闘岩系の石材を使用し,中心付近に穿孔を有する。
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第21図 A調査区遺構配置図
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穿孔の形状は別として,おそらくこのような石材が全4枚と屋根及び底部で家形をなし,それに脚

がついて現在でも寺院で見かけるような姿に復原されるのであろう。

SD05・ 松並木跡

SD05は第 3ト レンチ東寄りからC調査区南東隅をかすめるN10° E方向 (磁北)に検出された。屈曲

部分をトレンチに含んでいないものの,C調査区のほぼ中央付近で西直角に方向を転じて検出遺構に

つながっていくものと考えられる。南北方向の検出延長 18.8m。 このうちA調査区部分では検出幅
2.5m,第 26層黒褐色砂礫層 (客土層)および第 10層上面より掘込んで深さ20cmを測り,C調査区で

の計測値は検出幅1.65cm以 上,深さ50cm(い ずれも最大値)である。一方,東西方向では検出延長

乱
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第22図 A調査区出土遺物実測図

0            10 cm
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番号 器   種
法 量(cm)

形態・手法の特徴
色    調

胎  土
口径 底径 器高 外  面 内  面

1
均整
着章文軒平Il

ｍ
ｗ

ざ

４

長

３
．

膏軍文の変形で米印の甲心か ら波形の板をつけ

ている

陶器底部
一ア
デ

ナ
ナ

画
面

外
内

3 玉緑式丸瓦
(瓦当径 )

10.4
(長さ )

8。 2

玉緑の付け根付近に多孔
内面 布目圧痕

4
均整
唐草文軒平瓦

巾

２
．

(長さ)

2.2

現存 4升の花文、その下から2本の枝を出し

内個のものが右外側のものが左に2回ずつ巻い
ている

5 菊花文軒丸瓦
(瓦当径 )

18.2
(長さ)

An
下半部欠損のため現存 9栞であるが推足 16葉の
″牟歩と1つ葛立>照われ,ス

6 石灯籠
(巾 )

ln A
(高さ)

6.0
中央付近に穿孔 花南岩系の石材

7 輪違い瓦
(瓦当径 )

9.0
(長さ)

9.2

蔭断面 ほほ三角形
下部面取りを行つている

V面 阿  積 会 形

文字軒丸瓦
(瓦当径 )

13.4
(長さ)

10.8
吉田寺の「吉」字の型上半

文字軒丸瓦
(瓦当径 )

11.4
(長さ)

7.4
吉田寺の「吉」字の型の一部

第3表 A調査区出土遺物観察表

3.8皿 ,検出幅2.7m,深 さは,SD05を境として南北側の掘り込み面に互いに30cmの 高低差を有している

ため,南側検出面から50cm,北側検出面からは20cmを測る。

A調査区基本土層によると埋土は下層に灰黄褐色シル ト質極細砂,上層は現耕水田耕土と灰オリー

ブシル ト質紅細砂の混清上が遺構検出面も含めて広く覆っており,周辺部の客土整地に伴って人為的

に埋め立てられたものと観察される。さらにこれより先には,SD05の東半分は遺構東半の検出面を構

成する第26層黒褐色砂礫 (客土層)に よる埋め立てで,も との水路幅の半分ほどに縮小されていた。

こうした土層の状況は,E調査区トレンチ第3層黄褐色シルト質極細砂,第4層暗オリーブ褐色礫混

じり粗砂,第 9層黄褐色砂礫といったSD05の埋土と,細部の土層表記では相違するものの,おおむね

対応すると思われる。また,SD05東西流では第10層黒褐色シル ト,第H層黒褐色シル ト質極細砂,第

12層黄褐色シル ト質極細砂,第 15層黒褐色粗砂礫が当該の層位である。第 15層黒褐色粗砂礫以外に

ついてはトレンチ束壁付近でSD05東西流埋土に切り込む素掘り井戸の埋土等の攪乱が影響しているも

のと思われる。

一方,A調査区第3ト レンチのSD05の東岸は,第26層に被覆されているが,暗褐色シル ト質極細砂層が

幅約1.5m,高 さ50cmで遺構に沿って土手状に延びていると思われ,こ こに松の根株数本が列状に検出さ

れている。順道図絵によると,こ の付近は岩田神社参道および吉国寺の境内地に対応するため,SD05は参

道西縁の境界をなす用水路と松並木,第26層は神社参道と吉国寺境内の整地層と考えられる。

SD05は ,順道図絵上では岩田神社参道西路縁と位置的に適合しているが,明治24年の地籍図では

当該箇所は水田筆界となっており,用水路の記述は見られない。したがって遺構としては近代以降の

所産と推定されるが,筆界東側の水田が神社参道 (相撲場)部分と同様の平面形をなしていることか

ら,神社参道 (相撲場)が後世に水田に転用されたものと考えられ,従って土地区画としては古いも

のであろう。

SD05出土遺物の主なものを第22・ 25図 に掲げた。第22図はA調査区第3ト レンチ出土のもので71ま

輪違い瓦である。縦断面はほぼ三角形であり,またそれを意識して下部の面取りを行っている。平面

形は逆台形を呈する。8・ 91ま軒丸瓦である。8は下半部を,9は左半及び下半部を欠損するが,と もに

吉国寺の「吉」字を型どったものであろう。

第25図は,C調査区出土のものである。12平瓦片に刻印された「(林)善右衛門」の刻印等から遺

構の埋没年代としては現代 (終戦以前)が考えられる (「 18～ 19世紀の土器・瓦について」空港跡地

遺跡発掘調査概報 平成5年度)。
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o               2.5市

第 23図 C調査区遺構配置図

い 18.5m

オリープ褐色シル ト質極細砂

黄褐色シル ト質極細砂

黄褐色シル ト質極細砂

暗オリープ褐色レキ混 り粗砂

暗灰黄色砂質シル ト

暗灰黄色砂質シル ト

黄灰色中砂～細砂

暗灰黄色シル ト質細砂
〃

黄灰色砂 レキ

黒褐色シル ト

黒褐色シル ト質極細砂

黄灰色シル ト質細砂
オリープ褐色細砂

黒色細 レキ

黒褐色粗砂レキ

暗灰黄色シル ト質極細砂
〃 シル ト質細砂

黒褐色小レキ混 り細砂

(小砂レキ多く含む)現耕作土

(小砂レキ多く含む)現床土

(小砂レキ多く含む)S19の客土

S19の溝の埋土(埋立上)

(黄褐色の地山砂質シル トプロツク含む)

戦前の耕作土
〃

細 レキ含む締まりが悪 く腐葉土状

細 レキ混 り

石炭 ガラス等の燃えカス状

地山
炭多 く含む

1

2

3

4

5

5'

6

Hue2.5Y4/3
Hue2.5Y5/4
Hue2.5Y5/3
Huc2.5Y3/3
Hue2.5Y5/2
Hue2.5Y4/2
Hue2.5Y4/1
Hue2.5Y4/2

〃

Hue2.5Y4/1
Hue2.5Y3/2

〃

Hue2.5Y4/1
Hue2.5Y4/3
Hue2.5Y2/1
Hue2.5Y3/2
Hue2.5Y4/2

〃

Hue10YR3/2

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

戦後の埋立土

第 24図 C調査区東壁面土層図
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SD05

番号 器    種 形態・手法の特徴
色     調

胎  土
口 器 高 外

1 陶器 高杯
杯部外面ナデ :内 面ナデ
圏都択面ナデ :内面ナデ

灰白5Y7/1 灰自5Y8/1 密

2 染付 小鉢 体部外面ナデ:内面ナデ
(素地 )

灰白7.5Y3/1
(染付 )

館角
精良

3 陶器 (6.2) 外面ナデ :内 面:ナ デ
(素地)

灰白2.5GY8/1

4 〃 重 7.0 外面ナデ:内 面ナデ
(素地)

赤 1014/6
(釉 )

里瓶 氏Vnn/1

5 文字軒丸瓦
(瓦当径 )

14.0
(長さ

'9.0
外面ナデ :内 面ナデ

「吉 1の 聞 分
灰 N41 灰 N41 密

6 染付け碗 外面ナデ :内面ナデ
(累地 ,

灰白N81 鰤
鮪

精良

7 自磁 皿 外面ナデ :内面ナデ

帥卿8 6.6 外面ナデ :内面ナデ
(素地 )

灰自N81

9 土師器 外面ナデ:内 面板ナデ
にぶ褐

7 氏VnA/a
におい貢種

l fIVRI

lШ阻 以 下 の 長 石 角 閃

肩 券含 よe

三巴文軒丸瓦
(瓦当径 )

14.4
(長さ )

lR 外面ナデ:内面ナデ 灰 N41 灰 N41 密

11 平 瓦
中

２
．

(長さ )

5.7
外面タタキ痕:内面布目 灰 N61 灰 N51

l則n以 下の石芙長石
を含む

巾

０

．

(長さ )

ln n 外面ナデ:内 面ナデ 暗青灰 5PB4/1 暗灰 N31 密

第5表 C ・SD06

番号 器   種 形態・手法の特徴 胎  土
口 径 器 外   面 内

l 陶磁器 碗 外面 ナデ 内面 ナデ
(累地 )

灰白N81 卿鮪
精良

2 自磁 碗 外面 ナデ 内面 ナデ
(系 IB)

灰白N81

陶器 片手鍋 外面 ナデ 内面 ナデ
(系麹)

灰白2.5Y8/1
(釉 )

舜苦 W7/R

4 備前競 信鉢
外面 ナデ 指頭圧反、概合反
肉 面 捲 市 r浦 ヽ 権 日

灰赤 2.5Ⅶ4/2 灰赤 1014/2

三巴文軒丸瓦
(瓦 当任

'lR^馬

(長さ)

lFt Q 外面 ナ デ 内面 ナデ 灰 7.5Y6/1 灰7.5Y6/1 密

SD06

C調査区 トレンチの SD05東西流の下層で確認された。SD05の南辺に沿つて重複する形で検出幅

80cm,深 さ約20cmを測る。両側掘り肩から斜面部にかけて拳大の川原石によって護岸が施されていた

と見られるが,北岸は後世のSE01に よる攪乱で石材の残存はほとんど見られない。

段差状遺構

第 5ト レンチの束端の,現耕作土直下の黒褐色砂礫層 (第 26層)上面に段差状の遺構を確認した。

第 26層 は,微高地地山の灰黄色砂礫層 (第 29層 )の上層に厚さ約10cmで人為的に盛られた客土層

であると考えられる。段差は,約 5cmの高低差を持って西側が高く,僅かに蛇行しながら南西から北

束方向に延びている。

SD05東岸に土手状の盛土とともに確認した松の根株跡との直線距離は約30mを 測り,これは順道図

絵で見る岩田神社参道の幅員 (松並木の並木幅を含めて約18m)と は10皿近い開きがある。したがつて ,

順道図絵の表現を距離的にもほぼ正確なものと仮定すれば,こ の段差は吉国寺域のなんらかの施設に

伴う段差の痕跡と考えるべきものと思われる。

SE01

SD05の北西角から西へ約5mに検出された素掘りの井戸跡である。検出面の直径 2皿 ×1.75mのやや

南北に長い精円形を呈し,深さは検出面から約50cmで地山の砂礫層に達する。SD05と の切り合いは必

ずしも明確ではなかったが,底付近から化学肥料のビニール袋等が出たことにより戦後の埋没と考え

られる。SD05自 体は昭和19年の軍用地接収から終戦直後の民間払い下げの過程で埋められたものであ

るから,遺構の変遷としてはSD06(1818～ 1991頃)→ SD05(1991以降～1945年頃)→ SE01(1945

年以降)の順序をたどるものと思われる。
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第 26図 C調査区客土層(1～ 3)。 SD06(4～ 5)出 土遺物実測図

0              1o cm

SR01
近世遺構の確認の後,側溝掘削によって自然河道 (SR01)を確認した。第 1ト レンチ東端付近から

第3ト レンチ中程のSD05西肩付近までの東西約34mにおよんでいる。旧河道の想定流路方向は真北よ

りはやや東に振れていると考えられるため,ト レンチで捕捉した延長はやや流路に斜行しており,正

横断面の幅員はもう少し狭くなるものの,それでも20m超の規模は有していると思われる。

第 20層 ,第 21層 といった黒褐色のシル ト質埋土が河道の大部分を埋積し,さ らに上層には水田耕

作が営まれていたと見られる灰褐色から暗オリーブ褐色のシル ト質極細砂層 (第 18,18',19,24層 )

がそれぞれ 10～ 15cm程度に堆積している。中でも第18層 には水田畦畔の盛り上がりが断面で明確に

確認できるが,出土遺物が希薄なため時期の決定には至らなかった。

(2)B調査区

東西両区画とも,現在の耕作土および近現代の遺物を包含する床土層 1,2層 を除去すると,現地表下

約15～ 30cmで遺構面が出現する。遺構は,弥生時代前期の土坑 6,弥生後刺の竪穴住居 3,弥生時代後期 ,

古墳時代後対の須恵器などを包含する不明遺構 2,中世石組み井戸 1,近世条里区画溝 1,近世から現代
の不明遺構 (水溜か)2,昭和初期の三谷幹線水路などが同一遺構面上に確認できる。

遺構面を形成する層は場所場所で多様であり,西へ寄るほど不安定な要素が強い。西区画では北西

部の一角が決水砂礫層で,上面からSE01が 掘り込まれていることから,現在も地下に北東流する

水脈が通っていると思われる。東西両区画の北半では,灰黄褐色系の細砂層が遺構面となっており,弥

生時代前期末の土坑ならびに後期の竪穴住居の掘り込み層である。西区画の南半に広がる褐色細砂層

は,SX01,o4の 弥生包含層と近似しており,あるいは包含層の一部かとも考えられる。東区画

南半には和泉砂岩風化礫を主とする砂礫層が見られるが,こ れは飛行場造成または戦後の開墾により

地山層下層の砂礫層が露出したものと考えられ,造成前の地形が北東に緩やかに傾斜していたことが

分かる。戦前の地形を知る地権者の話では,遺構の現存の深さなどから判断して,30cm程度は削平を

受けているのではないかとのことであった。
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第27図 B調査区西区画遺構配置図
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第28図 B調査区東区画遺構配置図
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(ア)近 世。近現代の遺構

三谷幹線水路

東西区画の境界線に斜行して南南西から北北東に延びるコンクリー ト製の用水路を検出した。用水

路は厚み 15cmの コンクリー ト壁を箱形に立ち上げており,水路幅75cm,深さ60cmを 測る。東西両区

画の境付近からやや南寄りまではコンクリー トの底打ちが見られるが,南半では底部のコンクリート

が欠損していて側壁のみの構築となっている。廃棄の際の欠損か,建設当初からのものかは明らかで

ない。

遺構は,昭和初期の渇水時に三谷三郎池から通水した三谷幹線水路と考えられる。三谷幹線水路は,

埋め立て前の池代池東堤を北へ延長した方向に延びており,池代池の北堤の北半町を東西の条里方向

に延びる里道と交差する位置で北西へ35° 屈曲し,さ らに8mの地点で再び条里地割に方向を戻してい

て,総体的にはN15° E前後の方位を示している。これは,文化 15(1818)年の『山田郡下林村順道

図絵』,明治23(1990)頃の『山田郡下林村第弐号松生切り絵図』に見られる地境とほぼ一致しており,

さらには後述するSX03を避ける形で築造されたためと考えられる。

また,三谷幹線水路の埋土は,オ リーブ褐色砂質の耕作土,地山砂

礫層などの混交で,中位に砂岩質の河原石が多量に投棄されており,

これから昭和19年の陸軍林飛行場造成の際に埋められたものと思われ

る。

SD03
東区画南東隅から西北西方向N68° Wを示す東西流と,三谷幹線水

路の西側で幹線と平行に北へ分岐する南北流からなり,全体としてT
字状に検出された溝状遺構である。東西延長17.5mを測り,西端はSE01

付近の砂礫層上で不明瞭に消滅,東端は三谷幹線水路の上部を掛け渡

しで交差していたと思われ,こ のためのコンクリート承盤の基部のみ

がかろうじて残存している。三谷幹線水路を越えた東区画側について

は想定延長部分を拡張して確認したが,削平によるものか,延長部の確 第30図 SD03土層断面図

認はできなかった。

SD03は ,東西流の最大部で検出幅 2m,深 さ約20cmを測り,護岸のためか,南北流との合流点を中

心に東西流の南側に河原石による積み石が断続的に見られる。南北流路はH.5mに及ぶ全体が素掘り

になっており,河原石による護岸等は見られない。南北流最大部で検出幅1.lm,深さ約20cmを測る。

東西流と南北流の接点に深さ約25cmの ピットが2つ並んでおり,南北流への水流をせき止めるような

しきりをもっていた可能性もある。三谷幹線水路との交点西側に土管を用いた暗渠の基部が残存して

いることと,先述のコンクリー ト承盤等の存在から最終の埋没は昭和19年のことと考えられるが,『 山

田郡下林村順道図絵』から,少なくとも文化年間には成立していたと見られる。

SX03
SD03の分岐点の北西側隅に位置する。南北の条里方向に長軸をとる達磨状の平面形をもち,長径

3.4m,短径は北側の最大部で2m,中程のくびれ部と南側の最大部でそれぞれと,6m前後である。深さも

くびれ部を隔てて南北それぞれにピークをもち,北側が55cm,南側が30cmを測る。埋土はくびれ部南

側の一部に,にぶい黄色の砂質シル トによる厚さ10cmほ どの,貼 り土と見られる層がある他は,現在

の耕作土層に近いオリーブ褐色の砂礫層によって充填されており,こ れも軍用林飛行場の造成にとも

なう埋め立てによるものと思われる。

L=195m

i Hue2 5Y4/4オリープ掲色細砂
2 Hue2 5Y4/3オリープ褐色細砂

第 29図 三谷幹線水路土層断面図

い19,Ⅲ       _

Hue10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト
(粗砂粒含む)
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第 31図 SD03・ SX03遺構図
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地権者の話によると,戦前この付近に「ドンブリ」

と呼ばれた水溜があつたがもっと大きなものであっ

た記憶があるとのことであつた。先述の,調査区一

帯には飛行場造成の際に,全体的に30～ 50cm程度

の地下げがなされているのではないかといった談話

と総合すると,本来鉢が開いた形状の土坑であった

ために,地表面の削平によって規模を縮小した状況

で依存したものと考えれば,往事の記憶との整合性

が図れるのではないだろうか。

ばらで,わずかに鉢に開く壁面の粘土層に埋め込ま

れるような形で組まれていた。そして,最深部の

30cmほ どは石材が殆ど見られず,底には幅20cm,直

径40cmほ どの曲げものによる井筒が2段に落とし込

まれていた。

本遺構の出土遺物は,遺構検出面付近から底付近

にかけて出上したもので,う ち6点を図示した。

1,2は土師器小皿片である。いずれも口縁部付近

の細片である。

3は,龍泉窯系の青磁碗片である。日縁部から底

部までの各部位を含む三分の一ほどが4片に分かれ

て出土し,こ のうちの1片はSE01の検出精査の段階

でごく浅い位置から出土している。口径16.8cm,器

高7.lcm,底径5.2cmを測り,外面には21弁の鏑蓮

弁を連続して巡らせる。底部を除く全面に施釉する

が,高台の外面は器壁から満下した釉薬によって斑

状に地肌が露出している。

4は土師質の寵の鍔部片と考えられる。胎土はlmm

前後の石英,長石粒を含み,淡黄色のややあ

まい焼き上がりとなっている。

L=193m

0

―Hue2.5Y4/4 オリーブ褐色砂礫

Hue2.5Y6/3 にぶい黄色砂質シルト

第 32図 SX03土層断面図

〕           50 cm

第33図 SE01遺構図

(イ )中世の遺構

SE01

西区画の西寄り中程の,SD03の平面プランが砂礫層に乗り上げて不明瞭になる付近で,SD03の北側

に接して検出された。平面プラン円形の石組み井戸で,検出面での直径90cm,底部の直径40cm,深 さ

lmを測る。

遺構検出面の石組みの状況は,30～ 50cm大の石材を井戸壁面に小口を向けるように放射状に配列し

ており,積石背後の栗石等の控え積みも明瞭には確認できないことから,元の掘り形も石組みに比し

てそれほど大がかりなものではなく最小限の掘削範囲にとどめているようである。一方,井戸内部の

壁面を構成する石材は,長辺でも20cm未満と小振りなものが多く,石の方向も不規則,石の密度もま
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第34図 SE01出 土遺物実測図

第6表 SE01出土遺物観察表

番 号 器  種

法 量 (cm)

形態・手法の特徴
色    調

胎    土

口底 底 径 器高 外   面 内   面

1 土師器皿 (1 内外面ナデ 黄灰2.5Y6/1 灰黄2.5Y7/2 微砂粒を含む

土師器皿 内外面ナデ 橙7.5YR7/6 浅黄橙10YR3/4 石英 。長石を含む、やや粗

青磁碗 外面に鏑蓮弁文
明緑灰10GY7/1

緑灰5G6/1
明緑灰10GY7/1 精 良

白磁碗 (2,7) 灰白5Y8/1 灰自5Y8/2 精良

5 竃鍔 摩滅により不明 浅黄2.5Y7/3 浅黄色2.5Y3/3 石英 。長石を含む、やや粗

6 土師器土捐 内外面ナデ にぶい黄褐10YR5/3 にぶい黄橙10YR7/4
節

乾
英．　

ヽ
ゃ

石
む

・角 閃石 を含

5は ,白磁碗の高台付近の破片である。内外面灰白色の器壁の内面には施釉,外面は腰部から高台に

かけては無釉である。

6は土鍋の口縁部片である。

(ウ)古墳時代の遺構

SX01
西区画北東隅に検出された性格不明の落ち込み状の遺構である。平成7年度の市道林町47号線の事

前調査の際に,本調査区の北側の一部で古墳時代後期から奈良時代の遺物が確認されており,こ の連

続部分の確認を行うことが本調査区の目的のひとつであった。

当初,遺構は南南西から北北東に方位をとる旧河道状を呈するものと予測していたが,調査区北縁

から3.5m付 近までで,平面直角三角形の浅いすり鉢状に収束した。三角形の辺長は,調査区北辺のセ

クション部分が直角三角形の斜辺にあたり,東西5。 8m,他の二辺が西側5.6m,東側3.4mの長さであっ

た。遺構の最深部は北辺セクションの中程で,遺構検出面から45cmを測る。
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埋土は3層 に分けられ,上層から,第 1層黒褐色シルト質細砂,第 2層黒褐色砂質シル ト,第 3層暗

オリーブ褐色砂質シル トの順で,各層厚は5cm,12cm,28cmであった。このうち,第 1,2層は古墳時

代後期の須恵器片を包含し,第 3層は後期の弥生土器片を含む。厳密には,検出面で確認できた平面

プランは第 1,2層 に関わるもので,第 3層は後述するSX04に向かってさらに延びていくものと考えら

れるが,今回の調査では完掘には至らなかった。また,今回の調査では,前年度に検出した8世紀の

遺物は確認できなかった。

出土遺物のうち,須恵器は第 1,2層から出土したものである。

1～ 3は須恵器杯身である。10～ 13cmの 口径に4cm前後の器高を測 り,扁平な形態に短い返りが内

傾して取り付くものである。

4～ 6は壺である。4は底部から頸部に掛けての部分が残存し,胴部最大径 H。 2cm,器高は約 10cm

である。器表面上半部と内面にナデ,器表面下半部には回転ヘラケズリの痕跡が明瞭に残る。5は胴

部の破片のみが残存し,最大径17.5cmを測る。器表面肩部と内面にナデ,器表面下半に回転ヘラケズ

リを施し,最大月同部の付近では叩きの後にカキメを巡らせている。6は,4,5よ りも大型で球形の胴

体を持つもので,国径17.2cm,器 高28.2cm 胴部の最大径は27.2cmを測る。体部外面全体に叩きの

後にカキメを施し,内面は同心円状の叩き痕が残る。後円端部は丸くまとめ,2条の沈線を巡らせて

いる。

A L=195m
― B

1

2

3

4

7.5YR3/2

10YR3/2

2.5Y4/3

2.5Y3/3

黒褐色シル ト質極細砂

黒褐色砂質シル ト

オリープ褐色砂礫

暗オ リーブ掲色砂質シル ト

第35図 SX01遺構図・土層断面図
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第36図 SX01出土遺物実測図
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(工)弥 生時代の遺構

SH01
東区画の北東隅で確認された竪穴住居である。

遺構の東端の一部が調査区外にはずれており,北側も側溝にかかる箇所や下層のSH03と交錯する部

分が若干不明瞭になっているが,正円形というよりもやや不整な八角形の平面プランを呈し,推定の

直径は9m前後を測る。

検出面から床面までの深さは約 10cmが残存しており,壁溝は住居跡南縁の7.5m部分のみに,幅約

20cm,深 さ約4cmが検出できた。中央ピットは確認できておらず,10数個検出した柱穴はいずれも深

さ5～ 10cmで位置的にも偏っているため,主柱穴の確定には至っていない。埋土は,住居跡,柱穴と

もに黒褐色砂質シルトである。

出土遺物は埋土ならびに周辺側溝中等から弥生土器の細片が出土しており,そのうち4点を図示し

た。

1は,住居跡埋土中から出土した壺頸部片である。外面にタテ刷毛を施し,内面には指頭圧痕が残る。

2は,側溝掘削の際に出土した甕の口縁部片である。

ビ=19.5m

1

2

3

4

5

Hue10YR3/2

Hue2.5Y4/4

Hie10YR4/2

Hue10YR4/4

Hue7.5YR4/3

黒褐色砂質シル ト

オ リーブ褐色中砂

灰黄掲色中砂

褐色粗砂礫

褐色砂質シル ト

ａ

ｌ
ｌ

Ｅ
め
，Ｏ
Ｔ
当

°|◎
⑤

∇
◎ ③

第37図 SH01・ SH03遺構図・土層断面囲
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第7表 SX餌 出土遺物観察表

番 号 器   種
豆 Cヽlll

形態・手法の特徴
色 調

胎  上
口径 廉 客 器 高 休   面 内   面

1 須怠器杯身 12.8 外面場面ナデ、下画ヘラケズ リ
内面ナデ ラてN5/0 灰6/0 密

須恵器杯身 外面上面ナデ、下面ヘラケズ リ
内面ナデ ラ電N4/0 赤灰 2.5YR5/1 石 要 ・ 長 石 ・ 角 閃 石 ・

詢炸 歩合 すo

3 須恵器杯身 外面上面ナデ、下面ヘラケズ リ
内面ナデ 黄灰 2.5Y6/1 ラ〔N5/0 長石・角 閃石微砂粒 を

含む

4 須思器壺 (10,0)
外面体部上画ナデ、体部下面ヘラ
ケズリ、内面ナデ ラ〔N5/0 灰 N5/0 百 天 。長 石 ・ 角 閃 石 を

含許

5 須恵器壷 (11.6)
外面体部上面タタキ後カキメ
体部下面ヘラケズリ、内面ナデ

灰N5/0 灰 N5/0 百 夷 。長 石 ・ 角 閃 石 を
含才e

6 須恵器壷 (28.2)

口縁端部凹線 2条
外面口縁部ヨコナデ、体部タタキ
メカキメ、内面日縁部ヨコナデ体
部タタキメ

灰N4/0 灰N5/0 石英・ 長石・角閃石を
含む

7 弥生土器壷 内外画ヨコナデ
にボ い 東 種

10YH7/3 橙 7.5YR6/6 tl央 ・ 長 TH・ Я閃41・
微め対券含才t

8 弥生土器壷 界零妥學?鉄歩我、内面ナデ、ハ
ケメ、指頭圧痕

明赤褐
2.5YR5/6

褐 7,5YR4/3 石英を含む

9 弥生土器壷 (14.5)

頸部ハク状工具による別圧文
外面頸部体部ハケメ、体部下面ヘ
ラミガキ、内面顕部シポリメ、指
市FF清 依欺姉手ギ 指前「F渡

にぶい黄橙
10YR6/4

にぶい褐
T,5YR6/4

石英 。長石・角閃石・
微砂粒を含む

弥生土器壷 5.0 (10。 1)
外面体部粗いヘラミガキ、底部ヨ
コナデ、内部ヘラケズリ

にぶ い種

7.5YR″ 4
橙 7.5YR7/6 石英・ 長石・ 角 閃石 を

合よ|

11 弥生土器甕 外面ヨコナデ、内面頸部ヘラケズ
リ、日縁部ヨコナデ

に ぶ い 種
7昂 橙 7.5YR6/6 石 英 ・ 長 石 ・ 角 閃 石 を

含 静

弥生土器甕 (1.3) 外面ナデ、内面摩減により不明
にかい黄橙

lnvp
寅種

10YR7/4 石英 。長石を含む

弥生土器甕 外画ナデ、ハケメ、内面ナデ、ハ

ケメ、指頭圧痕
橙 5YR6/6 橙 5YH6/6 石英 。長石を含む

弥生土器高杯 内外面ヨコナデ
にぶい褐

7.5YR5/4
にぶい褐

7.5Y45泡 長石を含む

弥生上器高杯 (5.0)
外国杯部ヘラミガキ、内画摩減に
より不服 橙 7.5YR6/6 明褐7.5YR5/6 tl央・ 長 tl・ 月 閃 rEl・

微砂対 歩合 すt

弥生土器高杯 12.8 肉子し1子明 行、外国ナデ、内画ヘ

ラケズリ 桂7.5YR6/6 橙7.5YR6/6 石英を含む

弥生上器底部 内外面摩滅により不明 橙 7.5YR7/4
にぶい貢橙

1047/2
石英・長石・角閃石を
含 静

弥生土器底部 (2.9) 外面ヘラミガキ、内面ヘラケズリ
にぶ い褐

7 氏V,偏 /a
にぶい橙

7.5YR6/4
微砂粒を含む

弥生上器底部 (2.2) 外面ヘラミガキ、内面ヘラケズリ
にぶい褐

7.6YR5/4
に ぶ い種

7.5YR6/4
石 英・ 長 石 ・ 角 閃 石 ・

紳釉 汁 か含 子|

いずれの須恵器も焼成は堅緻で器表の磨耗等も見られないことから,出土地点付近での廃棄または

埋納によるものと考えられる。時期的には6世紀半ばから後半の時期を示すものであろう。

7～ 19は弥生土器である。第 1,2層から須恵器に混在して出土したものもあるが,第 3層が純粋の

弥生包含層である。

7～ 10は壺の破片である。7は ,わずかに肥厚する口縁端部に3条の弱い凹線が見られる。8も 口縁

端部に1条の弱い凹線を巡らせている。9は長頸壷の頸部から胴部上半部にかけての破片で,頸部から

肩部にかけては縦方向の刷毛日,最大胴部付近では足の短い斜め方向の刷毛目を,腰部から底部にか

けては縦方向のヘラミガキを施しているものと思われる。内面は,胴部から頸部に移るくびれ部の裏

に頸部成形の痕跡と見られる絞り痕が見られるほか,全面に指頭圧痕が残る。胴部の最大径約20cmを

測る。10は壺の底部片と見られるが,器表面の磨耗が著しい。内面にわずかに縦方向のヘラケズリの

痕跡が残っている。

11,12は甕の口縁部片である。12は 口唇部に刻みをもつ。

13は鉢である。内面口縁部付近に横方向,外面に横および斜め方向の刷毛による調整が見られる。

14,15は 高杯杯部,16は同脚部片である。14は ,緩やかに内湾しながら立ち上がる短い口縁の端部

に2条の弱い凹線が見られる。15は ,強 く外反する口縁部が杯部から明確な稜をもって立ち上がって

おり,背部外面にヘラミガキが残る。16は ,脚端部に2条の弱い凹線が見 られる。

17～ 19は器種を明確にし得ないが,いずれも壺または甕の底部片である。

3は ,住居跡埋土中から出土した壺口縁部片である。上方に肥厚する日縁端部に2条の弱い四線を巡
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第38図 SH01出 土遺物実測図

第8表 SH01出土遺物観察表

番 弓 器    種 形 態・ 手 法 の 特 徴 胎   上

1 弥 生 上 器 菱 外 面 ハ ケ メ 、 指 頭 圧 痕 、 内 面 指 頭
圧 痕

に基 い褐
7.5Y15/4 明 褐 7.5Y15/6 石 英・ 角 閃 石 を 含 む

2 赤生 土 器 斑 内 外 面 摩 減 に よ り不 明 赤褐 2.5YR4/8 赤 褐 2.5YR4/8 石 爽 ・ 角 閃 石 を含 む

3 弥 生 上 器 壷 内 外 面 ヨ コ ナ デ 褐 7.5YR4/3 にぶい褐
7.5YR5/4

．
む

石
含

長
を

角 閑 石  微 砂 粒

4 弥 生 土 器 壷 外 面 粗 い ハ ケ メ 、 内 面 ハ ケ メ
明 赤 褐

5YR5/6 赤褐 5YR5/4 石 英 ・ 角 閃 石 を 含 む

らせている。

4は,側溝掘削の際に出土した壺の頸部片である。体部から垂直に立ち上がる頸部にかけての部分

で,赤褐色かかった胎土中にはlmm前後の角閃石,石英,長石等の砂粒を多く含む。外面にタテ刷毛 ,

内面にはヘラケズリが残るが,いずれも器表の磨滅によって不明瞭である。

SH02
東区画の北西隅で三谷幹線水路のすぐ東側に確認された竪穴住居である。

ほぼ東西に長軸をおく卵形を呈し,長径7.2m,短径4.2mを 測る。検出面から床面までの深さは,約

8cm分が残存しており,西半分の壁際に幅約25cm,深 さ約3cmの壁溝が確認できる。床面中央部の東西

2.4m,南 北1.8mの不整楕円形状の範囲の床面が周囲よりさらに5cmほ ど低くなっており,ベ ッド状の

遺構と考えられる。中央ピットは住居床面の西隅に精円形状に認められ,北西から南東に向かう長軸

が1.7m,短径が1.lmを測る。柱穴は確認できなず,壁溝付近に垂木穴等の痕跡も見られなかった。住

居跡埋土はにぶい黄褐色細砂,中央ピット埋土は暗褐色の細砂で中央ピット中に焦土層は確認できな

かった。なお,中央ピット直下にはSH02以 前に掘り込まれたと思われるSK04が 検出されてい

る。

出土遺物は5点を図示した。

1は住居跡埋土中から出土した壺口縁部片である。

2,3も 同じく住居跡埋土中からのもので,それぞれ高杯の背部および脚部片である。53の脚端部に

は1条の凹線が施されている。

4,5はいずれも中央ピットからの出上で,壺または甕の底部片である。

SH03
SH01の床面検出中に発見された住居跡である。SH01の床面が検出された時点で平面プランを明確に

し得たため,前後関係としてはSH01に先行するものと理解している。

SH01は ,今回の調査に先立つ平成7年度に,本調査区北隣の市道改良工事の際に一部が調査されて

おり,それによると一辺 10m近 くにおよぶ隅丸方形の住居跡と思われる。
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今回検出したはこの南西隅にあたる東西6.5m,南北2.2mの部分である。床面は,SH01の 床面よ

りもさらに5cmほ ど低く,壁溝は確認できなかった。床面を被覆する埋土は灰黄褐色の中砂である。

中央ピットは,床面南西角付近に検出されたが,側溝掘削と調査区外で半分ほどが欠損しており,検

出部分の寸法は東西1,4m,南北70cmほ どの台形状の部分で,床面からの深さは約10cmである。オリー

ブ褐色の中砂を埋土とし,底部には焦土層が確認できる。

出土遺物は,床面埋土から出土した土器片3点を図化した。

1,2は甕の口縁部片で,前者の回縁端部には2条の凹線が確認できる。

3は壺の体部である。外面にタテ刷毛,内面にヘラケズリを施す。

SX04

W9・ 6卜 =1

Ｅ
ゆ
．０

，１１
．コ

l Hue10YR5/3 1こ ぶい黄褐色細砂
2 Hue10YR3/3 暗褐色細砂
3 Hue10YR4/3 1こ ぶい黄褐色細砂
4 Hue10YR4/4 褐色細砂
5 Hue10YR3/3 暗褐色細砂
6 Hue10YR5/4 にぶい黄褐色中砂～粗砂
7 三谷幹線水路の裏込埋土

第39図 SH02遺構図・土層断面図
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第40図 SH02出土遺物実測図

第9表 SH02出土遺物観察表

番 号 器   種
尋去      』長1(clllⅢ

形態・手法の特徴
角    調

胎   土
回 径 外   面 内   面

1 弥生止器甕 内外面ナデ
にぶい黄橙

ltlYR6/6
にぶい黄橙

10YR6/3 長石・角閃石を含む

2 弥生土器高杯 内外面ナデ 橙 2 5YR6/6
1こ確ドし減 増豊llJYR7/3

橙 2 5YR6/6
にぶい黄橙 lCIYR7/3

微砂粒を含む

3 弥生土器高杯 132 脚端部凹線 1条、外面ナデ、
内面ヘラケズリ

明褐 7 5YR5/6 明赤褐 5YR5/6 微砂粒を含む

4 弥生土器底部 内外面摩滅により不明
黒褐

lCIYR3/2
黒褐

10VR3/2 石英・長石を含む

5 弥生土器底部 (3o 内外面摩滅により不明
にぶい橙

2 5YR6/3
灰 白 2 5YR8/2 石英 。長石を含む

麻 扁
=華 華 妻

講
三 二 三 二

¬ 7Ь  l

宍 干
重 重 重

訂
===巧 許 2

爾榊 ＼ 3

0            10 Cm

第41図 SH03出土遺物実測図

第 10表 SH03出土遺物観察表

番 号 器   種
法   量 (cu

形態 。手法の特徴
負    調

胎  土
口 葎 魔 俸 器 冨 外   面 内   面

1 弥生土器甕
口縁 瑞 部 凹繰 Z条、 内外 画 ヨ コ ナ にぶ い褐

7.5YR5/4
にぶ い種

7.5YR6/」
微砂粒を含む

2 弥生上器甕 内外面ヨコナデ
こぶい種

7.5Y■ 6/4
にぶい種

7.5YRS/コ
微砂粒を含む

3 弥生土器壷 外 国体 部 刷 か い ハ グ メ、 炊 部 ヨ コ

ナデ 、 内 面体 部 ヘ ラケ ズ リ

こぶい種
7.5Wq7/4

にぶい種
7.5YP7/コ

旬 央 °長 41・ 角 閃 r4を
含む

東区画の南寄り,SH03の直下に確認された遺構である。

平面形は,東側に長底辺をとる不整台形状を呈し,東辺6m,南辺4.8m,西辺3.4m,北辺6mを測る。

南,西辺と北隅が2段掘り込み状になっており,最深部での検出面からの深さは25cm,底面が広く浅

い皿状を呈している。

出土遺物は 埋土中に弥生土器の細片を濃密に包含しており,こ こでは8点を図化した。

1～ 3は,甕の口縁部である。1は ,強 く外反する口縁の端部を_上方につまみ上げ,体部外面にタテ刷

毛を施す。2,3は,前期から見られる形態のもので,前者は外面口縁部直下に4条以上のヘラ描き沈線

を,後者も4条以上のヘラ描き沈線に加えて,如意状に屈曲する口縁端部に刻目文を施している。

4,5は,壺または甕の底部片である。

6～ 8は,高杯片である。このうち6は,高杯杯部片で,日縁部外面と口縁端部にそれぞれ2条の凹

線をもつ。7,8は高杯脚部片で,脚端部にそれぞれ 1条,2条の凹線をもつ。

SX04は ,形状などから遺構としての性格が明らかにできないが,埋土,遺物の状況からさらに北ヘ

延びてSXOと に連続して行くものと考えられる。
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第43図 SX04出土遺物実測図

第11表 SX04出土遺物観察表

番号 器   種
法  量 (cD

形態・手法の特徴
調

胎  土口 径 器 高 外 内   面

l 弥生土器甕 外面ハケメ、内面ナデ
にぶい橙

7.5YR6/4
にぶい橙

7.546/4 微砂粒を含む

弥生土器斑 20.8 外面櫛描沈線4条 (現状 )

内外面ヨコナデ
にぶい橙

546/4 橙5YR6/6 石英 。長石・角閃石を
含む

弥生土器甕
口縁端部刻目文、体部沈線4条 (現
状〉、内外面ヨコナデ

にぶい黄橙
10YR6/4

におい黄橙
10Y17/2

石英・ 長石・角閃石を
含む

4 弥生土器底部 6.6 外面ヘラミガキ、内面ヘラケズ
リ、底部外面黒斑有り

橙 5YR76 褐灰 10YB4/1 石英・長石・角閃石を
含む

5 弥生土器底部 内外面ナデ
にぶい黄橙

10YR7/3
にぶい黄橙

10YR7/2
石英・ 長石・角閃石を
含む

6 弥生土器高杯 口縁端部凹線 2条
外面ヘラケズリ、内面ナデ

にぶい褐
7.545/4

にぶい橙
7.5YR6/4

石英・長石・角閃石を
含む

7 弥生土器高杯 脚端部凹線 1条
外面ナデ、内面ヘラケズリ

にぶい橙
7.5Y16/4

にぶい橙
7.5YR6/4 微砂粒を含む

8 弥生土器高杯 脚端部凹線 2条、外面ヨコナデ、
内面ヘラケズリ

にぶい黄橙
10YR6/4

にない責橙
10YR6/4

微砂粒を含む

SK01(西 )

西区画北寄りの,SX01の南西脇で確認された土坑である。

小判形の平面形を呈し,南北方向の長径 1,3m,短径 70cm,深 さは約 20cmを 測る。埋土は黒褐色砂

質シル トに,地山を形成する褐灰色粗砂が混治している。

出土遺物は,弥生時代前期から中期にかかると思われる土器片が出土しており,う ち4点を図化し

た。

1～ 31ま,甕の口縁部片である。1,2は口縁部がシャープな稜をもって逆L字状に屈曲するのに対

し,3は如意状に外反する。いずれも肩の部分に4条以上から8条の沈線を巡らせている。

4は,壷または甕の底部片である。

SK02(西 )

西区画南西隅で確認した土坑である。

東西方向がわずかに長い楕円形で,長径1.4m,短径 1.2mを測る。

出土遺物は,弥生時代前期から中期にかかると思われる土器片が出上しており,う ち4点を図化し

た。
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第44図 SK01(西 )出土遺物実測図

第12表 SK01(西 )出土遺物観察表

番号 器   種
量 t cm

形態・手法の特徴 胎  上
日径 底 径 器 高 外 由

1 弥生土器甕 (11.5)
口縁端部刻目文、体部ヘラ描沈線
8条、内外面ナデ、内面ハケメ 串島7.5Yn4/3

にぶい橙
7.5474 石英 ,長石を含む

弥生土器甕
外面体部櫛描沈線 4条、内面指頭
圧痕

橙2.5YR6/6 橙 7.5YR6/6 石英を多く含む

弥生土器甕
外面体部櫛描沈線 4条 、指頭圧
痕、内面摩滅により不明

にぶい橙
5YR6/4

橙 2.5YR6/6 長石を多く含む

弥生上器底部 外面摩滅により不明、内面ナデ 橙 6YR6/6 にぶい褐 石英 。長石を含む

「3   5
T4

'           10 cm

第45図 SK02(西 )出土遺物実測図

第13表 SK02(西 )出土遺物観察表

番 号 器   種
量 〔cm

形態・手法の特徴
角 調

胎  上
口径 底 径 器 高 外   面 内   面

1 弥生土器重
外面凹線 2条押圧突帯文3条
内面棒状浮文、内外面ナデ

浅黄
2.5Y8/3

浅黄
2.5Y3/3 石英を多く含む

弥生上器壷
外面刻目突帯文4条、ヘラ描沈線
10条、内面ヘラミガキ

にぶい黄橙
10YR7/4

にぶい黄橙
10YR7/3

石英・長石を含む

弥生土器甕 22.0 (4.2)

外面口縁端部刻目文、体部ヘラIB

沈線 5条、外面ナデ、内面摩滅に
灰 白 淡黄

2.5Y3/4
石英・長石を含む

4 弥生土器甕 外面体部ヘラ描沈線 5条 (現状 )

にぶい橙
5YR7/4

れ鬱    5Y17/6
石英 。長石・角閃石を
含む

5 弥生土器甕 22.0
外面口縁端部刻目文、体部櫛猫直
線文 10条、内外面ナデ

灰白 10YR8/2 灰白10YR8/2
石英・長石・角閃石を
含む

6 弥生土器甕 (3.2) 内外面ヨコナデ 黒褐 10YR3/1 浅黄橙
7.5YR8/4

石英 。長石・角閃石を
含む
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1,2は壺の頸部片である。1は頸部外面に3条以上の凹圧突帯,内面に1条の突帯を巡らせる。2は ,

頸部外面に3条以上の刻目突帯を巡らせている。

3～ 5は,甕の口縁部片である。うち,3～ 5は逆L字状の口縁部が水平よりもやや下向きに屈曲す

るのに対し,6は 口縁部がやや上方に向かっている。また,3～ 5にはいずれも肩の部分に4条以上か

ら8条の沈線を巡らせている。

SK04(東 )

東区画の北東寄り,SH01のすぐ南脇で確認した。

平面は,直径約 lmの不整円形を呈し,深さは約

10cmで底は平坦である。

SK04か らは,弥生時代前期末から中期前半にかけ

ての上器群が一括して埋納または廃棄されたとみら

れる状況で,数個体分の破片がまとまって検出され

た。ここではそのうちの7点を図化した。

1は ,壺の頸部である。形態はラッパ状に上方に

開くもので,日 径23cm,頸部の高さ20.5cm,体部か

ら頸部に移るくびれ部の直径9cmを測り,外面には

縦方向のヘラミガキ,日唇部には上下から方向を違

えて綾杉状の刻目文を施している。

2は,壺の体部上半から頸部にかかる部分の破片である。内外面とも磨耗が著しく表面調整が明確で

ないが,く びれ部から体部にかけての外面に指頭圧痕がわずかに残っている。

3は,壷の底部片である。

4は ,甕である。逆L宇状の口縁部は水平よりもやや下方に屈曲する。外面は縦または斜め方向の刷

毛目,内面は横方向のヘラ削りを施しているが,器壁の磨耗が激しくいずれも明瞭でない。底部中央

に穿孔の痕跡を有するため甑として用いられたものと考えられる。

5,6は壺または甕の底部片である。

7は,製塩土器である。

(3)D調査区

遺構としては,弥生時代後期の溝状遺構 3,時期不明 (近世か)の水田畦畔 1が確認されており,溝

状遺構中からは弥生後期の甕の細片等数点が出土しているが図化には至らなかった。水田畦畔には時

期を確定する遺物は伴っていない。弥生時代の溝状遺構は調査区西寄りで1本,同東寄りで2本が確認

できた。前者は,旧河道の西肩の地山黄褐色砂質シル トを掘り込むもので,検出幅3,5m,深さ40cmを

測り,黒色シル ト埋土を充填して東北に流路を取る。後者は,調査区南辺の側溝部で2本が三股に分

岐している。東側のものは旧河道東肩に沿つて北東へ向かい,検出幅2.5m,深 さ40cm,西側のものは

ほぼ北へ向かっている。埋土はいずれも黒色シル トと灰色粗砂が 2・ 3層の互層になっており,卜 2回

の決水によって埋積したものと考えられる。東端のSD01の東肩がやや快れてほぼ垂直な切り込みを見

せているが,谷状地形が北東から北へと方向を点ずる変換点に当たっているため,岸へ当たる水流の

作用によって形成されたものと見られ,人為的な掘削によるものではないと考えられる。

水田畦畔は現地表下約40cm,第 7層黄灰色シル ト質細砂層の上面で検出され,検出幅はlm弱 ,盛 り

0            50 cm

第 46図 SK04(東)出土遺物実測図
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第47図 SK04(東 )出土遺物実測図

第14表 SK04(東)出土遺物実測図

番 号 器   種
私      量  (Cm

形態・手法の特徴
調

胎  土
日 径 辰 符 器 言 外 肉   面

l 弥生土器壷 (20。 3)

口縁端部刻目文疑凹線
外面口縁部ヨコナデ、頸部ヘラミ
ガキ、内面口縁部ヨコナデ、ヘラ
ミガキ、頸部板ナデ

にない橙
7.5Y7/4

にない橙
7.5Y74

石英・長石・角閃石を
少量含む

2 弥生土器壷 (11.2) 外面ハケメ、内面指頭圧痕
にぶい橙

7.5YR7/4
にぶい橙

7.5YR7/4
英
む

石
含

長石・角閃石を

3 弥生土器底部 (10.4)
外面一部ヘラミガキが残る,

内画摩滅により不明
にない黄橙

10YR7/4 淡黄2.5Y8/3 石英・長石・角閃石
微砂粒を含む

4 弥生上器甕 外面体部粗いハケメ頸部指頭圧
痕、内面体部板ナデ、黒斑

にぶい橙
7.5YR73 74

にぶい黄橙
10YR7/3

英
む

石
含

長石・角関石を

5 弥生上器底部 8.2 内外面摩滅により不明
浅黄橙10YR8/3

橙2.5YR7/6
灰白2.5Y8/1

石長
む英．鈴

石
多

角閃石を

6 弥生土器底部(甕 )
外面ヘラミガキ、ハケメ、内面ハ
ケメ、指頭圧痕

浅黄2.5Y7/3 淡黄 2.5Y8/3 石英・長石・角閃石を
含む

7 弥生土器(製塩 ) 内外画摩滅により不明
赤褐 10YR5/3

にない橙1,'YRT/1

にない赤褐
5YR4/3

石英 。長石・角閃石
微砂粒を多く含む
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第 48図 B調査区出土石器実測図(東区画 SK04(1)、 西区画 SX04(2～ 3))

上がりは4cmほ どである。平面的には調査区の東端近くを磁北から10° 東に振った方向に直線的に伸

び,ト レンチ南側溝付近で熊手状に三つ又に分岐する。この地点で地形的に旧河道東岸にほぼ乗り上

げるようになるため,その影響かとも考えられる。

水田畦畔の方向を確認するため水田北側筆界近くにサブトレンチを設定した。この結果,南側溝の

水田層と同じ第7層の広がりは確認できたが,畦畔状の盛り上がりはみられなかった。

しかし,水田畦畔の推定延長上で第7層の下層に若干の円礫の集積が帯状にみられたため,水田畦

畔と関わる一連の遺構と推定した。

この調査区で確認した水田畦畔は,南側溝で調査区東端から西へ約10mの地点にあり,方向も磁北

から10° 東を示すことから位置的には山田香川郡界推定線にほぼ一致する。しかし,かつてこの水田

では昭和62年度の事業の際にも3× 3mの確認 トレンチを設定しており,その際に検出された南北方

向の水田畦畔は,郡界線に想定した位置よりも西に寄っている。このため,今回の畦畔検出のみでは

郡界線の位置を確定したとはいいがたく,今後ランドマークとしての郡界線の実体といったものも含

めてさらに検討が必要と思われる。

第15表 B調査区出土石器観察表

番号 器 種

活氏          遷啓   (Cml

菫
９

材 質 特 徴駆
長

嶽幅
最大
厚

1 打製石庖丁 サヌカイト

疋 型 、 盲 部 か 浴 田 し、 ガ 部 ほ 巳 繰 EIRJ C十 月 状 を 呈 丁 る 。

刃部は、両面からの細かい打ち欠きによって刃をつけ背部は、両面か
らの大きな打ち欠きを行なった後、背部中央に敲打二依る背潰しを行
う。

2 刈部 を 岡 田 刀 り` !Jう λ ご を 何 つ 。

石   鏃
凶菱天。死踊部を気預。豚辺部ほ、同回か らの測かい手Jち 欠きを行い
調整する。
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第49図 D調査区遺構配置図
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1 北壁

H
L=1850m

G

い 1850m

I

la 褐灰色シル ト質極細砂 soil

lb にぶい黄橙色シル ト質極細砂
2a 褐色シル ト質極細砂 soil

2b にぶい黄橙色シル ト質極細砂
3a 灰黄橙色シル ト質極細砂 soil

3b 灰白色シル ト質極細砂(中礫まじり)

4a 褐灰色シル ト質細砂 soil

4b にぶい黄色中砂～粗砂
5a 褐灰色シル ト質極細砂 soil

5b 明青灰色極細砂
6a 灰色シル ト質細砂 soil

6b 巨礫～大礫・灰色砂～粗砂

第50図 弘福寺領田図比定地第Ш地点土層図(昭和 62年度調査概報より)

山田香川郡界線を分断できる位置を想定して,分が池北側の水田に東西42mにわたって4本のトレ

ンチを設定した。いずれのトレンチも現地表下30cm前後に最終以降面が出現し,概 して微高地の状況

を呈する。

このうち第1ト レンチでは,ト レンチのほぼ全域を覆うように弥生時代前期末から中期の溝状遺構

(SD01)が東西流しており,こ れに交差してトレンチの中程から西寄りで近世後半から明治時代の溝状

遺構 (SD02・ 03)が南北流している。

SD01
SD01は,最大検出幅約2m,深 さ25cmほ どの浅い溝で,第 1ト レンチではほぼ東西流し,西方では第

2ト レンチの北東角をかすめるようにやや北に方位を変じる。第1ト レンチでの土層観察によって,本

来の遺構検出面を15cmほ ど削り込んだ時点で遺構の存在を確認しているため,本来の残存深度として

は40cm前後であった。北西側への延仲方向の確認のために第2ト レンチの東端北側を2.5× 3mの範囲

で拡張したところ,N55° Wに方位を振った延伸部分が幅約2.8mの範囲で確認できた。こちらでは後世

の耕作等による削平がかなりおよんでいたようで,現耕作土直下の検出面からの遺構深度は30cm強 と

いつたところである。出土遺物は第1,第 2ト レンチ双方から弥生時代前期末から中期初頭と思われる

甕,壺などが比較的に良好に個体ごとのまとまりをもって検出されている。

SD02・ SD03
SD02,SD03は第 1ト レンチの西辺近くを南北流し,その南への延長は分ヶ池の東堤防近くをに延び

る。SD02は SD03の上層に位置し,紡錘形の平面プランを呈しており最大検出幅約lm,調査区南北双方

に向かって次第に幅を減じ,北側は調査区北縁直前で消滅してしまう。南側は土層断面で幅85cm,深

さ12cmまで規模を減じて調査区外に逃げる。埋土は灰黄褐色細砂質で出土遺物が希薄なため時期決定

には至らなかった。SD03も含めた北への延伸方向の確認のために第1ト レンチの西端を北側に,南北

lm,東西4.5mの 範囲で確認したところ,SD02の 埋上自体は確認できなかったものの下層に重複する

一
Ｉ

東壁   」 南壁

0             1m
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SD03を 一部破壊している痕跡から,SD02は底付近で幅25cm

程度の規模で西南西へ急激に方位を転じていることが推定で

きた。

SD03は ,検出幅 1.5m,底面幅40cm,調査区南壁土層断面

付近で深さ30cm,調査区北辺付近では40cm強を測る。遺構

斜面は逆台形状に立ち上がり,急峻な印象を受ける。ただし,

東側斜面には人頭大から拳大の石材によって護岸が施されて

いた。護岸石材の中には五輪塔の空輪石と見られる角礫凝灰

岩製の石材や,SD03開 削の際に下層のSD01を破壊して出土

したと思われる,同 じく角礫凝灰岩製の盃状穴をもった石材

等も転用していたが,その他陶磁器等の出土遺物から明治時

代の埋没と考えられる。

検出の時点で郡界線との関連を考えたが,その後の調査区

拡張の結果,ト レンチのすぐ北でほぼ直角に東へ方向を転じ

ていることが確認され,ト レンチ南側の納屋が建つ以前に丼

||キ (キ

0             10 cm

戸 が 存 在 した 等 の 情 報 が 得 られ た た め ,こ の井 戸 の 排 水 用 の 第 54図 F調査区SD01第 1トレンチ出土遺物実測図①

水路とも考えられる。

SE01
正円の平面形を呈し,南側調査区外に南端が僅かに逃げている。深さは検出面から約50cmを測り,

埋土は拳大以下の円礫を主体とする暗灰黄色砂礫層である。また検出面から30～ 40cmまでの深さに

は,暗灰黄色砂礫層の外周をにぶい黄褐色または灰黄褐色の細砂層がすり鉢状に巡っていると思われ,

前者砂礫層を廃棄時の人為的な埋め土,後者細砂層を掘削時の控えの埋め土と見て井戸跡と考えたい。

出土遺物は僅かな土器細片に限られ,時期を確定するには至らなかったが,近世以降の比較的新しい

ものと思われる。

その他の遺構

第2～ 4ト レンチについては現耕作土近くの浅い部分に近世以降の耕土層または撹乱が見られるの

みで,その他の遺構は確認できなかった。

第 2ト レンチでは6本の溝状遺構と土坑,ピ ット各 1を検出した。

溝状遺構は検出幅0.3～ 2.2m,深さ5～ 10cmを測 り,いずれも北側をやや東に振った南北方向に直

線状に延びる。トレンチ東端で遺構の一部が調査区外に逃げるSDOと は,遺構幅としては第2ト レンチ

最大であるが,あ るいは地境等の段差の痕跡になるのかもしれない。いずれも埋土は黄灰色シル ト質

極細砂で,近世以降の埋没と考えられる。

第3ト レンチではトレンチ中央やや東寄りの検出幅1.4mほ どの畦状に削り残された地山を境とし

て 2本の溝状遺構を確認した。2本とも一方の掘り肩が調査区外に逃げているため,溝 としての認定

が不確定で中間部を畦状の削り出しに見なすこともできるが,東側の落ち際の幅80cmほどの浅いU字
状の断面から溝状遺構と判断した。遺構の深さは東側では10cm強 ,西側では 5 cm前後を測り,双方と

も方位は概ね条里の方向に沿っていると考えられる。埋土はいずれも暗灰黄色シル ト質極細砂質で,現

耕表土の床土となる近世以降の堆積と考えられる。
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第56図 F調査区SD01第 1トレンチ出土遺物実測図③

第16表 F調査区SD01第 1トレンチ出土遠物観察表
番

号 器 種
法   量 C ll

形態 。手法の特徴
色 調

胎  土
口 径 休   血 肉   血

1 弥生土器 壷 (27.0)
体 部 外 国 ～ 底 部 ハ グ ロ の 後 ヘ ラ ミガ キ
顕 部 内 面 シ ボ リ ロ
伝 誌 丙 商 ハ ケ メ

淡黄2.5Y3/3 灰自2.5Y8/2
lan～ 5ndlの 石英、長石、角
閃石を含む

2 (7.0)
頸 部 外 面 ナ デ
頸 部 内 面 摩 減 の た め 調 整 不 明
電 鯛   (面  へ

=テ
紹 ラ″繰 馬峯

におい賞橙
10YR6/3 褐灰 10Y15/1 5皿 以下の石英、長石を含む

3 (10.0)
口縁 部 内 面 ナ デ
頸 部 内 面 摩 減 の た め 調 整 不 明 浅黄 2.5Y7/3 浅黄 2.5Y7/3 3an以 下の石芙、長石を含む

4 〃    〃 (9.4)
頸 部 内 面
口縁 端 部

の た め 調 整 不 明
1多【

にぶい橙
7.5Y17/3

にぶい黄橙
10YR7/4

14■～5n■ の石英、長石、角
閃石を含む

5 (10.6)
頸 部 外 国 摩 源 の た の 調 整 企 明

頸 部 内 面 摩 減 の た め 調 整 不 明
璽 部 外 面 凹 帯 支 2条

におい黄橙
10YH7/4

灰白2.5Y8/2
inェ～5anの石英、長石を多
量に含む

6 体 部 上 半 内 面 ナ デ
浅黄橙

10YR3/3
淡責 2.5Y8/3

1血～2HHIの 石英、長石を含
む

7 (4.8)
頸 部 外 面 ナ デ
頸 部 内 画 摩 減 の た め 調 整 不 明 e5YR6/6 灰自2.5Y3/2

lan～3nalの 石要、長石を含
肝o

8 (6.1)
頸 部 外 画 摩 滅 の た め 調 整 不 明
顕 部 内 画 摩 減 の た め 調 整 不 明
電 乱 択 商  空 符 立 n峯

にぶい黄橙
10Ⅶ 7/3

灰白2.5Y8/2 3an以下の石英、長石を含む

9
体 部 内 面 ナ デ 体 部 内 面 上 半 シ ポ リ ロ
ロ 縁 端 部 刻 目 文

にぶい赤褐
5Y15/3

褐灰
10146/1,4/1

lmm～ 5EInの 石英、長石を含
む

弥生土器 甕 17.2 (4.5)
条８繰沈

文
構

ア
デ
ロ
ラ

ア
ナ
刻

ヘ

画
面
部
面

外
内
端
外

部
部
縁
部

杯
体
口
体

にぶい褐
7,5YR5/4

にぶい橙
7.5YR6/4

lm■～5nnの石英、長石、角
閃石を含む

(7.3) 〕枷『坤
|ヘラ ミガ キ
|ヨ 瀬 ナ デ 、 指 ナ デ 灰褐 7.5YR4/2

におい褐
7,5YR6/3

2nn以 下の石英、長石、角閃
石を含む

(12.7)

体 部 外 国 テ
頸 部 内 面 ～

体 部 内 面 :

□ 経 鍛 絶 ,

本部 上 半 指 顕 圧 嵐 ナ デ
‐

デ
灰黄 2.5Y7/2

明赤褐
2.5YR5/6

4nn以下の石英、長石を多く
含む

(5.5)
体 部 内 画 摩 減 の た め 調 整 不 明
口縁 端 部 刻 目文

にぶい黄橙
1046/3

にない黄橙
10YR7/3

2nln以 下の石英、長石、角閃
石を含む

(12.0)
体 部 外 面 ハ ケ メ
体 部 内 面 摩 減 の た め 調 整 不 明

灰黄褐
10YR5/2 灰自2.5Y8/1

inn～ 5nnの石英、長石、角
田 石 歩 乞 畳 を▼全 ヤr

部 外
絶 肉

ナ デ
藤 澄 の 井 あ 調 整 不 閉 灰褐 7.5YR4/2 灰黄 2.5Y6/2 3an以下の石英、長石を含む

〃 底部 (4.3)
底 部 外 面 摩 減 の た め 調 整 不 明
底 部 内 面 摩 減 の た め 調 整 不 明

灰責褐 にない貢橙
in 4na以下の石英、長石を含む

17 (3,7)
底 部 外 面
底 部 内 面

デ
デ

ナ
ナ 赤 101

にぶい赤褐
勇

3an以 下の石英、長石を含む

(5。 3)
底 部 外 面 摩 減 の た め 調 整 不 明
底 部 内 面 摩 減 の た め 調 整 不 明 10YB3/4

にない貢橙
10Y16/4

3an以下の石英、長石、角閃
石 歩 合 才e

〃    〃 (4.6)
底 部 外 面 摩 減 の た め 調 整 不 明
底 部 内 面 摩 減 の た め 調 整 不 明

にぶい貢橙
10YR7/3

灰白10YR7/1 5血 以下の石英、長石を含む

(6.1)
底 部 外 面 ″ヽ ケ メ 後 ナ デ 接 合 痕
底 部 内 面 摩 減 の た め 調 整 不 明

橙貢
ＲⅦ

浅

ｉｎ
灰白2.5Y8/2 44■ 以下の石英、長石を含む

(8。 3) 底 部 外 面 ハ ケ メ
にない橙

7.5Y17/4
灰白10Yn3/2

lmul～3naの石英、長石、角
闇 石 歩 合 す|

〃 壷 底部 (8.8)
底 部 外 面 指 ナ デ 摩 減 の た め 調 整 不 明
底 部 内 面 摩 減 の た め 調 整 不 明

灰貢褐
10VR6/2

灰白2.5Y3/2 4nn以下の石英、長石を含む

〃 蓋
上 部 径

3.6 (6.2)
デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内

灰貢褐
10YR6/2

にぶい貢橙
10YR7/g

5m■ 以下の石英、長石を含む
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第17表 F調査区SD01第 2トレンチ出上遺物観察表

番 号 器 種
法  量(cm)

形態 。手法の特徴
色 調

胎   土
口径 底 径 器高 外  面 内  画

1 弥生上器 壷 (6.8)

頸部外面 摩滅の為調整不明
内面 摩滅の為調整不明

頸部外画 押圧凸帯文
灰白10YR8/2 灰白10YR8/1 �

釣
以下の石英、長石を

2 (7.0)

塚 抑 外 国 摩 洟 り ん 調 驚 4｀ 明

頸部内面 摩減の為調整不明
頸部外面 つまみ頸部内面棒状浮

明褐7.5YR5/8 灰白10YR8/1 飾
釣

以下の石英、長石を

3 (8。 2)
頸部外面 摩滅の為調整不明
頸部内面 摩滅の為調整不明
頸部外面 四線 2条

にない褐
7.5YR6/3

橙 7.5YR7/6 �
鈍

以下の石英、長石を

4 (7.6)
頸部外面 摩滅の為調整不明
頸部内面 摩滅の為調整不明

橙 5YR6/8 橙 5YR6/8
3nm以下の石英、長石を
含む

5 (7.8)
頸部外面 摩滅の為調整不明
頸部内面 摩減の為調整不明

灰白10YR8/2 灰自10YR8/1
3111El以 下の石英、長石、
角閃石を含む

6 (14.5)
体部外面 ナデ
体部内面 摩滅の為調整不明

浅黄2.5YR7/3 黄灰2.5YR4/1
5mm以下の石英、長石を
含む

7 (13.1)

体部外面 板ナデ :ナデ
体部内面 ナデ
底部外面 接合痕

褐灰1045/1 褐灰 10YR4/1
3m以下の石英、長石、
角閃石を含む

8 (22.5)

体部外面 摩滅の為調整不明
体部内面 摩滅の為調整不明 一部
ヘラケズリ

灰白7.5YR8/1 灰白7.5YR8/1
3mlll以 下の石英、長石、
角閃石を多量に含む

9 弥生上器 甕 (7.3)
口縁部外面 指頭圧痕 ナデ
ロ縁部内面 ナデ 板ナデ

灰黄褐
10Y16/2

にない黄橙
10YR7/2

2ndl以 下の石英、長石を
含む

(5.8)

体部内面 摩滅の為調整不明
口縁端部 亥1目 文
体部外面 凹線 4条

灰白10YR3/2 灰白2.5Yユ 8/1
3血 以下の石英、長石を
着干含む

(6.7)

体部外面ハケメ ロ縁部内面ナデ
ロ縁端部外面 刻目文
体部外面 凹線 4条

にぶい黄橙
10YR73 褐灰 10YR6/1

2Eun以 下の石英、長石、
角閃石含む

21.6 (7,7)

外面ナデ 内面摩滅の為調整不明
日縁端部外面 刻目文 接合痕
体部外面 凹線 4条

にぶい橙
7.5YR7/4

灰白2.5YR8/2
341Bl以 下の石英、長石を
若平含む

20.0
体部外面 あらいハケメ.内 面 ナデ
ロ縁端都 接合痕
体部外面 凹線 14条

黒褐 10YR3/2 灰白10YR8/2
31tull以下の石英、長石を
若干含む
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第17表-2

番号 器   種
法  量(m)

形態 。手法の特徴
色 調

胎  土
口径 底径 器高 外  面 内  面

弥生土器 甕 (10.2)

外 国 摩 頑 の ん 調 整 ↑ 明

日縁部内面指頭圧痕体部内面ヨコハケメ
日縁端部刻目文接合痕体部外面凹線4条

灰褐 7.5Yn6/2 橙 5Y16/6
3n■ 以下の石英、長石、
角閃石を含む

(13.9)

日縁端部外面指頭圧嵐体部外面あらいハ
ケメ内面降瑕の謗 明
日縁端部亥J目 文按合痕体部外面沈線9条

灰褐 7.5Y16/2
におい黄橙

10V17/2

5■題以下の石英、長石を
多く含む

(15.2)
外面 ナデ 体部内面 指頭圧痕 ナデ
ロ縁端部 刻目文

に基い褐
7.5YR6/3

におい橙
5Y16/3

2nn以下の石英、長石を
含む

(17.5)

口縁端部 指頭圧痕 接合痕
体部外面 ナデ
体部内面 ナデ

灰褐 7.5YH4/2 浅黄 2.5Y7/3
4an以下の石英、長石を
若干含む

(14.9)

口縁部外面 ナデ 体都外面 ハケメ
ロ縁部内面 指頭圧痕ハケメ接合痕
体部内面 ナデ ヘラミガキ
ロ縁端部 刻目文 体部外面 沈練4条

褐灰 5YR4/1
に基い赤褐

5Y15/4
3an以下の石英、長石を
若千含む

(22。 1)

外面 摩減の為調整不明
内面 摩減の為調整不明
体部外面 ヘラ描き沈線 10条
口縁端部 接合痕

暗赤灰
2.5YR3/1

明赤褐
2.5YR5/6

5■皿以下の石英、長石を
多く含む

頚部外面 指頭圧反
体部内面 指ナデ
体部外面 凹線4条

灰白2.5Y8/1
浅責橙

10YR8/3
34n以下の石英、長石、
角閃石を多量に含む

弥生土器 底部
画

面

外

内

部

部

底

底
あらいハケメ,指頭圧痕
ナデ

灰白7.5Y18/1 黒5Yll.7/1
5na以下の石英、長石を
若干含む

底部外面 摩減の為調整不明
底部内面 摩減の為調整不明

にぶい橙
2,5YR6/4

にぷい黄橙
10YR7/2

Ⅱ
む

５ｎ
含

以下の石英、長石を

デ

デ
ナ

ナ

面

面

外
内

部
部

底
底 橙 5YR7/6 褐灰 10YR4/1

3m以下の石英、長石を
多量に含む

底部外画 板ナデ 接合痕
底部内面 ナデ 指頭圧痕

灰白2.5Y7/1 灰黄 2.5Y72
2nn以下の石英、長石、
を含む

デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内

部
部

底
底 接合痕

橙 5YR6/6 褐灰 5Y15/1
4nn以下の石英、長石、
角閃石を多量に含む

底部外面 あらいハケメ
底部内面 摩減の為調整不明

にぶい橙
7.5YR7/4

明赤褐
2.5Y15/6

5■4以下の石英、長石を
多く含む

底部外面 板ケズリ ナデ 接合痕
底部内面 摩減の為調整不明

灰黄 2.5Y7/2 灰白2.5Y8/2
3nn以下の石英、長石を
若干含む

(10,8)
底部外面 指頭圧痕 指ナデ
底部内面 摩減の為調整不明

におい赤橙
10R6/4

淡赤橙
2.5Y17/4

3an以下の石英、長石を
多く含む

(13.7)
底部外面 摩減の為調整不明
底部内面 ナデ 指頭圧痕

灰白10YR8/1 灰白10V18/1
3nm以下の石英、長石、
角閃石を含む

(13.2)
頚部外面 摩減の為調整不明
頚部内面 摩減の為調整不明

灰白2.5Y8/2 灰白2.5Y8/2
5nn以下の石英、長石を
多く含む

図

‐

第

３
底部外面 ヘラミガキ
底部内面 摩減の為調整不明

にぶい黄橙
10YR7/3

灰白2.5Y8/2
5mm以下の石英、長石を
若干含む

面
面

外
内

部
部

底
底

ナデ
ナデ

灰自2.5Y8/1 灰白2.5V8/2
2na以下の石英、
角閃石を含む

長石、

(8.0)
画

面

外
内

部

部

底

底
摩減の為調整不明
ナデ

灰白2.5Y7/1 褐灰 10Y16/1
2an以下の石英、長石、
角閃石を含む

(5,2)
底部外面 ナデ
底部内面 剥離摩減の為調整不明

灰白10Y18/1 灰自2.5Y8/1
4an以下の石英、長石を
多く含む

弥生土器 甑 (6。 7)

面
面
孔

外
内
円

部
部
部

底
底
底

摩減の為調整不明
摩減の為調整不明
17L

にぶい橙
7.5YR6/3

ヨ罠烈目7,5YR3/1
5na以下の石英、長石を
多く含む

8.2
底部外面 摩減の為調整不明
底部内面 摩減の為調整不明
底部円孔 1孔

にぶい橙
7.5YR7/4 暗褐 10Yユ 3/3

3an以下の石英、長石を
若干含む

弥生土器 蓋 18.8
外面 あらいハケメ・ナデ
内面 摩減の為調整不明

にぶい黄橙
10YR6/3

にない黄橙
10Y15/3

4Hn以下の石英、長石を
多く含む
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第18表 F調査区SD03石組中出土遺物観察表

番 号 器 種
法 (cm

形態・手法の特徴 胎  土
口 径 外 血

1 弥生土器 甕 (7.8)
体部外画 ナデ、ハケメ指頭圧痕
体部内面 ナデ、指頭圧痕

にぶい褐
7.5YR6/3

にぶい橙
7.5YE7/4

lDlln以 下 の 石 英 、 長 石 、
色 FIII石 歩金 よ,

(8.1)
外画 摩 滅 の た め調 整 不 明
肉面 睦 浦 の I‐ お誦 盛 不 HR

に小い貢橙
10YR6/3

にない貢橙
10VηA/R

1～ 3ala以 下 の 石 英 、 長
万  色 門万 歩全 すo

(15,4)
外面 摩滅のため調整不明
内面 摩滅のため調rg不 明

明赤褐
5YE5/6

にぶい黄橙
10YR7/2

311un以 下 の石 英 、 長 石 、
名 門 石 歩合 まe

肥前式雄系 鉢 (7.7)
体部外面 ナデ 用」毛目盾澤
体部内面 ナデ 用J毛 目唐津

(素地 )

'R瑠

巳2.5YR4/6
(釉 )

灰白5Y8/1
精  良

青磁 (2.3)
口縁 沖 外 国

口縁 部 内 面

テ
”グ

ナ
ナ

明 緑 火

7.5GY7/1
灰黄2.5Y7/2 精 良

底 部 (3.4)
眠部外面
底部内面

デ
デ

ナ
ナ

灰褐7.5YT4/2 暗褐 7.5YT3/3 密

波佐見焼碗
杯部外 国 ゲテ 早化 又

底部 内 面 ナ デ

(素 Jllpp'

褐灰 10YR5/1
(矛田,

灰 10Y6/1 精  良

陶器 碗 (3.2)
医部外面 ナデ 昂J毛 目唐津
底部内面 ナデ 刷毛目唐津

(系 Jul t細 )

灰 N51 暗緑灰
又様

71 6GY1/1灰 白‖BI 密

上師器 上鍋 (4.5)
膠部外 国

体部 内面

ア
デ

ナ

ナ 10YR4/2
灰貢褐

10YR6/2

lmun以 下 の 長 石 、 角 閃石
歩含 静

(2.8)
口縁 外 画 厚 減 の た め調 整 不 明
回綴 肉面 磨浦 の ■ め調 整 不 閉

灰黄 2.5Y7/2 灰自5Y7/1 枷
鉗

以下 の石 天 、 長 石 を

11 盃状穴
長さ
30.7

暇
生

さ

・
３

厚
Ｈ

角礫凝灰岩

五 綸 塔 岩

0            10 Cm

第61図 F調査区SD03石組中出土遺物実測図②
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第19表 F調査区SD03出土遺物観察表

番号 器 種
法  量(911)

形態・手法の特徴
色 調

胎  土
口径 底径 器高 外  面 内   面

1 陶器(瀬戸)碗 12.4 (3.6)
体部内面
体部外面

デ
デ

ナ
ナ

(素地)

灰白2.5Y8/2 密

2 白磁 碗 (2.8)
体部外面
体部内面

デ
デ

ナ

ナ
(素地)

灰白T,iV1/1灰 白
精良

3 陶器 碗 体部外面
体部内面

デ

デ
ナ
ナ

(素地 )

灰白N81
醐
癖

密

4 陶器(瀬戸)碗 (3.5)
底部外面 ナデ
底部内面 ナデ

(素地)

灰黄2.5Y72
(釉 )

浅黄 5Y7/3
精良

5 陶器 碗 (2.6)
底部外面 ナデ
底部内面 ナデ

(素地 )

灰白N81
(釉 〉
淡青灰5B7/1 密

6 (1.8)
底部外面
底部内面

一ケ
一′

ナ
ナ 醐螂

(釉 )

淡青灰
精 良

7 土師器 土鍋 38.0 体部外面 ナデ 体部外面 指頭圧
痕 体部内面 ハケが摩滅している

褐灰 10YR6/1
灰黄褐

1046/2
石英、長石、角閃石を含
む

8 39.8 体部外面 ナデ
体部外面 指頭圧痕

灰黄掲
10YR5/2

灰黄褐
10YR6/2

石英、長石、角閃石を含
む

9 36.0 体部外面 ナデ
体部内面 ナデ

褐灰 10YR4/1 灰黄褐
10YR5/2

長石、角閃石を含む

34.0 体部外面 ナデ 体部内面 ナデ
体部外面 指頭圧痕

灰黄2.5Y6/2 灰黄2.5Y7/2 長石、角閃石を含む

36.0 体部外面 ナデ
体部内面 ヨコナデ

黄灰 2.5Y4/1 灰黄2.5Y6/2
石英、長石、角閃石を含
む

備前焼 すり鉢 体部外面 ナデ
体部内面 ナデ

赤褐2.5YR5/3 赤褐 10R5/4 石英、長石、角閃石を含
む

〃 甕 23.2
底部外面 ナデ 格子ロタタキ
底部内面 ナデ 格子ロタタキ

灰黄褐
10YR4/2

灰褐5YR4/2 精良

備前焼 すり鉢
底部外面 板ナデ
底部内面 すり目

にぶい赤褐
5YR4/3

灰褐 7.5YR4/2
inm以下の長石、角閃石
を含む
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第 2節   南海道推定地の調査

1 調査区の位置

南海道推定地として調査地点に選定した三谷町1060番地,1071番地は,三木町白山南麓と高松市加

藍山北麓を結ぶ現地表面での南海道推定線上に当たる。調査地が位置する三谷町から川島町西部にか

けては,南から日山,上佐山などの山襲が北へ向けて支脈状に派生しており,古代南海道は,こ れら

を横切って東西に敷設されていたと考えられている。ちょうど現在の県道12号線 (三木国分寺線)か

ら北へ約100mの距離で県道とほぼ並行する位置関係になる。南海道推定線上の,特に微高地上には道

路の痕跡と考えられるような,幅 10～ 15mの 東西に長い帯状の地害Jが,断続的に確認できる。同様の

地害Jは南海道推定線上で三谷町西三谷,川島本町など数力所にも断続的に認められる。

平成7年度の調査地点である三谷町1060番地は,春 日川の支流である古川のさらに支流の小作川か

ら西へ約30mの地点で,旧小作川が形成した高低差 lmの段丘部分である。段丘上 (西側)は,南北約

10m,東西約20mの畑となっており,南海道余剰帯として認められる。畑のさらに西側も公道までの約

30mが同様な幅員の畦道および用水路として伸びており,公道を隔てた東側にも幅員15m,東 西約60m

の帯状の水田区画が連続して認められる。調査区は,段丘上の畑に南北に長く3× 10皿 (第 1ト レンチ),

段丘下の水田に同じく南北長に3× 15m(第 2ト レンチ)の 2本を設定した。

一方,平成8年度の調査地点は,高松市三谷町1071番地の水田で,平成7年度の調査区から西に約

50m離れた地点である。前年度と同様に南海道余剰帯の帯状地害Jの延長線を裁断できるように,当該調

査地の境界南縁に沿つた位置に南北20m,東西23mの方形に調査区を設定した。本報告では前年度の調

査と併せて報告する便宜上平成7年度のトレンチ番号と通して第3調査区と呼ぶことにした。基準点 ,

標高値は平成 7年度調査時に設定した基準点を利用した。座標値はN,01(X:141671.889,Y:

52861.286),標高値は22.932mで あった。

ケ

剛

第63図 三谷南海道推定地周辺地形図
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2 基本土層

土層は第 1・ 2ト レンチでは西側の断面を,第 3調査区では東側断面を図化した。

第 1ト レンチでは,上層から,第 1層現在の水田層,第 2層花聞土客土層,第 3～ 5層現代攪乱層 (隣

接の畦道並びにコンクリー ト畦畔改修の際の埋土とみられる),第 6層現代客土,第 7層灰色シル ト質

極細砂,第 8層黄褐色シル ト質細砂層 (土壌化が未進行の洪水層),第9層暗青灰色シル ト層 (水田層),

第 10層 (第 10'層 )風化花前岩層 (地山層),第 H層にぶい黄褐色砂質シル ト,第 12層明黄褐色細砂 ,

第13層灰褐色粗砂混じリシル トの層序を示す。

第2～ 6層は,地権者によると昭和40年以降の小作川護岸工事や畦畔改修の際に盛り土嵩上げをし

たということで,それ以前は段丘下位に近いレベルで帯状に湾入していたようである。

第7層 は,現在の水田層に近い土質で客土嵩上げ前の耕作層と思われる。

第9層水田層は時期が不明確ながら上面に踏み込みによるような地表面の乱れが観察され,水田と

して利用のさなかに上層の第8層洪水砂によって被覆されたものと思われる。

第H～ 13層は洪水作用による不安定な堆積層と考えられる。

一方,第 2ト レンチは段丘下で小作川旧河道の氾濫原に含まれているため,第 1ト レンチとは全く

違った層相を示し,洪水による影響を強く受けている様子が窺える。このため土層注記は第 1ト レン

チとは別個に採番している。

基本土層としては上層から順に,第 1層現耕水田層,第 2層現耕水田層床土,第 3層黄灰色シル ト質極

細砂,第 4層暗灰黄色シル ト質極細砂,第 5層黄褐色シルト質極細砂,第 6層黄褐色シル ト質極細砂,第

7層黄褐色シルト質極細砂,第 8層灰黄褐色シルト質極細砂,第9層黄褐色粗砂混じリシルト,第 10層暗

灰黄色シルト,第 9'層は第 9層 と第 10層の中間的特徴を示し,第 H層褐灰色シルト,第 12層暗灰黄色

細砂,第 13層明黄褐色粗砂,第 14層灰黄色シルト,第 15層浅黄色地山花闘上である。

第2～ 8層は中近世の耕作土層と考えられる。第9層は水田耕作層である。9'層 とともに第 1ト レ

ンチの第9層 に対応するものと思われる。第 10・ 11層の灰色シル ト層は9層水田層と類似しているが,

土壌化が進行していない洪水堆積層である。以下,12～ 14層 は旧河道の影響が大きい洪水堆積層で,

15層が最終基盤の風化花闇岩層である。なお,16層 は褐色の粗砂礫を充填する中世の溝状遺構の埋土

であつた。以上 2ヶ 所のトレンチで共通するのは,双方第 9層の暗青灰色 (褐灰色)水田層と,第 1ト

レンチ 10層および第 2ト レンチ 14層の風化花蘭岩基盤層の2層である。

次に第3調査区全体の状況を概観すると,現耕作土直下で最終遺構面であるにぶい黄橙色粘土層と

なり,南東部の一角のみがやや地山面が落ち込んでいて数層の砂層の堆積が見られる。南海道の道路

敷きとして認められるのはこの部分で,基本土層図として図化した調査区東辺の部分がもっとも深く,

西へ向かうにしたがって次第に落ち込みの深度を減じ10m余 り進んで全く平坦化する。一方,調査区

西辺に沿つてもつF水を兼ねて側溝掘削を行い,さ らに北へ向けた側溝の延長掘削によって土層を確認

したが,現耕作土直下に地山の平坦面が見られるのみであつた。これにより,地山面が浅いのは後世

の削平によるものと考えられる。土層の状況は次のとおりである。

第3調査区東辺の南から6m前後までの間が南海道にあたると考えられ,セ クション付近で最大50cm

の地山面の落ち込みが見られる。

この部分では現耕作上下に,第 2層 にぶい黄褐色粗砂が層厚20cm弱でやや安定的に堆積しており,

さらに下層には上から順に,第 3層黄褐色粗砂,第 4層明黄褐色中砂,第 5層褐灰色シル ト層,第 9層

明黄褐色粗砂が断続的なレンズ状の堆積を示している。そしてその下層には,こ れらを受けるように

第6層 にぶい黄褐色粗砂混じリシルト層が10～ 15cmの やや安定したあり方で存在する。第7層はにぶ
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い黄橙色粘土質の地山層,第 10層は弥生後期の土器片を包含する黄灰色砂質シル ト層で,S D01の埋

上である。

これらのうち第2～ 4,第 9層は,調査区南端から約3mの範囲に小規模なレンズ状の堆積が鱗状に

重なり合って存在しており,各層の層境にはマンガンの堅い沈着層が認められた。また,第 3層黄褐

色粗砂層中と地山粘土層上面には,拳から人頭大の砂岩礫が置かれており,前者は第2層 にぶい黄褐

色粗砂層に,後者は第6層にぶい黄褐色粗砂混じリシル ト層にそれぞれ砂岩礫の上半を埋め隠された

ような状態になっていた。このような砂岩礫を含む落ち込みは,調査区南辺に沿つた浅い溝状落ち込

みの中でもセクション付近とさらに6mほ ど西に寄った2ヶ 所で部分的に認められ,砂岩礫は洪水等に

よる自然の流れ込みというよりもむしろ据え置かれたように見受けられた。西側の集石部分では,遺

構の残存自体が全体的に浅くなっており,こ の部分で砂岩礫を被覆するのは第6層にぶい黄褐色粗砂

混じリシルト層と考えられる。

3 遺構と遺物

(1)第 1ト レンチ,第 2ト レンチの遺構と遺物

調査の結果,遺構としては第1ト レンチで第 (10り 層風化花闘岩地山層が逆台形状に掘り割られ

た痕跡が確認できた。

掘り割りは,ト レンチ西セクションによると,南肩 (左 )で第8層下面,北肩で第7層下面を検

出面として第 10(10り 層花闇土地山層を切り込み,検出幅5,4m,基底幅約3m,深 さ60cmの逆台形

を呈する。第 8層は,上壌化が未進行の洪水砂層で遺物を包含しないため時期が明確でないが,第

9層地表面の乱れを被覆していることから,第7層よりも第9層 との時期関係が密接な堆積層である

と判断される。

掘り割りの内部には第9,H,12層 の3面の堆積が認められる。第9層は掘 り割り内部の上面付近

の南肩付近を除く幅約4.5mに最大で20cm近 くの厚さに堆積しており,両肩付近では層厚を減じて

断面レンズ状を呈する。性格としては水田層とみられ,上面に幅,高 さ (深さ)と もに5cm程度の

凹凸が8カ所認められる。上面精査によって帯状の広がりは確認できなかったため畦畔や溝のよう

なものではなく踏み込み等による表層の攪乱と思われる。須恵器甕口縁部片1点が出土しているが ,

小片のため時期の確定には至らなかった。

第 H,12層 は第 10層地山風化花闇岩層に近い性格を持っており,基本的には洪水堆積層と考え

られる。洪水等によって斜面または上流の地山層が崩壊堆積したものか。いずれも土壌化の進行は

顕著にはみられず遺物の包含もなかった。なお,第 H層上面の南肩付近に浅くレンズ状に堆積する

第13層が断面で確認されたが,面的な広がりについては明確にとらえられなかった。

第9層青灰色水田層を取り除いた段階で掘り割りの平面的な広がりを確認したところ,北側の落

ち肩はトレンチにほぼ直交するE9° S方向で直線的に傾斜しており,南落ち肩もほぼ同方向を示す

が,ト レンチ東端でやや南東に転じて調査区外に逃げている。地山掘り割りの高低差は南肩で20cm

前後,北肩は途中で若干傾斜の変換を持って30cm前後を有していた。掘り割り床面の高低差はトレ

ンチ東西端で部分的に2～ 5cmの差はあるものの概して水平であつた。これらトレンチの状況から,

当該の掘り割り状の遺構は東西に切り通し状に連続するものと推定された。

一方,段丘崖の低位に位置する第2ト レンチでは,中世並びに現代の溝跡各1条 と第1ト レンチ同

様に地山を浅く掘り割った段差が確認された。

第2ト レンチで地山と判断できる風化花闇岩層は,土層観察のための側溝でトレンチ中程で現地
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第69図 南海道推定地調査区第■第2トレンチ遺構図
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第70図 南海道推定地第3調査1区遺構図(上層)
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表下 lm,ト レンチ北端 5mの部分では50cmの 深さで確認できた。さらに南側では,幅 3mの トレンチの

西側崖寄りでは第 1ト レンチとよく似た地山層がほぼ水平に南へ伸びるのに対し,東側では地山層は

次第に深く落ちてゆき,それも軟部が除かれて人頭大の花闘岩礫が累積しているような状況であった。

地山岩礫層の上部は,西セクションでは土層図で第 13・ 14層の洪水砂礫層が現地表下 60～ 70cm(ト

レンチ北端では30cm前後)まで,東セクションでは同様な砂礫層がさらに複雑な布状の堆積層を形成

しており,こ の上面が最終遺構面と確認できる状況であった。

第1ト レンチの地山切り通しと対応すると考えられるのは,第 2ト レンチ北端から約5m部分にみら

れた第13層洪水砂礫層上面の段差である。

第14層上面は第2ト レンチ北端で中世溝の掘り込み面となっており直上を近世耕作層に被覆されて

いるが,西セクションでトレンチ北端から5mの地点で1.4mの間で深さ40cmの浅い斜面状の段差になっ

ている。段差の下位は,段差直下がやや溝状に浅くえぐれ,約 10cmの緩い高低差をもつもののほぼ平

坦を保つ。特にトレンチ北端から7.8～ 12.lmの 間は第14層上面に第13層 の薄いレンズ状堆積がみら

れるためやや高まりとなっており,その南端は第13層分の厚みだけで10cm足 らずの明確な段差をなし

ている。

第 14(13)層 の上面は灰色シルトが 10～ 20cm堆積している。段差部分の堆積がレンズ状にもっと

も厚く,全体を見通して5層 (第 9～ 12層 )に細分できる。灰色シルト中もっとも上層の第 9層 は段

差下段のほぼ中央部に厚さ10cm,幅 2.7mに わたってレンズ状に水平堆積し,第 1ト レンチの第9層 と

同質の水田層と考えられる。第9層のすぐ北側には第9層よりやや土壌化が未発達な第9'層が1.5mの

幅で段差の傾斜に影響されるようにやや北に高くレンズ状の堆積をなす。第10層は第9'層の北に続く

部分に段差の傾斜面にかぶるように幅1.8m,厚さ約10cmに みられる箇所と,ト レンチ南端からやや厚

みを持って伸びてきて第13層 の出現と置き換わってとぎれる部分の2カ所に認めることができる。第

H層は段差際の浅い凹部を埋めるように厚いレンズ状に堆積し,ほ とんど土壊化が進行していないと

考えられる。第 12層 は同色の細砂層で第H層の下層に薄く堆積している。

12)第 3調査区の遺構と遺物

A 弥生時代の遺構

第3調査区では現地表面下20cmの浅い部分に第 7層の地山層 (最終遺構面)が存在しており,こ

の同一面上に弥生時代から古代までの遺構が掘り込まれていた。

調査区中央部から北東流して調査区の北東角に至る溝状遺構2条 (SD01・ SD02)を 確認した。SD01

は,調査区の中央部やや東寄りから緩いS字状に蛇行しながら調査区北東角に至る。調査区南半は,

南海道の路肩と見られる浅い落ち込みの部分で途切れていることから,こ れによって切られたもの

と判断できる。検出幅50～ 70cm,検出面からの深さは10～ 14cmで ,黄灰色砂質シル トの埋土中に

弥生土器の細片が見られる。

出土遺物は3点を図化した。

とは,小型丸底壺の底部と見られる。2は,甕の頸部から体部上半にかけて,3は,壺の底部付近

でつまみ出しによる高台が見られる。

いずれも器表の摩耗が進んだ細片であるが,弥生時代末から古墳時代初頭にかけてのものと考え

られる。

SD02は ,SD01のすぐ西側に接するように検出された。南端はSD01の ,緩やかに東へ蛇行して再

度北西へ向きを戻す付近でSD01に切られている。検出幅は約60cm,底部に凹凸が著しく,深さは場
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(3)

所によって14cm～ 5cmと ばらばらである。に

ぶい黄褐色粗砂質の埋土中に上器細片を包

含しており,こ こでは2点を区化した。

4は ,壺口縁部片である。上方にラッパ状

に開く細片で内外面ともナデ調整が残るの

みで端部も丸く収めている。5は ,ミ ニチュ

アの壺の体部と見られるが器表の摩耗が著

しい。SD01と近接した時期に相前後して掘

削された遺構であろう。

調査区南辺に沿つて,幅約3mの浅い溝状の落ち込み (SX01)が東西方向に確認できた。

SX01は ,基本土層図第3層黄褐色粗砂層の上面付近で検出幅2.7～ 3mを測り,調査区東セクション

付近から西へ向かって徐々に深さを減じながら14m付近まで続いていた。落ち込みの南肩は,調査区

南辺際の浅い段差に認められ,最も残りがよい部分で6cmの高低差を測るが,東セクションから6m付

近で消滅してしまう。一方北側は,浅い溝が2本並行して延びる形になっているが,こ れをS X01-

部と見ると,ち ょうど幅員の中ほどに馬背状の脊梁が通っているような形になり,北側溝の北肩を落

ち込みの肩と見ると,調査区東辺際で12cmの 高低差を測ることとなる。

さらに,第 3層以下を地山まで掘り下げると,2条の清のさらに南側にもう一条が新たに確認され ,

この東西両端部,すなわち調査区東セクション付近と,西へ約6m離れた箇所で浅いすり鉢状の窪みと

なっていた。窪みの大きさは,東側が東西4m以上,南北2.5m以上の精円形の平面形を呈し,最深部が

検出面からで30cm,西側のものは,東西4～ 4.5m,南 北2m程度の同じく精円形の平面形に,深さは周

囲の地山面から10cm程度であった。東側の窪みにはこの内部に,下層から順に第6層 にぶい黄褐色粗

砂混じリシル ト層,第 9層明黄褐色粗砂層,第 4層明黄褐色中砂層,第 3層黄褐色粗砂層,第 2層 にぶ

い黄褐色粗砂層が堆積していた。このうち,第 2層 は窪みの中央付近で15～ 10cm前後と比較的安定的

な堆積を示し,第6層 も中央部付近では10cm足 らずで厚みもところによって一定せず不安定に見える

ものの,北側の上がり肩付近では20cm近 くの安定した堆積を見せている。

また,こ の内部の堆積中には,拳大から人頭大の砂岩礫 (和泉砂岩礫)が含まれている。東側の窪

みでは,砂岩砂は地山第7層直上と第3層下面に接した2層 に分かれており,いずれも砂岩礫の頂部は

ちょうど氷山が海面に頭をのぞかせるように上層の堆積中にまでくい込んでいた。さらにはどちらの

砂岩礫も洪水などによって流れ込んだというよりはむしろ意図的に置かれたような状態にあり,何ら

かの人為的な意図によって置かれたものと考えられた。この状況は西側についても同様であるが,西
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二
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第71図 SD01・ SD02出土遺物実測図

第20表 SD01,SD02出土遺物観察表
番
号 器   種

覇氏     追自(Clll,
形態・手法の特徴

色 調
胎  土

口 径 外   面 内   面

l 小 型 丸 底 壷 内外面摩滅により不明 灰自7.5Y8/2 灰白7.5Y8/1 石英・長石を含む

甕 内外面摩滅により不明 淡黄2.5Y8/3
にぶい黄褐

10Yユ 5/4
石英・長石を含む

3 底 部
外面板ナデ
内面摩滅により不明

灰白2.5Y8/2 ラて白5Y3/2 石英・長石を含む

篭 内外面ヨヨナデ
浅黄橙

10YR8/3
浅黄糧

10YR8/3
石英・長石・角閃
石を多量含む

ミニチユア土器 (2.3) 内外面ナデ
にぶい捜

7.5VR7/4
浅黄橙

7.5YR3/4
微砂粒を含む
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側は窪みの深さそのものが浅かったためか,砂岩礫は地山直上のもののみが確認でき窪み内部の堆積

層も第6層 にぶい黄褐色粗砂混じリシル ト層以外は明確には認められなかった。

調査区東セクション付近では,S X01の北側にもすり鉢状の地山面の落ち込みが確認できている

(S X02)。 S X02は ,長軸を北西から南東にとる長円形状の平面形を呈し,南東側は調査区外に逃げ

ているものの東側に拡張した トレンチの状況から,短径2.5m,長径3.0～ 3.5m程度に推定でき,深さ

は中央の最深部で27cmを 測る。S X02に は,西側から溝状の流れ込みが3ヶ 所ほど認められるが,い

ずれもlmに も満たない小規模なものであるため,S X02と の関連は明確でない。なお,土層との対照

からS X02を埋めているのは,第 6層にぶい黄褐色粗砂混じリシル ト層と考えられる。

出土遺物は15点を図化した。

1～ 10は,第 6層を中心に出土したものである。

1は,須恵器杯蓋の口縁部片である。受け部上面の基部と先端付近に2条の沈線状の凹線を巡らせる。

2は ,須恵器杯蓋片と思われる。受け部は外へ向かって肥厚し,日縁の端部に1条の凹線が施され

ている。

3は ,須恵器杯の口縁部である。杯部は比較的浅く扁平で,器壁はわずかに内湾しているため,高

杯の可能性が考えられる。

4は,土師器杯である。

5は,土鍋の日縁の部分の破片である。

6は ,須恵器椀の底部から体部にかけての破片である。やや内湾しながら開き気味に上方に立ち上

がる。底径 7.4cm,器高は残存高で3.lcmを測 り,深みのある器である。

7は,弥生土器の底部片である。

8は ,須恵器杯の底部片である。

9,10は ,須恵器の高台付き壷の底部片である。

H～ 15は,S X01の内部から出土したものであるが詳細な層位を明確にしていない。

Hは ,土師器小皿片である。全体的に肉厚で底部から杯部にかけては内外面ともに明確な稜をもた

ずに立ち上がっている。

12は ,須恵器杯蓋の日縁部片である。

13は ,須恵器壺の肩くびれ部付近の破片である。

14は ,須恵器皿の底部片である。

15は ,弥生土器底部片である。
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第73図 南海道推定地第3調査区出土遺物実測図

第21表 南海道推定地第3調査区出土遺物観察表

1 杯蓋 (須恵器) (23) 内外面ナデ 灰白N7/0 灰白 N7/0 微砂粒を含む

杯蓋 (須恵器) 外面ヘラケズリ、内面ナデ
明青灰

5PB7/1
青灰 5PB6/1 密

高杯 (須恵器)

明青灰
術

4 椀 (須 恵器 ) 内外面摩滅により不明 ‖島7 5YR4/6 ‖島10YR4/6 tmm以下の角閃石を含む

5 口 縁 28 0 内外面ナデ 灰 N5/0 う電N5/0 密

6 椀 (須 恵器 ) 内面ナデ、外面に火欅 灰白N6/0 灰白 N6/0 微砂粒を含む

7 底 部 内外面摩減により不明 淡黄 25Y8/8 灰白 25Y8/2 3mm以下の石英長石を含む

8 皿 (底  部 ) 内外面ナデ 灰 白 75Y7/1 灰 白 75Y6/1 密

9 底 部 内外面ナデ 暗 言灰 5B4/1 灰白N8/0 密

底 部 内外面ナデ 灰 N5/0 灰白 N7/0 密

皿 (上 師器 ) 14 内外面ナデ 増&7 5YR7/6 名釜7 5YR7/6 微砂粒を含む

蓋 (須 恵器 ) 内外画ヘラケズリ、内面ナデ う確N5/0 灰 N6/0 密

蓋 (須 恵 器 ) 内外面ナデ 灰白N7/0 灰 N6/0 lmm以下の石英長石を含む

皿 (須 恵器 ) 内外画ナデ、外面火欅 灰白 N7/0 灰白N7/0 密

底 部 内外面摩滅によ り不明 黄褐 1045/6 明掲 7 5YR5/6 微砂粒を含む
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第 3節  田図北地区の調査

1 調査区の位置

弘福寺領讃岐国山田郡田図比定地北地区は,高松市木太町南端の通称大池 (木太新池)南東半から

同池南側 (林町域)にかかる一帯と考えられている。高松市教育委員会では,昭和62年度から5ヶ 年

をかけて比定地確認のための発掘調査を実施してきたが,考古学的な確証を得るまでには至らなかっ

た。この際に集中的に調査区を設定した大池南東部の地点は,条里呼称に従うと山田郡8条 12里 34坪

に相当し,絵図では当該坪南半に「佐布田」と記された旧河道様の地形と「畠」の地日,「直米一石五

斗」等の収穫高の記載が,北半には「倉」,「屋」,「井戸」といつた荘園施設の建物群とおばしき記載

が見られる。しかし後者については,現在では大池に取り込まれていると考えられており,通常の池

水が湛水した状態では調査の手段を講じることができなかった。

ところが,平成9年末から10年の初めにかけて,木太,林,太田,多肥地区にかけて施行が進めら

れている太田第2土地区画整理の事業サイ ドから大池周辺の放水路および街路の改修のために池水を

排出するとの情報が得られたため,平成9年度の発掘調査候補地として検討する対象に加えることと

なった。急返北地区に調査地を振り向けることについては,事業の年次計画を損ねるおそれも考えら

れたが,池底という土地利用の条件上,現実的な発掘調査の機会は極端に制約されているため今回に

ついてはこれを利用するということで調査の実施が決定した。

発掘調査地点は,大池南東隅の山田郡8条 12里 34坪に限定して実施する予定であったが,ほぼこの

範囲に重なる形で行われている池底の浚渫が予想以上に大規模と考えられ,そのためにヘ ドロ状の底

水の排水が悪く重機等の投入も不可能なことから,当該坪の周辺部で条里遺構の検出を目的とした調

査に変更した。すなわち,ほぼ当該坪の西および北辺坪界と一致していると見られる浚渫崖に沿つて

幅5m程度のトレンチを逆L字状に設定した。とはいえ,大池池底部分ではどういった理由からか,池

底地表面に弥生から古墳時代の遺構面がほとんど露出した状態で存在しており,精査をかけるだけで

遺構の平面プランが確認できた。その一方で,前記の浚渫とは別に昭和30～ 40年代にかけて盛んに行

われたという瓦粘上の採掘による攪乱坑が至る所に見られ,34坪周辺の可掘範囲は今回の設定部分に

はぼ限られていたというのが実状であった。

一方,池底浚渫によって形成された崖の内部はヘ ドロの堆積によって遺構面の存否の状況は表面的

観察では判断できなかったため,調査工程の中で一旦はヘ ドロ層の除去を試みた。しかし,地面が重

機の重量を支え得るに十分な強度を持っていないことから,人力作業に頼ることとなり,十分な成果

を上げることができなかった。

調査地点の位置決めについては,大池取水口水門のコンクリー ト基礎の北東角を基点 (PO)と し

て,これから北西方向20mの堤体護岸ブロック基礎部にPl,Plか ら北8mの地点にP2を設定した。

PO― Pl― P2によって作られる角度は130° を測る。さらにP2か ら西90° 方向5mに P3,P3か
ら北 90° 方向に20m間隔で5本の基準点 (P4～ P8)を一列に配置し,北端P8か ら西,北,東の各

方向に90° 単位で枝線を張りそれぞれPW,PN,PEと してポイント番号を付した。西へはP8か

ら15m地点にPWl,北へは同じく10m地点にPNl,東へは同じくP8か ら近い方から順に10m,10m,

20mの間隔でPEl～ PE3の 各点である。またP8,PNl,PElの 3点を用いて成立する正方形

の第4点にPNElを 置いた。なお,基準標高は近傍の工事用レベルから引用し,基本的にはレベル

眼高8.00mを標準設定としてこれから数値を読み下した。
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2 基本土層

北側浚渫崖に沿つた東西延長31.lmの側溝北側壁面を基本土層とした。

基本土層断面の西端は山田郡8条 12里 34坪の西北コーナーにほぼ相当すると考えられる。東側は同

坪北界の中程を中心として20～ 30mの 幅で底水排水のための素掘りの水路が設けられており,ヘ ドロ

が厚く堆積していたため以東への側溝延長は不可能であった。

基本層序は,第 6層褐色砂質シルトまたは第6層の下層に位置する第22層灰色粘土を地山層 (最終

遺構面)と し,こ の上面から,側溝西端に黒色シル トを埋土の主体とする自然河川 (SR02),側溝中程

から東寄りに灰色から灰黄色のシル トを埋土の主体とする河道状の落ち込み(SR01)が掘り込まれ,そ

のほかに溝状遺構2,水田畦畔なども確認した。

SR02は ,検出幅4.5m,検出面からの深さlmを測る。埋土は第 25層から第33層が相当し,黒色から

黒褐色のシル トまたは砂質を呈する。これらの層は10～ 30cmの厚さで互層に堆積しており,河川性の

ものと考えられる。埋土中に遺物は混在しないものの,弥生後期の遺物を濃密に包含するSD02が,基

本土層断面の北8mの地点でSR02の肩を僅かに切っていることから弥生後期以前の自然河川と判断でき

る。

一方SR01は ,第 22層灰色粘土上面から掘り込む検出幅9.5m,深さlmの落ち込みである。埋土は第

8層黄灰色シル トから第20層灰色細砂までの灰黄色から黒褐色系のシル ト層が該当し,各層10cm前後

の層厚で布状の堆積を見せる。部分的に拳大の礫を集中して包含する箇所があるものの,遺物の包含

は皆無に近い。しかしながら,調査終了直前に表層近くで瓦片,耐火煉瓦片を確認したことにより現

代の堆積と認められた。おそらくは,通水路の浚渫または瓦粘土採掘坑にたまったヘドロが形成した

堆積かと推測される。なお,SD01についても同様な埋土で同時期の所産とすることができる。

3 遺構と遺物

前述のとおり自然河川 (または河川状の掘削跡)2,溝状遺構 2に加えて水田畦畔1,その他粘土採

掘坑数ヶ所を検出した。

SD02
浚渫崖の北西コーナーからS字状に蛇行しながら北西に延びる弥生時代後期初頭の溝状遺構である。

崖線以南は浚渫の際に大部分が削平を受けている。検出幅約2.5m,深 さ約60cmを 測り,延長は約 10m

分を検出した。遺構の東側は瓦粘土採掘坑によって遺構肩付近まで大きく攪乱を受けており,西側は

3mまででSR02の東肩に達するため周辺部に残余の遺構は確認していない。

黒色の細砂からシル ト質の埋土 (基本土層第 1～ 5層 ,第 7層)は,大きくは 1,2層からなる上層

と第3層以下の下層に分類でき,双方に弥生後期を主体とする土器類が濃密に包含されていた。総量

は遺物コンテナ27箱分に達する。上下層の上器群の間には大きな時期差はないと考えられ,いずれも

弥生時代後期を中心とするものであろう。また,これらとは別にSD02遺構検出面付近で古墳時代後期

の須恵器片および土師器片10数片を表面採集の状態で確認している。土器表面の摩耗等も進行してい

ないことから出土地付近の包含遺物と考えられ,周辺に当該時期の遺構が存在している(していた)可

能性が指摘できるが,今回の調査では当該時期の遺構は確認できなかった。

水田畦畔

東側浚渫崖に沿って確認した。南は基準杭P7北側で東に振って浚渫崖内に逃げ,北はP8の西 1.5m

西で粘土採掘坑によって切断されており,検出延長9.5mを測る。検出幅は50cm前後で北半では畦畔が

三股に分岐しているために幅20～ 40cmとやや細くなっている。立ち上がりは西側では6cm前後である
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1 黒色砂質シルト
2 黒色褐色細砂
3 黒色褐色シルト
4 黒色シルト
5 黒褐色砂質シルト
6 褐色砂質シルト
7 黒色掲色粗砂
8 黄灰色シルト
9 暗灰黄色シルト
10 黄灰色シルト
11 黒褐色粘質シルト
12灰色砂質シルト
13 灰色粘質シルト
14黒褐色細砂
15 灰色中砂
16 暗灰黄色細砂

17灰黄褐色砂質シルト
18 灰色細砂
19 黄灰色シルト
20 灰色細砂
21 褐灰色シルト質蜘 砂
22 灰色粘土
23 褐灰色シルト質極細砂
24黒色粘上シルト
25 黒色シルト
26 黒色シルト
27 黒褐色中砂
28 黒褐色シルト
29黒色砂混シルト
30 黒褐色シルト
31 黒色砂混シルト
32 オリーブ黒粗砂
33 オリーブ黒粗砂

Hue10YR4/2

Huc7.5Y4/1

Hue2.5Y4/1

Hue5Y4/1

Hue10YR4/1

Hue7.5Y5/1

Hue10YR4/1

heN 2/1

Hue2.5Y4/2

睡 2.5Y4/1

Hue2.5Y3/1

Hue5Y4/1

Hue7.5Y4/1

Hue7.5m/1
Hue7.5Y4/1

Hlle2.5Y4/2

1 黒色砂質シルト
2;謙絶翻
3黒褐色シルト

4 黒色シ,レ ト

5 界摩発餌υ質シルト

6褐色砂質シルト

7黒褐色粗砂

訛:糊| }剛

上層埋■

Hue7.5Y2/1

1〔|「

ω
l醜

抑土
Hue7.5町 1

Hue10W/6
he10YR3/1 SD02下層埋土

第75図 田図北地区調査区基本土層図
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第76図 田図北地区調査区遺構配置図

水田畦畔

(SD02直後)
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第79図 田図北地区SD02出土遺物実測図③

第22表 -1 田図北地区SD02出土遺物観察表

番号 器 種
法 Clll

形態 。手法の特徴
負

胎   土日 径 廣 器 高 外   面 Ll

1 弥生土器 壷 (4.7)
口縁部外画ナデ
ロ縁部内面ナデ、ハケメ

にぶい黄橙
10YR7/2

にぶい黄橙
10YR7/3

4mll以下の石英、長石、
角閃石を含む

2 (2.0)
口縁部外面ナデ
ロ縁部内面ナデ

にぶい褐
7.5YR6/3

にない褐
7.5VR6/3

lmm以下の石英、長石、
角閃石を含む

3 (2.2)
口縁部外面ナデ
ロ縁部内面ナデ 増鬱7.5YR7/6 灰白10Y48/2

3剛 以下の石英、長石を
含む

4 (7.5)
頸部外面摩減のため不明
頸部内面ナデ

にぶい橙
7.5YR74

にぶい橙
7.5YR6/3

5mm以 下の石英、長石、
角閃石を多く含む

5 古式上師器 壷 口縁部外面ナデ、接合痕
口縁部内面ナデ 灰白2.5Y8/2 灰白10Y18/2 密

6 弥生土器 〃 (7.3)
頸部外面ナデ
顕部内面指頭圧痕

にない黄橙
10YR7/2

灰黄2.5Y7/2
1～ 24un以 下の石英、長
石、雲母を含む

(10。 4)
頸部外面ヘラ削り、ハケメ、指頭圧痕
頸部内面ハケメ、指頭圧痕

にぶい黄褐
10YR5/4

にぶい黄褐
10YR5/4

5mHl以下の石英、長石を
少量含む

(26.0)
頸部外面ハケメ、体部外画ハケメ
頸部内面ナデ、指頭圧痕、接合痕
体部内面上半指頭圧痕、下半ヘラ削り

にぶい黄橙
10YR6/3

にない黄橙
10YR6/3

2mul以下の石英、長石、
角閃石を含む

弥生土器 奄 (5.05)
頸部外面ナデ、ヘラミガキ
頸部内面ナデ 淡黄2.5Y8/3 灰白2.5Y8/2

31Em以下の長石、角閃石
を含む

(5,7)
体部外面ナデ
体部内面ナデ、指頭圧痕、ヘラケズリ

にぶい黄橙
10YR74 黒 7.5YR2/1

1～ 5nlll以 下の石英、長
石を含む

(5。 6)
体部外面タタキメ
体部内面ヘラケズリ、接合痕

にぶい黄
2.5Y6/3

にない黄
2.5Y6/3

飾
釦

以下の石英、長石を

17.7 (3.0)
頸部外面指頭圧痕
体部内面指頭圧痕

橙 5YR6/6 橙5YR6/6
lmm以下の石英、長石、
角閃石を含む

(5.0)
体部外面ナデ
体部内面ナデ、指頭圧痕

にぶい褐
7.5YR6/3

灰黄褐
10YR6/2

5Eun以下の長石、lEIEl以

下の角閃石、雲母を含む

弥生土器 甕 (5。 4)
体部外面ナデ、ハケメ
体部内面ナデ、指頭圧痕

にぶい褐
7.5YR5/4

にぶい橙
7.5YR7/3

1～ 2Hunの 石英、長石を
含む

(5.0)
体部外面ナデ、ハケメ
体部内面ナデ、指頭圧痕

にない褐
7.5YR6/8

におい褐
7.5YR6/3

1～ 2ndl以 下の石英、長
石、雲母を含む
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第22表 -1 田図北地区SD02出土遺物観察表

弥生 1:器 甕
体郡外向すテ、ハケメ

体部内面ナデ、指頭圧痕

にぶい貢橙
10VR6/3

浅黄 25Y7/3 似 ～ 租 ワ 、 41央 、 長 tl

の砂粒を多く含む

俗 齢 ダト回 ア ア

体部内面ナデ、ヘラケズリ
灰白 25Y8/2

にぶ い貢 種

10YR

1-3mm 以 
「

り 伺 央 、 壕

石 を含 む

(365)
枠 ツ ト回 ア ブ

体部内画ナデ
灰白 10YR8/2 灰白 10YR8/2

zmm以 ドの tl果 、 長 tl、

角関石、雲母を含む

体部外向ケテ、ハケメ

体部内面ハケメ
限貢竜

10YR8/3
灰白 25Y8/2

Imm以 卜の 41興、 長 右 を

合 沖

件 齢 グトロ ア ア

体部内画板ナデ、ヘラケズリ
日縁端部内面接合痕

オリーブ黒
5Y3/1

灰 5Y4/1
3mln以下の石英、長石を
含む

弥生 上器 底部
底郡外面ヘラミガキ
底部内画ヘラケズリ

黒 10YR2/1
10YR6/2

lmm以 卜のra天、長石、

角閃石を含む

底部外向ヘラミ刀キ

底部底面ヘラミガキ
底部内面ナデ、ヘラケズリ

にぶい黄褐
10YR5/4

にぶい褐
7 5YR5/4 血釣

以下の長石、雲母を

凰 沖外 国似 すア

底 部 内 面 指 頭圧 痕

にぶい貢褐
10WR5/3 10YR6/2

lmm以下の長石、角閃石
を含む

底部外面ヘラミガキ
にぶい鶴

7 5YR5/3

にぶい貢褐
10YR5/3

zmm以 ドリ 41兵、 長 4El、

角閃石を含む

底部外面ナデ 黒 10YR2/1
にぶい褐

7 5YR5/4
Imln以 卜の石英、長石、

角閃石を含む

底部外山ハケメ、ナテ

底部内面板ケズリ、ナデ

にぶい貢
2 5Y6/3

淡黄 25Y8/8
Omln以 ドの tl兵、 � 41笹
含む

弥生_■器 底部
lB.司うタト回 夕 夕 千 必

底部内面ナス ヘラケズリ、ヘラミガキ
褐灰 10YR5/1

浅 貢 在

10YR8/4
oml tt「 の4El央 、長4El、

角閃石、雲母を含む

凰 船 グト回 ア ア

底部内面ナデ
にぶい貢種

10YR7/3

にぶ い貢 種

10YR7/8
l剛 以 卜の rH戻、 長 41、

色 開 万 寿合 よ,

底部 外 回挟 ケテ 、ハ グ メ

虎部 内 面 板 ナデ 、指 頭 圧痕

にぶ い黄種

10YR7/2
黄灰 25Y5/1 3nun以下の長石を含む

眠部外 国ハ グ メ

底部 内 面 ヘ ラケ ズ リ 2 5Y5/2
ぶ い貢 砲

lnVR “

剛l tt「 り 4El呆 、 長 4El、

色 開 万 寿合 よ、

眠紳外 田ハ グ メ

底部 内 面 ヘ ラケ ズ リ

にぶい赤褐
2 5YR5/4

にぶい褐
7 5YR6/8

3mm以下の石英、長石を
合よ、

(135)
底部外面ナデ
底部内面ナデ、指頭圧痕

灰白 10YR8/2 夙更自 10YR8/2

5mm以 下の石更、長石、

角閃石を含む
7nunの小石を含む

眠 訃 外 回 打 瑕 止 農 、 ヘ フ ケ ス リ

態合 痛

に心 ψ■真r9

10YR7/2

!ヽ v心 ψ■,表 rg

10TR7/3
1～ o則 n tt「 の 4El八 、 漂

石 を多 量 に含 む

甑

膠部 外 国 ハ グ メ

ロ縁部内面指頭圧痕
隊部�面ナデ、ミガキ

灰 白 25Y8/2 灰 N6/1
I～ 5oln以 下の石英、長
石を多量に含む

″  鉢 (111)
杯 部 外 田 ケ テ 、 ダ ダ 千 、 ヘ フケ ス リ

ロ縁部～体部内面ヘラミガキ
体部内面ナデ、指頭圧痕

灰白 25Y8/2 灰白 10YR8/2
3mm以下の石英、長石、
雲母を含む

胚部外向すテ、ヘラクスリ
ロ縁～体部内面ナデ

黄灰 25Y6/1 黄灰 25Y6/1
1～ Zmln以 卜の 有 夷 、 長

石、雲母を含む
口縁 ～ 杯 部 外 国 ナ テ 、 ハ ケ メ

ロ縁～体部内面ハケメ
う更5Y4/1 黄灰 25Y5/1

Imn以 卜の 長 41、 月 閃 れ

歩合 よ
`

高杯 (595)
枠 齢 クト回 ア ア 、 グ ス リ

杯部内面ナデ
黄橙 1046/3

に か い 員 便

lYR6/3

4Hlln tt「 り tl具、長 4El、

雪墨 歩合 お

いいタトlulァァ
杯部内面ナデ、ヘラミガキ

に 奇 Vヽa御

7 5YR6/8
イiv心 ψヽ■わη

7 5YR6/3
1～ と剛 1黙 Γり tI只 、 環

石 歩 含 お

(355)
砕 部 外 国 タ ア 、 ヘ フ グ ス リ

日縁～杯部内面ナデ
灰黄 25Y6/2 灰黄 2.5Y6/2

3mln以 卜の 長 41、 月 因

石、雲 母 を含 む

日縁部内外面ナデ
にぶい貢橙

10YR6/3
にぶい貢橙

10YR6/3
1～ 3mm以下の石英、長
石、角閃石を含む

口縁端部内面凹線 1条
杯部外面ナデ、ヘラケズリのちヘラミガキ
杯部内面ナデ、ヘラミガキ

にぶい黄橙
10YR6/3

にぶい黄橙
10YR7/3

ｍ
む

翫
含

以下の石英、長石を

脚 部 困 回 ヘ フ グ ス リ、 ヨ 顕 L猥
円コ n福 イク栖 確 海 Ⅲ 10HR8/3

にぶ い貢 衡

10YR6/4

中Dllnス rの tl央、長 4El空

含よ、

脚 需 訃 外 国 ケ ブ

脚裾部外面凹線 1条
脚裾部内面ナデ、ハケメ

求島7 5YR4/4 灰白 10YR8/2
石英、長石の微砂を含
む

(285)
脚 俯 抑 グトlHlアア 、 tT庄又

脚裾部内面ヘラケズリ 10YR3/3

fこぶし`寅 種

10YR7/4
4mn tt「 の41央、長tI空

含む

(HO)
脚部外向ハケメ、況裸 7条
脚部内面ナデ、ヘラケズリ
脚裾部円形透孔 4ヶ所

にぶい黄橙
10YR7/2

にぶい黄橙
10YR7/2

似 ～ 細 ワ

石英、長石、角閃石を
含む

″ 製塩上器 脚部外面ナテ、ヘラケズ L

脚部内面ナデ
灰褐 7 5YR6/2

にぶい褐
7 5YR6/3

Imn以 卜の長石 、角 閃
石、雲母を含む

脚 部 外 皿 層 駅 L及
脚部内面ナデ、指頭圧痕

にぶい貢橙
10YR6/3

黄褐 10YR6/2
rmln以 卜の tl央、 長 れ を

含む
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第80図 田図北地区SD02下層出土遺物実測図①
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が,東側は浅い溝状遺構と抱き合わせになっているため最大で15cm前後と西側の2倍以上の高低差を

示している。

畦畔を形成する水田層は基本土層の第25層黒色シルト層と考えられ,SR02埋積後に営まれた水田で

あることがわかる。畦畔上面には洪水性と見られる褐色細砂層が薄くかぶっており,畦畔東側の溝状

遺構も同様の砂で埋積されていた。褐色砂層の上面で須恵器片等の表採が見られたものの,基本土層

断面の北側で第25層 を含むSR02の埋土がSD02に切られていることから弥生時代後期以前の水田と考

えられる。

SD01,SR01
基本土層断面の中程から東半にかかって南北流する遺構である。SD01が西側,SR01が東側で双方隣

接しており,北をやや東に振って南北流する。SD01は検出幅約50cm,深さ15cm,SR01は検出幅9.5m,

深さlmを測 り,検出延長はいずれも6.5m前後である。SROlの西肩は粘土採掘坑による攪乱でプラン

が不明瞭になっている。

SD01の埋土は暗灰褐色シル ト層の単層,SR01も 同系統の 13層の埋土によって埋積しており,同時

代の埋没とすることができる。いずれ土質からもそう古い堆積とは見られず,それでも北方やや東に

振って延伸方向を示すことからの条里界線に関わると遺構の近世以降の埋没も可能性に含めて調査を

進めたが,最終段階で遺構検出面付近の層位から瓦片,耐火煉瓦等の検出を見たため,現代のものと

判断した。それでも調査地点周辺に点在する瓦粘土採掘坑には遺構の一部を切られていることから,昭

和20年代以前のものではあろう。

これらの他,調査地周辺には瓦粘土の採取坑が虫食い状に掘られており,遺構の検出に困難をとも

なった。この瓦粘土採取は,昭和30年代から40年代半ばにかけて行われたとのことで,当時業者とし

て粘土採取に関わった地元の方も確認できたが,今回の報告とりまとめまでに改めての聞き取り調査

にまで至らなかった。また,今回の調査では池底の地表付近に弥生時代前後の遺構面が殆ど露出して

確認され,以降の時代の地層が見られないことが特徴として挙げられる。一方,大池の築造は古代ま

で遡ることはないであろうから,古代から大池築造までの間に相当する地層の不在については改めて

検討する必要があるが,瓦粘土採取の際の表土層の除去なども原因のひとつとして考えられ,今後事

実関係の確認が必要と考えられる。

〆

／ ４柴黎
・，体

）

「
―ガ

５

＼
だ
ヤ

0             1o cm

第81図 田図北地区SD02下層出土遺物実測図②
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第23表-1 田図北地区SD02下層出土遺物観察表

番 号 器 種
号 〔伽

形態 。手法の特徴
調

胎  土口径 器 冨 外 肉   雨

1 弥生上器 壷 (4.5)
口協 静 外 回 ケ ア

ロ縁部内面 ナデ 灰責 2.5Y7/2 灰黄2.5Y6/2
7mm以下の石英、長石、
働開石歩合すo

(2.35)
四稼 い 外 回

口縁 部 内面

ア
デ

ケ

ナ 灰白2.5Y8/2 灰白2.5Y8/2
5an以下 の 長 石 、 石 英 、
歩合 許

(2.0)
口稼 神外 回 ア ケ

ロ縁 部 内面 ナ デ

にない黄橙
!nvPI

ボい貢種
illYR

3mm以 下 の長石 、角 閃
石、雲母を含む

4 (2.3) 日縁端部 凹線 1条 にぶい褐
7.5YR6/3

にぶい褐
7.5VRS/R

inm以 下の石英、長石、
雲母を含む

5 23.2 (4.05)
口縁靖部 竹留文 口縁部外面 ナテ

゛

口縁部内面 ヘラミガキ ヘラケズリ
灰貢褐

10YR6/2
にぶい貢種

10YR 血
鍛

以下の石英、長石を

6 (3.0)
口稼 踊 部 変形 Sa田又

口縁部外面 ヨサデ ロ縁部内面 ヨサデ

にぶい黄橙
invpR/n

にボい貢種
10YR

inm以 下 の石 英 、 長 石 、
角 開病 ≫合 よe

7 23.9 (比 55)
日縁瑞部 剰突文 口縁部外面 ナ
デ ロ縁部内面 ナデ

灰貢褐
10YR5/2

吹貢褐
10YR5/2

3mm以下 の 長 石 、 角 閃石
重母 み含 まe

8 20.8 (3.1)
L4稼蝙 部 羽 縁 0不 茨 択 又

口縁部外面 ナデ 回縁部内面 ナテ
ヾ

にぶい貢橙
10YR7/4

にぶい黄橙
lnvp

lmH以 下の石央、長石、
角閃石を含む

9 24.4 (5.0)
口縁 部外 国 ヨ コナテ

ロ綴 部 内 面 ヨ コナデ
浅 貢橙

10YR8/3
灰白1048/2 価

約
以下の石夷、長石を

(3.5)
口縁部外面
日縁部内面

デ

一ゲ

ナ

ナ
にぶい貢種

10YR
におい黄橙

10YR7/4
価m以下の石夷、長石を
ややを く含静

(13.2)
顕部外面 ハケ原体による押圧文
頃部外面ハケメ願部内面ヘラミガキ

:ぷ い 買 種

10YR7/3
にない貢橙

1047/2
ind以下の石英、長石を
含税

(11.9)
顕部外面ハケメ環部内面 シボリロ
電 報 猟 面 チ ギ 電 螺 肉 面 手 ギ 浅黄2.5Y8/3 浅黄2.5Y8/3

4mm以下の長石、石英を
含む

(7.2)
頸 部外 面 ハ ケ メ
電 絡 肉 面 指 市

『

痛 灰黄2.5Y7/2 灰黄2.5Y7/2
5mm以下の石英、長石を
含む

弥生土器 壷 (4.8)
口縁部内面 指頭圧反 口縁部外面
ヨコナデ ロ縁部内面 ヨコナデ

にぶい貢種
10Y■6/R

にぶい貢橙
1 0VTl

inn以 下の石英、長石、
角 閑 石 歩合 )o

(5.6)
口縁部外画 ハケメ
ロ綴部内面 指市FF痛

にぶい褐
7.5W電5/4

ぶい褥
7_5YR5/4

Zmm以 下の長石、石英、
偽 開 石 歩 合 すo

15.2 (5。 3)
日縁 部外 画 ハ ケ メ

ロ綴 銘 肉面 指 謳 FF痛
にぶい黄橙

10YR7/2
にない貢種

10YR
lam以 下 の 長 石 、 石 英 、
肇母 痺含 」|

17.7 (6.6)
日縁 部 外 国 ヘ ラ ミガ キ

ロ霰 部 内面 シポ リ日

にない貢糧
inYR

にぶい黄橙
trlvn

緬
斜

以下の長石、石英を

(4.1)
回縁部外面 ナデ
ロ縁部内面 ナデ

にぶい貢橙
10YR6/3

にぶい黄橙
lnvp

閃角石

ｔ幹坤
血
石、

(4.75)
口稼部外国 ハグメ ロ縁部内回 シポ リ

目 日縁部休面 ナデ ロ縁稲内面 ナデ 浅黄2.5Y72 浅黄2.5Y7/2 緬
鉗

以 下 の 長 石 、 石 夷 を

(10。 95)
頸部外面ハケメ 頸部内面 ヘラケズリ
頸部外面 ナデ 質部内面 ナデ 浅黄2.5Y7/3 浅黄2.5Y7/3

2mm以下の長石、石英、
角関石券含才e

(9.25) 頸部外面 ハケメ 灰白2.5YR8/2 灰白2.5Y8/2
5nu以下の長石、石英、
雲母茂含諏

(6.5)
膠部 門 口 湾 顕 L猥
体部 外 面 ナ デ 体 部 内面 ナ デ

黄灰 2.5Y6/1 灰黄 2.5Y6/2
1～ 2an以 下の石英、長
石を含む

(6。 7)
頸部外面 刻 目文 頸部外画 ナデ
顕部内面 ナデ

にない褐
7 氏VII氏′負褐灰 101115/J

Znm以 下 の 石 英 、 長 石 、
色開肩 歩合 よo

(3,0)

体部外面 輌稲直線文 4条 2回
〃   〃 波状文 4条 2回

体部外面 摩減の為調整不明
体部内面 指頭FF痛

にぶい橙
7.5YR6/4

黒褐 10YR3/1
inm以 下の長石、角閃石
を含む

(9,0) 蜘卿鰤

頸
ラ
体

指頭圧痕 体部内面 ヘ

顕部外面 ハケメ
ナデ 体部内面 ナデ

灰黄2.5Y72 にぶい黄橙
10YR73

4um以下の石英、長石、
角閃石、雲母を含む

弥生上器 甕 (5,2)
口縁部外回
口縁部内面

一ア
デ

ナ

ナ
にぶい貢橙

1∩YPI

ボ い頁 種
lnv,

Zmm以 下 の 長 石 、 角 閃石
歩合 議

32.2 (4.8)
日縁部外回 授合煩
口縁部外面 ナデ ロ縁部内画 ナデ

にぶい責
2.5Y6/3 浅黄2.5Y7/3

bnHl以 卜7_lrH央 、 長 有 、

角閃石、雲母を含む

(7.1)
口縁部外画
口縁部内面

デ

デ
ナ
ナ

にぶい貢種
10VR 浅黄2.5Y8/4

4un以 下の石央、長石を
多量に含む

(4.5)

杯部外 国 ハグメ 体部内画 悟頭
圧痕 体部外面 ヨコナデ 体部内
雨 ヨコナデ

にぶい黄橙
10YR6/4

にぶい黄橙
10YR6/3

ind以 下の石英、長石、
角閃石を含む

(4,8)

口縁部外面 指頭圧痕 体部外 面
ハケメ ロ縁部 内面 ナデ 体部内
面 指市FF痛

にぶい褐色
7.5YR5/3

にない褐色
7.545/3

lmm以 下の石英、長石、
角閃石を含む

(4.65)
膵部 外 面 ハ グ メ

依都 内面 指 雨 FF痛
にない貢褐

lrlVRA/4
とぶい貢褐

10YR
4mm以 下の長石、 角 閃
石、雲母を含む

(4.2)

口縁部外画 ヨコナデ

体部外面 細いハケメ
依 銘 肉 面 産 館 の 基 調 整 不 B日

にぶい黄褐
10YR5/3

にぶい黄褐
1045/3

inm以下を含む

(5,3)
日縁 部 外 面 ナ デ
依 靴 肉 面 指 前 FF痛 灰褐 7.5YR5/2

に ボ い衡

7.5YR5/3

lmln以下の石英、長石、
色 FAH石 歩 合 よF

(2.3)
口縁部外面
口縁部内面

デ
デ

ナ
ナ

にぶい褐
7.馬 YR5/R

にボ い裔

7.5YR5/3
lnm以 下の石英、長石、
色 FItl石 歩合 J●

(5.5)
口縁部外面 ナデ ロ縁部内面 ナ
デ 体部内面 指雨

「

痛
にぶい褐

7.5YR5/4
にぶい褐

7.5YR5/」
�
議

以下の長石を少量含

(5,3)

体部外面 ハケメ 体部内面 指頭
圧痕 口縁部外面 ヨコナデ ロ縁
部内雨 ョコナデ

にない橙
10YR6/4

にぶい橙
10YR6/4

lHun以下の長石、角閃石
を含む

13.88 (3.8) 体部外面 指頭圧痕
10YR6/2

灰貢褐 inm以下の長石、石天、
雲母を含む
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第23表 -2田図北地区SD02下層出土遺物観察表

番号 器 種
浜      吾f鉤

形態・手法の特徴
色 調

胎  土
口 径 匠 径 器 高 外   面 内   面

(3.6)
口稼 部外 口

口縁 部 内面

ア
デ

ア

ナ 浅黄2.5Y73 灰白2.5Y8/2 inm以下の長石を含む

(3.2)
体部 内画 ヘ ラナデ ロ縁部外 画
ナデ ロ縁部内面 ナデ

黄橙 10YR6/4 黄橙 10YR6/4
2ml以 下 の 長 石 、 角 隊
肩  三母 歩合 許

弥生土器 甕 (4.05)
日縁瑞部 凹線 一条 日縁部外 画
ナデ ロ縁部内面 ナデ

にない買種
1047/2

にない貢橙
10YR7/2

2nu以下の角閃石を長石
歩合 静

(4.6)
杯部 外 回 解 諷 の角 調 整 4｀ 明

体 部 内面 ヘ ラ ケズ リ 指 頭 圧 痕

にぶい貢種
10Y17/2

にぶい貢橙
10YR7/2

lma以 下の石英、長石、
色 閣 石 歩全 Je

42 (8.4)
口縁部外 面 接合反 口縁部 内面
接合痕 ハケロ 指頭圧痕

灰白2.5Y8/2 灰白2.5Y8/2
24ul以下の石英、長石、
色 門 石 歩 合 よ「

日縁 部 外 Elゲ ア H稼 部 円 ロ ケ ア

伝 銘 根 面 涌 剤Ih依 駕 肉 面 締 聞ib 灰白2.5Y8/2
晟 貢 穫

7.5YP8/3
�
鈴

以下の石英、長石を

14.6 (7.2)
体部外面 タタキロ ハケロ
休部内面 ヘラケズリ

灰黄2.5Y7/2 灰白2.5Y8/2 加
鈴

以下の石英、長石を

(5.0)
膵部外面 ハグメ 体部内画 授合
痕 体部外面 ナデ 体部内面 ナデ

灰黄2.5Y6/2 灰白2.5Y7/1
1～ 3mu以下の石英、長
石 歩合 よe

(3.7)
H稼部外 国

日縁 部 内 面

ブ
デ

ア

ナ
にボい貢Tg

10VR
こぶ い 戻 種

10YR6/4
lmEl以 下 の 長 石 、 角 閃
石  三 母 か全 よ,

(13.0)

体部外面 ハグメ タタキロ 体部内画
指頭圧痕 ヘラケズリのちヘラミガキ
ロ縁部外面ナデ ロ縁部内面 ナデ

灰黄2.5Y72 灰黄2.5Y7/2
2mm以下の長石、石英を
含む

弥生土器 底部 (2.9)
医部外面 摩滅の為調整不明
底部内面 摩滅の為調整不明

にぶ い赤 褐
馬平■

にぶい貢褐
10YR5/4

llun以 下の石英、長石、
色 FAH石 歩合 よo

(4.4) 底部内面 ヘラケズリ
にぶい貢種

10YR7/3
にない褐

7.545/4
2nm以 下 の 長 石 、 角 閃
石  三 jq歩 全 すo

(5.0)
喝部 外 国 根 ア ア

嗅部内面 ナデ
こぶい東橙

10YR7/2
にぶい黄橙

inm以下 の石 英 、角 閃石
歩合 許

(4.0)
喝 耐 外 団 根 ア ア

磯部内面 ヘラケズリ
灰黄 2.5Y7/2 灰黄 2.5Y7/2 枷

角
以下の長石、石英、

(2.1) 底部内面 摩減の為調整不明 灰白10YR8/2 灰白10YR8/2
1～ 3mlElの 長石、石英 を
含む

(5。 2) 底部外面 摩滅の為調整不明 灰白2.5YR8/1 灰白7.5YR8/2
1～ 3ndの 長石、石英 を
努母に会議

(2.5)

底部外面 ヘラケズリ、ナデ
底部内面 ナデ
底部底面 ヘラミガキ

黒 7.5YRl,7/1
にない褐

7.5YR5/3
1～2aun以 下の石英、長
石を含む

(6.3)
底 い 外 国 技 0猥 ア ア

底 細 内 雨 ヘ ラ ケ ズ リ ナ デ
灰白2.5Y8/2 ,て 10Y4/1 納

鈴
以下 の 長 石 、 石 英 を

(6.8)
騒部 外 回 ア` グ メ ナテ

庭部 内面 ハ ケ メ ヘ ラケ ズ リ

にぶ い貢 褐
1 0Vη

瑠尋ラ更5Y14/1 血
舗

以 下 の 長 石 、 石 夷 を

弥生上器 底部 (3.4)
底部外面 タタキ
底部内面 ハケメ 浅黄橙 8/3 浅黄橙 8/3 inm以下の長石を含む

(4.5)
底部外 面 ナ デ

虐蔀 肉面 塵 輝 の な調 整 不 BH
にぶい黄橙

1047/3
にぶい橙

7.5YR7/4
=II l以

ドの 長 tl、 月 rAltI

痺妙 畳 に合 tt

(5,9)
囁部外面 タタキロ
底部内面 ハケメ

暗灰黄 にぶい貢橙
lnvR

揃
静

以下の長石、石英含

(6.9)
眠 部 外 国

陣 都 肉 面

ケ テ

指 苗 FF痛
灰 貢 褐 にぶい貢橙

10YR7/3

1～ 51un以 下の石英、長
百を多量に含む

(11.8)
医部外面 あらいハケロ ヘラケズリ
底部内面 ハケメ ヘラケズリ ナデ

灰貢褐

10YR6/2
にぶい褐

7.5YT5/4
3nm以下の石英、長石、
偽閃石、雲母を含む

弥生土器 鉢
喝部 外 国 摩 激 のん 調 量 4｀ 明

日縁 ～体 部 内面 ヨコハ ケ メ

灰 日

2.5Y8/2灰 白 浅黄2.5Y7/3 血
齢

以下の石栗、長石を

12.7 体 部 外 面 板 肖」リ ナ テ
向録 獣 肉 面 指 市

「
r道 +ギ 灰白10YR8/1 浅貢種

10YR3/3
2mm以下 の石 英 、 長 石 を
/JJ畳含 よe

7.95
底 部 外 国 ヘ ラ ク ズ リ 掲 顕圧 反

口緩 ～依 乱 肉 面 ハ ケ ズ ナ デ

ぶい貢種
10YR

にぶ い褐

10YR7/2
4mm以 下の石癸、長石、
角閃石、雲母を含む

20,8 (9.8)
件 耐 外 国 ダ タ 千

口綴 ～依 乱 内 面 ハ ケ メ
灰黄 2.5Y7/2

にぶ い貢 種
l rlvII

1-3mm
合議

の 右 英 、 長 石 を

29。 4
日縁 部 外 四 ナ デ ロ縁 部 困 回 ナ

デ 機 合 埴 体 部 内面 ハ ケ メ
灰自2.5Y3/2 灰白10Yn8/2 密

27.8
口縁 部 外 回 ナ テ ロ稼 ～ 杯 部 外 国

タ タキ ロ縁 部 内面 ナデ
灰黄 2.5Y7/2 灰白5Y8/1

1～」IIunの 長 44、 tl央 ど
会 すo

37.4
口縁部外面 ナデ
日縁部内面 ナデ

灰黄 2.5Y6/2 灰黄2.5Y7/2
4mm以下の長石、石英、
名 PAR万 歩合 静

口縁～体部外面 ヘラケズ リ
ロ縁部内面 ナデ

灰黄2.5Y6/2
にぶい黄橙

10Y■ 6/3

211un以 下 の石 英 、 長 石 、
名 開万 歩合 Je

弥生土器 高杯 24.2
口縁部外面 ナデ
ロ縁部内面 ナデ

灰責褐
10YR6/2

灰責褐
10YR6/2

血
錯

以下の長石、石英を

20.6
口縁部外面
日縁部内面

デ
デ

ナ
ナ 灰白10YH7/1

灰貢褐
10YR6/2

1～ 2m以 下 の 長 石 、 石
愁歩全 ま,

20.8
口縁部外面 ヨコナデ
日縁部内面 ヨコナデ

にぶい橙
7.5Y17/4

褐灰 10YR4/1
l血 以 下 の 石 英 、 長 石 、
色門石 歩合 」e

20.8
口縁部外面 摩滅の為調整不明
日縁部内面 ヨコナデ

にぶい貢橙
10YR7/4

に ぶ い 貢 種

10YR6/3
lml以 下 の 長 石 、 石 英 、
角 開石 歩合 よ,

口縁部外面
口縁部内面

デ
デ

ナ
ナ

にぶい橙
7.5YR7/4

にぶい橙
7.5YR7/4

3m n以下 の 長 石 、 角 閃 石
歩合 すo
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-3 土

番弓 器 種
法 形態 。手法の特徴 胎  土

弥生土器 高杯
杯部外面 ヘラミガキ ヘラクスリ
旅都内面 ハケメ ヘラミガキ 101R5/3

こホ い 衡
7.5YR5/4

4nn以下の石要、長石、角閃
石、雲母を含む

ru稼騨甥トロ
ヨコナデ イ

ヨコナデ ロ縁部内向
部休面

"明

こぶい貢褐
10Y46/3

ぶい貢褐 ■

を
ｌｎ
石

t下 の石 英 、 長 石 、 角 閃
:ヤ e

外
内

部
部

称
杯

ヘラ肖Jり 後ヘラミガキ
ヘラミガキ

ぶい貢種
10YR6/8

ぶい褐
7.5YR6/3

lIEE以 下の長石、角閃石を含む

只ワК劣軍苔恐獣洲暴評審督文
拡 獣 爪 面 坊I日 寸

にぶい褐
7。 5YR6/3

褐白10YR4/1
2nn以下の石英、長石、角閃
石を含む

(6。 8)
日

回
尋摩減の為調整剥
昴底滅の為調整不珂

にお い貢 褐 にぶい貢褐 1ぬE以 下の石要、長rl、 角閃
石 歩 全 ヤ|

ナ デ い mm以 下 の

(6.3)

砕
背

幽

分割ヘラミガ千
ヘラミガキ タヽケメ
ヘラケズリ

にぶい褐
7.5YR5/4

にぶい程
7.5Y16/4

inm以下の長石、角閃石を含む

(3.7)
背部外向
背部外面
背蔀肉面

ナテ 背部門回 アア
ヘラケズリ後ヘラミガキ
ヘラさガキ

にない褐
7.5YR6/3

にぶい黄橙
10Y16/4

2mn以下の長石、石英、角閃
石を含む

(8.0) 只孵亀雲日5訂名護祥鶏争号ズリ 灰白2.5Y8/2 灰白10Y18/1 laa以下の石英、長石を含む

(5.8)
画
面
面

外
外
肉

部
部
獣

杯
杯
聞

ナテ 砕沖困ロ アア
ヘラミがキ杯部内面 Aラミがキ
オブけ

にぶい黄褐
10Yn6/3

におい黄橙
10Y16/3

5an以下の長石、石英、角閃
石、雲母を含む

(5,2)
列
列
Ｆ

部
部
部

脚
脚
問

零衣万F尉写R訴チデ
引.4個

灰白7.5YR8/2 灰白7.5YR3/2 1～

'mm以
下の長石、石英を含む

(12.3)
脚部外面
脚部外面
シボリロ

ナデ 脚部内面 ナデ
ヘラミガキ 脚部内面
指ナデ 脚部門孔 3個

灰白2.5Y8/2 灰白2.5Y3/2
石英、長石、角閃石の微砂を
少量含む

(9。 4) 贄〕拿ヨ1^Z斜鼻緯 浅黄 2.5Y7/3
にぶい黄

2.5Y6/3
3an以下の長石、石英、角閃
石、雲母を含む

(7.2)
脚部外面
脚部内面
園報円調

摩源のん調整介明
ナデ シポリロ
4尉 .

にぶい赤褐
5YR5/4

におい橙
5YR6/4

lmal以 下の長石、角閃石を含む

(4.8)
脚部外直
脚部内百
Bm獣 田コ

摩祠のん調整↑明

摩減の為調整不明
氏詔

にぶい橙
5YR6/4

にぶい橙
5Y17/4 揃釣

以下の石英、長石を少量

(6.5)
脚部外声
団部内雨

メ

メ

ケ

ケ
ハ

ハ
灰白10Y18/2 灰白10YR8/2

inn以 下の石要、長盈、角閃
声 歩 全 干|

いモ百刑霊18YItイ nm Ы下の石

(2.9)
画
面

外
肉

部
部

脚
剛

ヘ ラク ス リ
指 市 FF痛

にぶい種 におい程 ann以 下 の 長 石 、 角 閃 r4、 要
鮮渉会 ヤ,

(4.0)
脚部外面 板ナデ
幽部内面 藤減の為調整不明

灰黄褐
10Y16/2

灰資褐
  10Ⅶ6/2

llan以 下 の 石 央 、 長 r4、 角 閃
石 歩全 )|

(2.8)
脚部外面 ナデ
田部内面 ナデ

にぶいこ
7.5YR6/4 黒褐 5YR2/1 面

鈴
以 下 の r4央 、 長 411を 多 く

(3.0)
面
面

外
内

部
部

脚
脚

ヘラケズ リ
■ 亨

こぶ い 赤 褐 にぶい種 6all以 下の石英、長石、雲母
歩合よ|

〃    〃 (3,7)
脚

脚
指頭圧反
慶減の蒲調幣不明 7.5Y15/4 7.5Y15/4

lna以下の長石、石英を含む

1

2. 0          10 om＼ ~十 ~~

|

第85図 田図北地区SD02周辺表採・SR01出土遺物実測図

第24表 田図北地区SD02周 辺表採・SR創 出土遠物観察表

番号 器 種
量 (cm

形態 。手法の特徴
色 胎  土

□ 径 民 径 器 高 外   面 商

1 須恵器 蓋 (3.6)
外

内
回転 ヘフクス リ ケブ
十ギ

灰 N61 灰 自N71 密

2 (4.6)
外面 回転 ヘフケス リ アア
肉面 十ギ

灰 N61 灰白 N71 密

3 弥生土器 高杯 (8。 4) 露黙禽留腰綴8た協需箋余隅
幽 m聞 7t,1価

にぶい橙
5YR7/4

浅黄橙
7.5YR8/3

密

4 耐火レンガ
長ご

17.0
幅

11.1

厚ё
6.3

耐火加藤合資会社 印あり
角穣 凝灰岩 〒
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第 4節  調査のまとめ

第2次弘福寺領田図調査事業では,田 図南地区比定地および山田香川郡界線推定地,古代南海道推定

地,田図北地区比定地の3ヶ 所が発掘調査の対象地となったが,南海道推定地で道路敷の痕跡を確認でき

たほかは田図の比定地を考古学的に直接に証明する資料は得られなかった。

田図南地区比定地周辺では,終戦直前の陸軍飛行場の接収造成と戦後の民間払い下げによる区画整理

で,高松平野に広く認められる条里地割とは別編成の土地区画が施行されている。このために本来であ

れば現用の道路や用水路下に重複して発掘調査が叶わないような条里遺構についても確認することがで

き,こ れら遺構,特に溝状遺構の多くは近世以降の順道絵図,古地籍図の記載との対照が可能で,現地

表の条里地割は少なくとも近世までは遡れることが確認できた。しかし一方で,陸軍飛行場接収を契機

とする一連の土地造成によって削平または攪乱を受けた遺構も少なからずあったもようで,当該調査地

点の多くでは古代から中世の遺構 (遺構面)がほとんど欠落してお り,B地点の石組み井戸 (14世紀),

E地点の水田層 (遺物の包含はないがおそらくは古代末から中世)が見られるにすぎない。一方,南地

区周辺部の開発前調査の遺跡に目を転じてみると,中世については官西。一角遺跡の条里方向の溝状遺

構3条,土壌墓1基 ,空港跡地遺跡で方格地割の館跡および集落跡等がまとまってみられるものの,古代

では空港跡地遺跡の9世紀頃の出水状遺構と出水状遺構を起点とするものほか数条の条里方向の溝状遺

構,官西。一角遺跡の古代水田層 (一部に畦畔状の盛り上がりを確認)が確認されているのみにとどま

る。これは,本来の西高東低の地勢が昭和19年の陸軍飛行場造成によって切り盛りされたことによって

高位の西半部に特段の削平がおよんだためと考えられ,あ る意味では当該区域の考古学調査の限界を示

しているものともいえる。しかしながら,関連遺構の直接的な確認にいたらなかった反面,発掘調査で

得られた旧地形や土地利用の情報を弘福寺領田図はじめ現存の古地図等とも対照させながら弘福寺領比

定の妥当性を検討することは可能であろうと考えられる。

田図南地区比定地付近の地形を見ると,戦前に池台池が存在していた 9条4里 86坪 ,8条 9里 31・ 32

坪付近では空港跡地遺跡の調査等から,ほぼ旧池台池の南縁に沿つて北西流する旧河道が確認されてお

り,こ の河道は現分ヶ池の南縁から東縁に沿って北北西へ逃げている(多肥宮尻遺跡)。 また,田図東境

の8条 10里 4。 9坪でも坪半ばから東側で北東流する旧河道の存在がA調査区の調査によって知られてお

り,おそらくはこの河道の支流が8条 10里 4坪の北東隅付近で東へ分岐して一角遺跡に延びてゆくと考

えられる。さらに,南地区比定地の北西部では平井出水から下池へ延びる谷地形が微高地を隔している

ことから,弘福寺領田図南地区比定地は南。西。東の三方を旧河道で遮られた微高地上に立地している

ことになる。南地区比定地内の微高地のピークは,A調査区第1ト レンチからB調査区付近と考えられ

る。これは,現耕作上下に現代の客土層を介して直に砂礫層をベースとした弥生時代の遺構面が広がっ

ていることから,終戦前後の造成によって最も削平を受けた地点として推定したものである。一方,8条

10里 4・ 9坪を縦断する旧河道は,一角遺跡方向へ分岐する支流の方向性などから,弘福寺領讃岐国山田

郡田図8条 10里 4坪に表現された「菫」の西側から北側へ回り込んで流下しているものと考えられるた

め,A調査区第 1ト レンチからB調査区の場所は,旧河道を挟んで「菫」と対峙する位置関係にあるこ

とが推測され,旧河道の両岸に自然堤防状の砂礫堆が位置するような地形環境が想像される。このこと

は,積極的な論拠とはいえないまでも現時点での山田郡田図の位置比定に大きな矛盾がないことを示し

ているといえる。今後当該地区の調査に関しては,開発等の事前調査としてできるだけ多くの調査デー

タを蓄積するとともに,現在整理が進められている関連遺跡調査報告書の作成作業等の動向も見据えな

がら地形環境や土地利用の変遷により詳細な検討を加えていく必要があるものと考えられる。
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古代南海道推定地の発掘調査においては,復原条里地割から推定される南海道の想定路線上に調査区

を設定し,砂岩塊石を心材とした5層の砂層堆積とそれに包含される遺物細片を確認したものである。こ

のことは,南海道そのものの存在と位置推定を証明した意義はさることながら,南海道が郡界線ととも

に高松平野の条里地害Jの縦横の基線となっていることから,条里地割そのものが古代以来大きな設計変

更なしに現代にまで受け継がれてきた可能性が高いことを示したものであるといえる。

近年全国的に増加しつつある古代官道の確認例としては,直線道路で幅員6～ 13mの路面の両側に素堀

の側溝を伴い,路床は土質の状況に応じて土壌の抜き換えや敷き込みを行っているというのが典型的な

形態であるとされる。これらと比較すれば今回の発掘例は側溝の存在も不明瞭で決して道路遺構として

一目瞭然とは言えないが,復原条里地割上での推定と計3ヶ 所の調査結果を総合して考えるとわずかなが

らこの付近の南海道の状況が浮かび上がってくる。

第 1・ 第 2ト レンチでは,小作川西岸の段差lmほ どの段丘を検出幅6mで断面逆台形状に切り通した痕

跡が確認できた。道路路線に直交した幅3mほどの トレンチ調査であったため推定の部分も多いものの,

崖面の段差を斜路に切り通した遺構と判断した。一方,第 3調査区において推定した道路遺構は,調査

区の南端に遺構の一部が現存幅 3mで検出されているが,第 卜第 2ト レンチの遺構から推定される南海

道の中軸線は第 3調査区の南辺にほぼ相当するものと思われる。このことから,第 卜第2ト レンチの遺

構の西延長が次第に微高地上に乗り上げてゆく一方で周辺微高地上に後世の削平が及んだ結果,最終的

に路側の段差が不明瞭な道路遺構が残存したものと思われ,これらのことから3ヶ 所の調査区を結ぶ幅員

6mの道路敷が復原できる。路床の認定は踏み固めによる硬化面や足跡,轍跡等の痕跡が見られずその意

味では推定によるほかないが,いずれも地山層の上面を路床として想定した。第卜第2ト レンチでは地

山風化花闘岩層,第 3調査区ではにぶい黄橙色粘土層であるが,後者の粘土層の窪みに堆積した (また

は充填された)塊石と砂層は土砂自体が周辺の土壌堆積から洪水等によって自然に供給されるべきもの

ではなく,石の配置等にも人為的様相がうかがえるため土壌改良または路面補修等によって外部から人

為的に供給されたものと考えられ,堆積砂層中からの須恵器細片等の出土もその裏付けとなると思われ

る。S X01の北側に隣接するS X02は ,埋土が S X01下層の黄褐色砂混じリシル ト層と一致している

ことからS X01と ともに道路敷を形成するとも考えたが,調査区南辺を対称線として折り返した場合推

定幅員が18mに もなることから適当ではないと思われる。いずれにせよ道路根J溝 に該当する直線溝が存

在しないために道路範囲の確定が困難となっている。道路側溝不在の理由としては後世の削平による消

滅も考えられるが,それよりもむしろ当該箇所が河岸段丘の高低差を相殺する斜面状の路面構造であっ

たために,排水を目的とする側溝の付設を必要としなかった事情によるのではなかろうか。それであれ

ば,路面を形成する風化花同岩質の地山は洪水浸食にはきわめてもろい土質であることから,大雨等の

後にはかなりの規模の路面流出の事態が想像され,これに伴う路面の補修も相当規模に及んだことは十

分に考えられる。

第2次弘福寺領田図調査事業において垣間見ることができた南海道の遺構は,高松平野南部を高い計

画性をもって横断した古代南海道の全体像と比べるとごく一部の確認にとどまりはしたものの,高松平

野の条里プランの確定作業の上では大きな契機となった成果と考えられる。今後とも,弘福寺領田図比

定地同様,当該遺構が展開してゆく区域を念頭におきながら,調査デ▼夕の蓄積につとめることで高松

平野の土地開発との関わりがより詳細に検討されてゆくものとなろう。
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図版 1

1 田図南地区鋼 査区第 1ト レンチ全景

2田図南地区鋼 査区第2トレンチ全景
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図版2
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1 田図南地区鋼 査区第 3ト レンチ全景
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2田図南地区A調査区第4トレンチ全景
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図版3

一

1 田図南地区飼 岡査区第 5トレンチ全景

2田図南地区鋼 査区第3トレンチSD05及び松根株列
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図版4

1 田図南地区幻円査区第5ト レンチ段差状遺構

2田図南地区C調査区全景
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図版5

1 田図南地区C調査区 SD05・ 06・ SE01全景

2田図南地区C調査区SD05完掘及び土層状況
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図版6

1田図南地区B調査区調査前全景 (北西より)

2田図南地区B調査区西区画北壁土層



図版7

1 田図南地区B調査区東区画北壁土層

2田図南地区B調査区西区画南壁土層
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